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Foreword

The　current　annual　report　is　a　double　issue　comprising　volu．mes　25　and　26，　covering　the　fiscal　years　l990

and　l991．　Consequently，　the　Iistings　under　purchased　works，　donated　works，　exhibitions　and　other　activ－

ities，　and　references　all　date　from　the　period　Aprn　l990　to　March　l992．

　　　It　goes　without　saying　tha仕he　most　important　duty　for　a　museum　is　to　enrich　its　collectioh．　The　Na－

tional　Museum　of　Western　Art，　T（）kyo　has　always　pursued　the　folIowing　three　oblectives　in　collecting

works：Firstly，　it　aims　to　acquire　fine　modern　French　and　other　European　works　dating　from　the　late　lgth

century　to　the　early　20th　century，　to　complement　the　Matsukata　Collection，　which　formed　the　core　of　the

museum　co11ection　at　its　opening．　Secondly，　as　the　only　national　museum　in　Japan　covering　all　aspects　of

Western　art，　it　endeavours　to　collect　representative　works　by　artists　or　schools　that　are　considered　neces－

sary　for　surveying　the　history　of　Western　art　from　the　Renaissance　onwards．　Thirdly，　it　seeks　to　enhance　its

collection　of　prints．　Needless　to　say，　the　recent　rise　in　the　prices　of　works　of　art　has　made　it　exceedingly

difficult　to　carry　out　our　task．　Nevertheless，　the　works　which　have　been　purchased　this　time　all　fulf川the

above　mentioned　principles　and　I　am　confiden杜hat　they　were　the　most　appropriate　choices　within　the

limited　budget．

　　　ln　addition　to　the　purchased　works，　the　museum　is　most　grateful　for　the　major　donation　of　fine　modern

works　from　Ms　Eiko　Yamamoto．　We　would　like　to　express　our　sincere　thanks　to　her　for　her　overwhelming

generosity．　It　is　greatly　regretted　that　she　passed　away　in　January　l992　and　we　all　pray　that　she　may　rest

ln　peace・

　　　The　museum　also　received　other　precious　donations　from　benefactors　such　as　Gallery　Fulikawa（Mr

Tbkuzo　Mizushima）．　We　would　also　like　to　thank　them　very　much　for　their　generosity．

　　　Regarding　exhibitions，　which　are　significant　activities　for　a　museum，　five　were　held　over　the　two　year

period．　Details　are　listed　below．　These　exhibitions　were　realized　in　close　collaboration　with　foreign　muse－

ums　and　specialists　from　a　variety　of　co皿tries，　namely　England，　Germany，　France，　and　Spain．　Not　only

did　they　provide　Japanese　art　enthusiasts　with　opportunities　to　appreciate　masterworks，　but　they　also

played　significant　roles　in　international　artistic　and　cultural　exchange・In　addition　to　the　beauty　of　the

works　exhibited，　the　exhibitions　were　of　good　quality　and　meaningful　from　an　academic　point　of　view，

resulting　in　a　generally　favourable　reception．　ln　particular，　Faces　of　the　Louvre一ルfasterωoks　of　Po　rtra　itu　re

’ηthe　co〃ections　of　the　Lou〃re，　which　was　organized　on　the　basis　of　a　clear　concept　of　surveying　the

development　of　portraiture　in　Western　art　and　through　an　innovative　attempt　at　bringing　together　all　seven

departments　of　the　Louvre　Museum，　attracted　a　record－breaking　number　of　visitors．　International　coopera－

tion　of　this　sort　w川become　all　the　more　important　from　now　on．

　　　The　Director　of　the　museum　during　the　period　covered　in　this　anuual　report　was　Tetsuo　Misumi．　l　wish

to　express　my　greatest　respect　to　Mr　Misumi　for　the　outstanding　achievements　described　in　this　report．

　　　April　l994

Shuji　Takashina
Director

The　Nationa／Mαsωm　o∫Wsrem々7～）々yo
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まえがき

本年報は，’ド成2（1990）年度の第25号と，’1’i成3（1991）年度の第26↓1との合併｝｝である、，したがって．

購人作品，寄贈作品をはじめ，特別展その他事業記録，資料など，いずれもこの両年度，すなわち’P

成2年4月から’P成4年3月までの期間にかかわるものである。

　美術館にとって，収蔵作品の充実を図ることが何よりも重要な責務であるのは，改めて、1うまでもない。

国立西洋美術館においては，従来より，作品収集のために以下の三点を基本ノi針としてきた。第一は，

’1

］館開設の核となった松方コレクションが対象としている19世紀後半から20世紀初頭にかけてのフランス

およびその他の諸国の近代美術の優品を揃えること，第二は，西洋美術全般を扱う日本での唯一の国

立美術館として，主としてルネサンス以降の西洋美術の流れを歴史的に辿るために必要な作家，流派

の代表的作品を集めること，そして第三は，版画部門を充実させることである。もちろん，近年の美術品

の価格の高騰は，その使命の遂行に大きな困難を投げかけているが，今lli｜の購人作品‘よ，いずれもヒ

記の基本方針に叶っており，限られた予算の範囲内での最も適切な選択てあったと、1えるであろう。

　これらの購入作品に加えて，Ill本英子氏より，近代美術の優れた作llllllを多数御寄贈頂いたことは，

当館にとってまことに有難いことであった。その寛大なお志に，ll…位西洋〕C術館｛として深く感謝lltしヒげ

たい。大変残念なことに，山本英子氏は，その後平成4年1月に逝去された。謹んで心より御冥福をお

祈りする次第である。このほか，フジカワ画廊（水嶋徳蔵氏）をはじめとする篤志家からも貴噴な作品を御

寄贈頂いた。ここに感謝の意を表したい。

　美術館の重要な事業である展覧会活動については，別記の通り，この2年間に5本開催された。いず

れも，諸外国の美術館，専門家との緊密な協力によって実現されたもので，その対象は，イギリス，ドイ

ツ，フランス，スペインときわめて多岐にわたっている。これらの展覧会は，11本の愛好者に優れた美術

作品鑑賞の機会を提供すると同時に，芸術的，文化的国際交流の役割も果たしていると、∫ってよいであ

ろう。いずれの展覧会も，展示作品の魅力と並んで，学術的にも質の1「liい有意義な催しとして，好評を

もって迎えられたが，特に「ルーヴル美術館特別展」は，西洋美術における肖像表現の展開を辿るという

明確なコンセプトと，ルーヴル美術館全7部門の協力を得るという画期的な試みによって，きわめて多数

の来館者を記録することとなった。このような国際協力関係は，今後ともいよいよ乖要になって行くであろ

う。

　なお，本年報で扱った両年度の時期における当館館長は，三角哲生氏であった。本年報に見られる

ような多くの優れた業績を残された三角氏に対し，深甚なる敬意を表するものである。

平成6年4月

川、7：西洋美術負tifOx2

高P皆秀爾
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新収作品
New　Acquisitiolls

ダフィット・テニールス（父）［158L）16491　　　　　　　　　　　　　，1　i：のi：題による小1由i　lkiの作品を得意とした1，また，1：として

《ヴルカヌスの鍛冶場を訪れたヴィーナス》　　　　　　　　　1610年代の後半には，フランドル各地の教会に，等身大の人物
1638｛1

油彩，銅板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　像を表わした大画面の宗教画を制作している。しかし，これら
碧∫〔1㍑名，．tl，，ld　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の作品においてテニールス（父）は，彼より5歳年llのルーベンス

David　I　Telliers【1582－16、191　　　　　　　　　　　　　　　　　よりも，むしろもっと古いlll：代に属するマールテン・ド・フォス，フラ

V（’］i”S「／isi／i”μVlt／（WパE（”’ge　　　　　　　　　　　　　　ンケン兄弟に近い，折衷的な堅苫しい様式を示している。彼の
1638

姐・ll・COPPcil一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本領はあくまで小画面のキャビネット画において発揮されたとfi’iiえ
　7）〈　60clll

Signcd；ancl　dated　l・w（，1’1’ight：1λTlti・v∫E∫～S　F．1（i3，s） 　　　　　　　　　　よう。30年代以降は，劇的な色彩効果と複雑な空間構成を示
P．19f）ト　

1，roVunancc：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すマニエリスム的な風景は次第に姿を消し，低い視線から見ら

C°｜1・　J；iT）　de　Ma｛ire・B「us．　s　els・　　　　　　　　　　　　　　　　　　れたより自然な統一的な風景に取って代わられる。そして，風

I’］　hibitiot］t　：

T／i、’　（；，）lr！e“，IU・、〃w・〃～is／i・1’。i“／～w　T。iwan　NhlS。しIM・f　Fil1C　Art。，　Taip。i．　　景中の人物像も取ってf・」’けたような感じはなくなり，空間中に整

1988．　pp・79－8°・

　　　　　　　　　　　rこ的に組み人れられるよう｛こなる。
1号i｜）｜i（｝91．ltl〕｜1）．：

Ma「9「¶t　Klin9・・”・”1”7し’”↓搭”le｝　’°tti～9；’・’”・　1’”i”／煕s’”””‘’触・（1’；xh・cat．）・　　　本作lllllのi｛題は’火と鍛冶の神であるヴルカヌスがヴィーナ

AntwC：’1），1991、pp．42－43．　fig．8c．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スに請われて，ダルダニアの臼㌘アンキセスを父とする彼女の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　息」㌃アイネイアスのために武具を鋳造する場面である。この武

ダフィット・テニールス（父）は，有名な同名の息子の父である。　　　具のおかげで，アイネイアスは戦’fトに勝利し，ローマ建国の英

1582年にアントウェルペンで生まれ，1649年に同地で没した。　　　雄となる。岩で覆われた洞窟の鍛冶場のlII央に向かって，ヴル

1595年に兄のユリアーン・テニールスのもとに弟子入り，その後，　　　カヌスはハンマーを振りあげて，左r・に持つやっとこで掴んだ熱

おそらく1600年から1605年の間にローマに滞在，エルスハイマー　　　い金属の塊を打とうとしている。ヴルカヌスの向かい側に、’／1つア

の作風を学んだと推測される。1605一年にアントウェルペンに戻っ　　　モールも，矢の先を台の1：に差し出している。アモールの視線

ていたことは確実で，翌年には聖ルカ組合に親方画家として登　　　は，画面右千前の岩のヒに座したヴィーナスのほうに向けられて

録された。1608年に，裕福な未亡人のデインフナ・ド・ヴィルデと　　　いる。一・ノi，女神は，ノ1活を1申ばし，人指し指を、杭てて，なに

結婚。しかし，財産運営に失敗したのか，生涯を通じて貧困に　　　やらアモールに注意を与えているようで，二人の間には対話が

苦しむことになり，負債が原因で，1625年と29年の2度にわたっ　　　成立している。ヴィーナスの手前に描かれたつがいの鳩は，愛

て投獄されている。1630年代には，画商としても活動した。5人　　　と結’婚の女神である彼女のアトリビュートである。

の息、r一ど・人の娘がいたが，ダフィット（∫つのほかに，ユリアー　　　　本作品0）魅力は，描かれた対象の素材感，雰囲気の巧みな

ン3世，テオドール，アブラハムの3人の息rが画家になった。　　　　描写にあると言えよう。左手前の金属製の甲冑，豪華な矢筒や

　息∫㌘の陰に隠れてテニールス（父）は，最近までその画業が　　　肩掛け帯は，静物両のなかの事物のように精妙に描かれてい

ll：しく評flHiされることのなかった画家である。1960年に1：ll行され　　　る。また，洞窟の岩肌，炉の火と煙の動き，洞窟の向こうに広

たペリカンの美術叢書の一巻の中でも，ホルスト・ヘルソンは，　　　がる明るい風景などは，大気と光の揺らめきを1’分に感じさせる

次のように述べている。「テニールス（父）がどのような作品を描　　　表現となっている。

いたかは不明である。彼のfに帰されている多くの作品が存在　　　　　ウィーンの美術史美術館には，本作品と同じく神話1・1題を描

するものの，実際にはそうしたアトリビューションに確たる根拠は　　　いた4点の作品《ニンフとサテユロスの前で縦笛を吹くパン》（ilw．

ないのである」。i’　’19実，18世紀以来，息r・のテニールスの作　　　no．736），《ヴェルトゥムヌスとポモナ》（inv．110．　738），《雌ノトに

風で描かれた，あまり質の高くない作品が，総じて父親の作と　　　姿を変えられたイオをユノに渡すユピテル》（ilw．110．743），《メ

されてきたのであった。しかし，エリク・デュフェルヘルとハンス・　　　ルクリウスとアルゴス》（inv．　no．745）がある（参考図1－4）。これ

フリーへによる研究の成果が1971年に1：ll行され，それによって父　　　ら4作品は，すべて本作tVlと同サイズで，最初の作品を除く3作

の作lll～についても，ある程度その特徴および様式展開を掴むこ　　　品には同じく署名と1638年の年記がついている♂｝したがって，

とがli∫能となった㌧彼は，ヘンドリック・ハウト，ピーテル・ラスト　　　本作品を含めて5点をひとつのグループとして・考えることができ

マン，ヤン・ペイナスと並んで，ローマで活躍したドイツ人画家　　　る。ただし，これら5点以外にも現在は失われてしまった作品が

アダム・エルスハイマーの影響を強く受けたネーデルラントの画家　　　かつて存在し，なんらかの｝：題的なまとまりを有する連作を形成

の一人であり，風景中に数多くの人物を配した，神話および聖　　　していたのかどうかは不明である。
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参考図1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参．考図3

参考図2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参」引剰4
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　　伝統的にウィーンの作tiuilはテニールス（父）のr・に帰されてき　　　ly　disappear　and　are　substituted　by　more　natural，　harm（）nious

た♂峡・本1’1・lll11をで・’めてこれら1晩年のキャビネットplliでは・1㍑㌶；ll；＝1黙，＝ll∵1｜；，fl蒜：1隠1

テニールス（父）の初期のrlililll1に1↓られる・エルス’・イマーの影　m。re、。mf。，t。bly．

響を受けた人11的で劇的な構成が姿を消し，構図の均衡がと　　　　This　painting　depicts　Vulcan，　god　of　fire　and　smithery，℃om一

れ・人物も1蹴なかに燃（・糸順れられるようになった・こ隠1厭綿1蒜lll㌫忠忽蕊濡1㍑1
うした作風の変化には，彼σ）弟j”であった息子からの影響もあ　　　was　to　win　victory　at　war　and　become　the　heroic　founder（）f

ったと推測される、，もっとも，本作品の，ヴルカヌスやヴィーナス　　　Rome・The　forge　is　in　a　cave　surrounded　by　rocks・Vulcan’s　right

の人体描”j：には品ωイ・hlllには！ulられない硬直したぎこちな㍑隠㍑二ぽ：臨跳r；蒜1瓢1，；；蒜，91

さが見られることは否定できない。なお，ヴィーナスの脚の位置　　　in　his　left　hand．　Standing　in　front　of　him　is　Amor，　with　the　tip　of

の描きV’1：しが肉眼でも見て取れる。　　　　　　　　（中村俊春）　　　his　arrow　resting　on　the　table・Amor　is　looking　towards　Venus，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　who　is　sitting　on　a　rock　at　the　front　right　of　the　image．　Venus　and

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Amor　look　as　if　they　are　in　conversation，　the　goddess　with　her　left

註　　　　　　　　　　　　　　　h・nd・t・et・h・d・・t　and・h・・f・・efi・g・・p・i・ti・g・t・・m・thi・g，・P－
1）II・Gers《m　and　E・IL’「er　Kulie，・4ガand　A　rchitecture～〃Belgiion　　　　pearing　to　give　Amor　some　sort　of　advice．　The　pair　of　doves

忽、㍑θ’〃TllePelican　Hist°「y°fA「t・Ha「m°ndsw°「th’196°’d・pir・・d　i・f・・n・・f　V・nu・i・h・・a・t・ib・t・・a・g・ddess・f　l・ve　and

2）E，ik・1）uve，g，，　ar、（田。ns　Vli。gh，，　David　7’e」・tier．s　dei’　A’lte・re，　Ein　ma「nage・．　　　　　　．　．．．．
　　　V（，J　4r（・ss‘’ner　Fliiiitischer　Na（Jhfolger　Ad（ova　Elshei」ners，　Utrecht，　　　　　The　materlal　and　the　atmosphere　depicted　m　thls　pamtmg　are

　　　l971．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　all　quite　exquisite．　The　details　of　the　steel　armour　and　the　fine

3）ウィーン美術史美術館のカタログによれば，4点のすべての作品に署名と　　　quiver　and　belt　at　the　left　forefront　are　as　subtle　as　a　still－life．　The

　　　年記がついているとなっているが・デュフェルヘル／フリーひは・3点にし　　　　rocky　cave　walls，　the　fire　and　smoke　in　the　furnace，　and　the　land－

1；㌫㌶三隠農㌶ζ蕊認゜橿囎総　・？・p・i・・h・b・igh・li．gh．・　b・y・nd・h・・aveall　b・illian・ly・・nvey・・h・

　　　るため！ul　2ないのかもしれない。　　　　　　　　alr　and　gllmm・：lng　11ght・　．．　　　　．
　　　Cf．κ7〃～s〃～istθi’is（・1～（・s　Museum，1・Vien，　V（～rz　（・　i（・1～1・1　is（ノ（！］’ぴ〃〃〃〔・，　　　　　The　Kunsthistorisches　Museum　ln　Vlenna　has　fourworks　wlth

　　　Vienna，1973，　P．172；Duverger／Vlieghe，　oP・cit・・PP・46－47・　　　　　　　mythological　subjects　comparable　to　ours；Pan」ptaying　the　Ftute

4）既にエンゲルトは，これら4点をテニールス（父）の作品としている・Katal《）9　　　　in　front　of〈tymρh　and　Satyr（inv．　no．736），　Vertumnus　and　Pomo－

　　　1884（Engerth）・ll（｝s・1821－1824・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　na（inv．　no．738），　Juρiter　Presenting　Junoωith　lo　Turned　into　a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Coω（inv．　no．743），　andルfercury　and　Argos（inv．　no．745）；（see

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　＊　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　figs．1－4）．　These　four　works　are　all　the　same　size　as　our　painting

David　Teniers　1　was　father　of　the　more　renowned　son　by　the　same　　　　and　the　latter　three　bear　the　same　signature　and　date，1638，　as

name．　He　was　born　in　Antwerp　in　l582　and　died　in　the　same　city　　　　ours．3）Consequently，　these　five　works　could　be　considered　as　a

in】649．　After　being　apprenticed　to　his　elder　brother，　Juliaan　　　　single　group　although　whether　there　used　to　be　other　works，　now

Teniers，　he　appears　to　have　stayed　in　Rome　between　l600　and　　　　lost，　in　addition　to　these　five，　forming　a　larger　series，　remains

l605，　where　he　studied　in　the　Elsheimer　circle．　He　was　definitely　　　　unknown．

back　in　Antwerp　in　l605　and　was　registered　as　master　painter　of　　　　　The　works　in　the　Kunsthistorisches　Museum　have　traditional－

the　Guild　of　Saint　Luke　the　following　year．　In　l608，　he　married　a　　　　ly　been　attributed　to　David　I．4）Certainly，　these　late　cabinet　pic－

rich　widow，　Dympha　de　Wilde．　Yet，　possibly　because　he　was　una－　　　tures，　including　ours，　no　longer　display　the　artificial　and　dramatic

ble　to　manage　the　property，　he　led　his　entire　life　in　poverty　and　　　composition　influenced　by　Elsheimer　in　David　rs　early　works．

was　imprisoned　twice　in　1625　and　l6290n　account　of　unpaid　　　　Rather，　the　compositions　become　more　balanced　and　the　figures

debts．　He　was　also　a　picture　dealer　in　the　l630s．　He　had　five　sons　　　fit　more　naturally　into　the　space．　Such　change　in　style　could　have

and　one　daughter，　among　whom　David　II，　Juliaan　III，　Theodor，　　　been　the　influence　of　his　son，　who　was　apprenticed　to　the　father．

and　Abraham　also　became　painters．　　　　　　　　　　　　　　　　　　Even　so，　there　is　no　denying　a　stiff　awkwardness　in　the　depiction

　　　Overshadowed　by　his　son，　until　recently，　the　artistic　achieve－　　　　of　Vulcan　and　Venus，　which　is　not　to　be　found　in　the　son’s　works．

ments　of　the　father　David　l　had　not　been　fully　appreciated．　In　a　　　　Lastly，　it　should　be　mentioned　that　the　repainting　of　Venus’legs　is

volume　of　The　Pelican　History　of　Art，　Horst　Gerson　states　as　fol－　　　visible　even　to　the　naked　eye・　　　　　　（T（）shiharu　Nakamura）

10ws：“We　do　not　know　how　the　elder　Teniers　painted，　because

there　is　no　sound　basis　for　the　numerous　attributions　to　him．”｜）

1。deed，，v，・si・・e　th・18th・cent・・y，　w・・k・・f・・t　p・・ti・u1・・1y・u－　N°tes：　　　　．　　．　．．

離』耀瓢㍑三蒜聯綴・gtl　lご馴竃竃鯉竃蕪灘1隠
research　carrled　out　by　Erik　Duverger　and　Hans　Vlleghe　ln　1971・　　　　　　sener」Ftdimischer　Vachfc）lger、A（dam　Elsheimers，　Utrecht，1971．

the　characteristics　and　stylistic　development　of　the　father’s　work　　　　3）The　four　works　in　the　Kunsthistorisches　Museum　are　all　cata］ogued　as

have・also　been　clarified　to　a　certain　extent．2）Together　with　Hen－　　　　　signed　and　dated，　but　Duverger　and　Vlieghe　claim　that　only　three　of

drik　Goudt，　Pieter　Lastman，　and　Jan　Pynas，　David　I　was　one　of　　　　　them　are．　Neither　was　l　able　to　find　the　signature　on　PαnP1αy∫ηg　r力e

・h・D…h…i・6wh・w・・deepiy　1・f1・・nced　by　Ad・m　E1・h・im・r・　㍑霊〃「°f　Nymph　and　sa’y「・　lt　may・°fc°u「se・　be　hidde…de「

the　German　artist　who　was　active．　in　Rome．　Small　works　based　on　　　　　Cf．　Kunsthistorisches　Museum，1，Vien，　Verzeichnis　der　Gemdilde，　Vienna，

mythology　or　the　Bible　with　landscapes　depicting　many　figures　　　　　1973，　P．172；Duverger／Vlieghe，　op．cit．，　PP．46－47．

were　his　speciality．　Mainly　in　the　late　l610s，　he　produced　large　　　　4）Engerth　already　attributed　these　four　works　to　David　Teniers　1．　Eduard

religious　paintings　with　life－size　figures　for　churches　all　over　　　　　　Rv．　Engerth，　Kunsthistorische　Samm／ungen　des　Allerhδchsten　Kaiser－

Fland，，s．　C。mp・・ed　t・R・b・n・，・five・yea・s・hi・・seni・・，　the　sty1・　　h…e…G・mald・IL　Band・Vienn・・1884・n°s・1821’1824・

David　I　exhibited　in　these　works　was　eclectic　and　rigid，　closer　to

that　of　Marten　de　Vos　and　the　brothers　Hieronymus　and　Frans

Francken，　who　belong　to　an　older　generation．　It　was　in　the　small

cabinet　pictures　that　he　showed　himself　at　his　best．　From　the

l630s　onwards，　his　Mannerist　landscapes　full　of　dramatic　colour

effects　characterized　by　complicated　spatial　composition　gradua1一
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うとした。また，あるときには，魔物に彼を襲わせて恐怖心に働

㌶渠；㌶嘉）［161°”169°］　　　　きかけようとした・金銀財宝によって金銭欲を劇てようとした

油彩，ヵンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こともあった。しかし聖人はそうした誘惑に耐え抜いた。したがっ

㌣よ1㍑曇名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て聖アントニウスは，堅い信仰心の模範としてキリスト教徒たち

David　II　Teniers［1610－1990］　　　　　　　　　　　　　　　　に崇拝されてきた。

The　Temptation　Of　St・・4　nthony　　　　　　　　　　　　　　空想的な魔物や魔女が登場する「聖アントニウスの誘惑」は，
（）il（D！）canvas

80×llOCm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ネーデルラントにおいて頻繁に取り上げられた人気llhi題のつで
Signed　below　in　the　middle：1）．　TENIERS．　FEC

P．199】－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。パティニールやボッスの油彩画，ピーテル・ブリューゲル

ど：：’lv（言；ε；ick，　Mti。che。；K。，I　Lengl。，　F，ankfu，t；S。th。，by，，，　L。nd。1、，3　　　（父）の原画による版画など有名な作例も多い。

AP「il　1985・ll・・68（n°t　Pu「chased）；Deb°「ah　Gage・　L°nd°11・　　　　　　　　　本作品では，廃嘘となった建築物の壁面を背にして，　lllii　lkiの

JRi，）1；：『；1酷lld　in　the　Cata1。gue　Rais。nne　by　Ma，ga，et　Kling巳　　　　　　　中央下部に，祈りを捧げる聖アントニウスが描かれている。鳥，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魚，人間の身体，動物の骨などを自由に合成して創造された

ダフィット・テニールス（子）は，17世紀のアントウェルペンを代表　　　魔物たちに取り囲まれた聖人は，白い服で着飾った女性を緊張

する画家の一人である。彼は，1610年に同名の父の長男として　　　の面持ちで見つめている。聖人の左背後で，悪魔の化身であ

アントウェルペンに生まれ，父のもとで修業した後，1632年には　　　る角のはえた遣り手ばばあが指差しているこの女性は，愛欲の

親方lllli家として聖ルカ組合に登録された。1638年，ヤン・ブリュ　　　象徴であり，聖人を誘惑せんとして彼に向かってグラスを差し出

一 ゲル（父）の娘アンナと結婚。1645年聖ルカ組合の会長に選ば　　　したところである。よく見ると，彼女の足は鳥の鉤爪をしてい

れる。1651年，スペイン領南ネーデルラントの統治者であるオ　　　る。

一 ストリアのレオポルト・ヴィルヘルム公の宮廷画家および公のコ　　　　さまざまな怪物のイメージに目を奪われて，つい看過してしま

レクションの保存係に任命され，ブリュッセルに居を移す、1656　　　いがちであるが，テニールスが宗教的なメッセージの伝達にも

年，lt：のアンナ死去。同年，イザベラ・ド・フレーンと再婚。　　配慮していることを忘れてはならない。聖人の前の，祭壇を思

］662／63年，ルーベンスの妻であったエレーヌ・フールマンの再　　　わせる岩塊の上には，十字架，聖書という救済および永遠の生

婚相r－，ヤン・バティスト・ド・ブルックホーフェンから，ペルクの　　　命の象徴と，頭蓋骨，砂時計というヴァニタスの象徴が並んで

地所いつの塔（Dry　Toren）」を購入。1664年には，私財を投　　　置かれており，誘惑に満ちた現世において，いずれの道を選ぶ

じてアントウェルペンに美術アカデミーを創設した。しかし，それ　　　のか，その選択を，この絵を見る者も，グラスを差し出す美女

にもかかわらず，彼が望んだように貴族の位を与えられることは　　　を前にした聖人と同様に，迫られているのである。

なかった。1690年，ブリュッセルで死去した。　　　　　　　　　　　ところで，「聖アントニウスの誘惑」に登場する魔物は，しばし

　テニールス（子）は，今日では主として民衆の生活を描いた風　　　ば大食（Gula），怠惰（Desidia），怒り（Ira），妬み（lndivia），

俗llhi家として知られており，アドリアン・ブラウエルの影響を感じ　　　強欲（Avaritia），高慢（Superbia），好色（Luxuria）という七

させる飲食店の光景のほか，台所の情景，屋外での農民の祭　　　つの大罪を象徴する場合があるが（参考図1），］｝本作品ではそ

りや踊りなどを表わした数多くの作品を残した。また，それ以外　　　のような人物像を特定することはできない。

にも彼が取り上げた主題領域は非常に多岐にわたっている。ボッ

スや大ブリューゲルの伝説に連なる魔物を描いた《聖アントニウス

の誘惑》や，荒野の聖人といった宗教主題も得意としたし，物語

による連作，《五感》などの寓意画，猿や猫に人間の扮装をさせ

た風刺両，それに集団肖像画も描いている。また，レオポルト・

ヴィルヘルム公のコレクションの保存係として，公の絵画収集室

を記録したギャラリー画を制作したほか，公が所蔵する243点の

イタリア絵画を版画化したコレクション・カタログ『絵画劇場

（Theatrum　Pictorium）』を1660年に自費で出版した。それら

の版画の原画は，彼白ら油彩で小さな板の上に描いた。加え

て，風景画の分野における彼の貢献も看過できないであろう。

景に明るい色彩を用いて描かれた風景には，光と大気に対する

彼の鋭敏な感性が明らかになっており，後の世代の画家たちに

重要な影響を与えた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　テニールス（子）は，初期の30年代から生涯を通じて《聖アント

　聖アントニウスは，紀元2世紀から3世紀にわたって生きた聖人　　　ニウスの誘惑》を描いており，本作品はそのうちの1点，ブリュッ

で，エジプトの荒野に引き籠もって隠遁生活を送ったという。彼　　　セル時代の作品である。ここに描かれた基本的なモティーフは，

は，しばしば悪魔の誘惑にさらされて，その信仰心を試された。　　　彼のアントウェルペン時代の成熟期にあたる1647｛ドの｛r記の人

悪魔は，あるとき，エロチックな美女によって聖人の肉欲を煽う　　　った，かつてベルリンの絵画館に所蔵されていた作品，および
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　　　　　　　同じ頃に制作されたと考えられるドレスデンの作品中にも見出す

　　　　　　　ことができる（参考図2）。すなわち，それらの作品にも，遣り手

　　　　　　　ばばあとグラスを差し出す美女，誘惑に抗して祈る聖人といった

　　　　　　　図式が見られるし，また，魚や爬虫類に似た生き物にまたがっ

　　　　　　　て空中で戦う魔物たちの姿も描かれている。そして，ドレスデン

　　　　　　作品の画面右側に描かれた，骨だけの大きな頭部をした，身

　　　　　　体部分を布で覆われた魔物は，本作品にも登場している。しか

　　　　　　　し，これらの40年代後半の作品では，場面は未だに洞窟の中に

　　　　　　設定されており，そこから風景が覗いているのに対し，1660年

　　　　　　代の後半に制作されたと考えられる本作品では廃塘のある戸外

参考図2　　　が描かれており，画面左には，円形の建築物のある丘の眺望

　　　　　　　が広がっている。2）つまり，風景表現がより豊かになったのであ

　　　　　　　る。本作品と類似した場面設定による作品は，ほかに2点知られ

　　　　　　ている（参考図3）。ls）　　　　　　　　　　　　　（中村俊春）

　　　　　　　註

　　　　　　　］）Exh．　ca仁，　Margret　Klinge，　David　7セ1痂ノ谷the　Younge7t，　Paintings，

　　　　　　　　Di・az．vings，　Antwerp．　Koninklijk　Museum　voor　Schone　Kunsten，
　　　　　　　　1991．cat．no．90．（Madrid、　Museo　del　Prado，　inv、no．1822）．

　　　　　　　2）デュッセルドルフのクリンゲ女史には，本作品の制作年代その他について

　　　　　　　　色々と親切に御教示いただいた。心よりお礼申しあげたい。なお，クリン

　　　　　　　　ゲ女史によれば，聖アントニウスを誘惑する若い女性の衣服や髪型は当
　　　　　　　　時の流行を反映していると考えられ，そのファッションは作品の年代決定
　　　　　　　　の重要な手がかりになるという。17世紀のネーデルラントのファッションに

　　　　　　　　関する参考書を2書あげておく。
参考図3　　　　　　J．H．　der　Kinderen－Besier，　Spele　vaa　rt　de　Mode，　die　Kledig　onzer
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　　　Voorouders‘ηde　Zeventiende　Eettw，　Amsterdam，1950．　　　　　　　　look　the　fact　that　Teniers　is　also　trying　to　convey　a　reUgious　mes－

　　　M・Mayer・Dα∫ノ（ostlZMα～ヅ～Viedei’ldndisc／lel～Bildern・2ク棚　　　　sage．　Placed　on　the　rock－hke　altar　in　front　ol　Saint　Anthony　are

　　　”・d・wandel　im　Sieろ・・触鋤励・鋤～・Mtillste「，1986・　　　ac，。ss　and　th・Bibl・，・ymb・1・・f・alvati・n　a・d・t・・nal　lif・．　Th・・e

3）繍鷲耀鶯遼1鞠撚ごiぽ蒜：＝p蒜麟㍑：㍑　聡
　　134cm，　ilw．110．3780．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　same　challenge　as　Salnt　Anthony　as，　seduced　by　the　woman

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　holding　a　glass，　he　has　to　decide　which　destiny　to　lollow．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　monsters　which　appear　in由e　subject，　The’1℃mptation

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　＊　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　Saint　Anthony，　often　symbolize　the　seven　deadly　sills，　Gula，

David　Teniers　II　was　one　of　the　leading　artists　of　17th　century　Ant－　　　　Desidia，　Ira，　Indivia，　Avaritia，　Superbia，　and　Luxuria（see．figl）D．

werp．　He　was　born　in　Antwerp　as　the　eldest　son　of　David　I　in　　　　However，　in　this　case，　these　figures　are　not　immediately　iden－

1610．After　having　been　apprenticed　to　his　father，　in　l632　he　was　　　　tifiable．

rcgistered　as　master　painter　of　The　Guild　of　Saint　Luke．　In　1637，　　　　　David　II　painted　several　versions　of　this　sublect　frorn　early　in

he　married　Anna，　daughter　of　Jan　Brueghel　the　Elder．　In　l644，　he　　　　　his　career　in　the　l630s　throughout　his　life・The　current　version

was　elected　dean　of　The　Guild　of　Saint　Luke．　Following　his　ap－　　　　dates　from　his　period　in　Brussels．　The　basic　motifs　in　this　version

l）ointment　as　court　painter　and　keeper　of　the　paintings　in　the　col－　　　are　also　to　be　found　in　a　work　formerly　in　the　picture　gallery　in

lection　of　Archduke　Leopold　Wilhelm，　the　Austrian　governer　ol　　　Berlin　dated　l647，　which　was　the　climax　of　his　Antwerp　period，

the　Spanish　Southern　Netherlands，　he　moved　to　Brussels　in　I651．　　　and　in　another　work　in　Dresden　dating　from　arolmd　thc　same

Ama　died　in　l656　and　he　remarried　Isabelle　de　Fren　the　same　　　　time（see．fig．2）．　These　paintings　also　depict　a　procuress，　a　seduc－

year．　ln　I662／63，　he　purchased“Dry「r（）ren［Three　Towers］”，　an　　　　tive　woman　holding　a　glass，　and　Saint　Anthony　resis加g　tempta－

estate　at　Perk，　from　Jan－Baptist　Broekoven，　who　had　remarried　　　　tion　in　prayer．　There　are　also　similarly　monsters　riding　fish　or

Rubcns’ex－wife，　H61bne　Fourment．　In　l664，　he　invested　in　the　　　　reptile－1ike　creatures　in　combat　in　the　air．　At　the　right－hand　side

foundation　of　an　art　academy　in　Antwerp．　However，　this　did　not　　　of　the　Dresden　picture，　there　is　a　monster　which　has　a　large　skele・・

win　him　the　peerage　that　he　had　hoped　for．　He　died　in　Brussels　　　　tal　face　with　the　rest　of　its　body　covered　in　a　cloth．The　same　crea－

in　l690．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ture　is　depicted　in　the　T（）kyo　version．　The　ex－Berlin　and　Dresden

　　　David　Il　is　now　known　as　a　genre　painter，　whose　major　sub－　　　works　dating　from　the　l640s　still　have　the　scene　set　in　a　cave

ject　was　the　everyday　hfe　of　the　people．　He　painted　many　works　　　　from　which　a　landscape　can　be　seen　in　the　background．　ln　con－

including　views　of　inns　reflecting　the　influence　of　Adriaen　Brou－　　　　trast，　the　Tbkyo　version，　which　is　considered　to　have　beeII　exe－

wer，　kitchen　scenes，　and　farmers’feasts　and　dances　outdoors．　He　　　　cuted　in　the　late　l660s，　is　an　outdoor　scene　amidst　ruins．2）’lb　the

also　handled　a　variety　of　other　sublects．　For　example，　there　are　　　　left　of　the　canvas　is　a　view　of　hills　and　a　rotundo　architecture．

works　like　The　Temptation　of　Saint　Anthony，　featuring　imaginary　　　　This　shows　that　the　landscape　has　become　more　dominanしTwo

dcmoniac　creatures　in　the　Bosch／Brueghel　tradition，　religious　　　other　works　of　similar　composition　are　known（see．fig3）．3｝

・・biect・su・h　as　sai・t・i・th・wild・mess，・e・i…f・t・・i・・，・ll・g・一　　　　　　　　　　　（T・・hiha・・N・kamu・a）

ries　of　the　five　senses，　caricatures　of　monkeys　or　cats　disguised　as

human　beings，　and　group　Portraits．　As　picture　keeper　of　Arch－　　　　Notes：

duke　Leopold　Wilhelm’s　Collection・he　produced　a　gallery　paint－ 　　　1）See．　Exh．caし，　Margret　Klinge，　David　Teniers　the　Younger，1’airt〃η9∫，

ing　as　record　of　the　count’s　picture　salon　and，　in　1660，　privately　　　　　Dratvings，　Antwerp：Koninklijk　Museum　voor　Schone　Kunsten，1991・

p・bli・h・d　Theat・um　Pid・・i・m，・・at・1・9…fth・2431t・1i・n　　・a・…90（M・d・id・M・・e・d・I　P・ad・・inv・n・・1822）・

either．　Although　he　never　painted　pure　landscape，　the　brightly　　　　　　Following　are　two　references　regarding　l7th　century　fashi（｝ll　in　the

coloured　views　painted　in　the　background　of　his　figural　composi－　　　　　Netherlands：　　　．　　　　　　　　　　　．　　．

・i・・sd・m・n…a・・his　s…ng　i・91i・g　f・・1igh・・nd・i・，・whi・h　h・d　；撚1㍑d£蹴蹴＝＝1㌶κ1蜘…V°（）’

・em・・k・ble　lnfluence・n・・tlsts　m　1・te「gene「；！1°ns・．　　　　M．　M・y・・，　D・・κ・・’di…f〃i・d・・ldi・dische・Bildern．　Zu・〃〃・d…〃・〃－

　　　Saint　Anthony　is　said　to　have　led　a　hermltlc　llfe　ln　the　Egyp－　　　　　de／im　Siebzehnten　Jahrhundert，　MUnster，1986．

Uan　wilderness　between　the　2　nd　and　3rd　centuries．　He　was　often　　　　3）Co11．　Carl　Bechstein，　Sale，　Berlin，　Wertheim，　I　l　December　1930，1）o．53，

tempted　by　the　devil　in　test　of　his　beliefs．　On　one　occasion　Satan　　　　　　oil　on　canvasβ4×ll4cm！whereabouts　unklnown）．　　　　　　、

ご8蒜蕊蒜灘；＝，ご糠a㍑　llV：瀦「g’TheHe「mltageMuseum’°ll°ncaVas’1°（1×1　m’

by　encouraging　monsters　to　attack　him　He　also　tried　wetting　An－

thony’s　appetite　for　money　with　gold，　silver，　and　other　treasures．

Nevertheless，　Saint　Anthony　resisted　such　temptaUons　and　came

to｝）e　worshipped　by　the　Christians　for　his　exemplary　firm　faith．

　　　The　Tbmptation　of　Saint　Anthony，　in　which　monsters　and

seductive　women　appear，　was　a　popular　sublect　frequently　paint－

ed　in　the　Netherlands．　There　are　famous　versions　in　oil　by　Patinir

and　Bosch　and　an　engraving　after　Pieter　Brueghel　the　Elder・

　　　Saint　Anthony　is　depicted　praying　in　front　of　the　remaining

part　of　some　ruins　in　the　lower　centre　of　the　canvas．　He　is　sur－

rounded　by　imaginary　creatures　composed　freely　of　birds，　fish，

human　bodies，　and　animal　bones　and　is　looking　nervously　at　a

woman　dressed　in　white．　The　devil　disguised　as　an　old　procuress

with　horns　is　standing　at　the　left　rear　of　the　saint　pointing　towards

Dame　Venus，　the　woman　in　white．　She　is　the　symbol　of　lust　and

is　tempting　Saint　Anthony　with　a　glass　in　her　hand．　Careful　ex・・

amination　reveals　that　her　feet　are　in　the　form　of　bird’s　claws．

　　　The　imagery　of　the　various　creatures　makes　it　easy　to　over一
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コルネリス・ド・へ一ム［1631－1695］　　　　　　　　　　　　　　ペン移住後に彼が一1：として取りヒげたi・1題は，花卉Illji，花飾

馴勧ある静物》　　　　　　り課物画・食輌鞠轍列静物1巾1などであり，描く対象の
油彩，板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　数を限定した小画面作品から，2メートルを越える大画面作品ま
　よらx．　72　5ぐm

／i，1ドに，掃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で，さまざまな画面サイズの作品が知られている。

Cornelis　de　I’1　ee　in［1631－1695］　　　　　　　　　　　　　　　　息子のコルネリスは，父のもとで静物画家としての修業を積
，S．iil，lsl　L21ifc’　zvitlz　a　Basfeet　°f　F7t・i，tits　　　　　み，また助f’として父の制作を手伝うこともあったと酬される．

？il5・∴1覆；llll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記録から1660年には，アントウェルペンの聖ルカ組合の一i員とな

『i㌫L；°wc「left：（二”1EEM　　　　　　　　　っていたことが矢Llられる・そして・1676｛1・から1687｛噸にかけて

Pr。V。nanCC：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ・一グに在住した時期を除いて，　i法して同lliで活動した。コ
C°11’　Ge°「9　llbcrle（？）；Xave「Scheidwilnme「’Mthlchcn’ 　　　　　　　　　ルネリスは，父ヤン・ダフィッツゾーンの画風の最も優れた継承者
Ili｜）li（）91㊨211）｜1》，：

sam　segal，／a〃／）イ〃，～彪．　d‘・〃c…”〃1・〃訪ノ～∫（ノ泌（Exh．　cat．），　centraal　　　で，その最良の作品においては，父に匹敵する力量を見せてい

Museum，　Utrecht　alld　Ilerzog　Anton　Uh・ich－Musem，　Braunschweig，1991，pp．

198．lg9．　fig．35a、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。描いた絵の主題も，ほぼアン1・ウェルペン時代の父の作品と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共通するが，一部の大画面作品以外は，主として比較的小さ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な，単純な構図の作品を描いた。晩｛トには，父の様式から離

コルネリス・ド・ヘーム（レイデン，1631一アントウェルペン，1695）　　れて，硬直したマンネリ化した作品を制f’liするようになる。

は，17世紀ネーデルラントを代表する高名な静物両家の一人，　　　横長の両面をした本作品は，コルネリスの初期の作品であり，

ヤン・ダフィッツゾーン・ド・へ一ム（ユトレヒト，1606一アントウェル　　　ll音緑色θ）壁の前に，緑色の布が掛けられた木製のテーブルが，

ペン，1683／84）の息子である。　　　　　　　　　　　　　　　画面に’P行におかれている。木製のテーブルは，コルネリスの

　父ヤン・ダフィッツゾーンは，北ネーデルラントのユトレしトおよ　　　初期に頻繁に見られるモティーフである（後年にはそれに代わっ

びレイデンで活動した後，1636年にアントウェルペンに移住し，　　て，人理石製のテーブルや台座のhに頂ねられた数枚の硬質

それ以後同市を制作のLP，b地とした。ヤン・ダフィッツゾーンの　　　の石のプレートが登場してくる）。画面左には，むき出しになった

画風は，北ネーデルラント派の明暗の色調と南のフランドル派の　　　テーブル板の奥行きを示す左から右へと走る斜めの線が見られ

豊麗な色彩というふたつの異なる流れを統合したもので，明澄　　　る。この斜線が構図の基本となっており，テーブルのやや右寄り

で透明な色彩，さまざまな固有色を包み込む全体を統’する色　　　中央部では，葡萄，桃，杏，桜桃の入った籠が，左側を上に

調，肉眼ではその跡が容易に見て取れないほど細かな筆遣い，　　して，この線に1呼応するように斜めに配されている。その左側で

多様で変化に富んだ事物の配置などを特徴とする。アントウェル　　　は，2個の胡桃，レモン，葡萄の房および葉によって斜線が形
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成されている。そして，剥かれたレモンの皮が，中央部に向か　　　合わされている。これはコルネリスの初期に典型的な署名の仕

ってド弦の弧を描いている。籠の右側には，籠の底の支えとし　　　方で，同様の署名のついた同じく果物を描いた作品が他に2点

て，一部が切り取られて果肉を見せるメロンが置かれ，その右　　　知られている（《吊るされた果実飾り》と《果物の静物》，参考図

側には，二つの無花果（その一つは果肉をのぞかせている）が見　　　1，2）。Dこれら3点はひとつのグループとして考えることができる

える。色彩は，鮮やかではあるが，拡散的には用いられておら　　　だろう。このうち，《吊るされた果実飾り》には，1654年の年記が

ず，緑色を基調として，赤，黄，紺色などによって効果的なア　　　入っており，本作品も同じ頃の制作と思われる。興味深いこと

クセントを付与されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　に，《吊るされた果実飾り》は，前年の1653年に父が制作した1司

　ところで，本作品には，3段に積み重なったテーブル板の中央　　　主題の作品（参考図3）2｝を参考にしながら，その空間構成やいく

の板の縁に，C．　DHEEM．　f．の署名がついており，　DとHは結び　　　つかのモティーフを若干変更して描かれた作lh：1であり，この時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期のコルネリスが父にいかに依存していたかが知られるとともに，

同時に自らの創意も意欲的に打ち出さんとしていたことが明確に

窺われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　（中村俊在）

註

1）前者は，London，　Private　Collection，油彩，カンヴァス，72．5×56．5

　cm；後者は，　London，　Rafael　Valls　Gallery、1988，汕彩，　板，19．7

　×22．8cm，　and　New　York，　Newhouse　Gallery，1988．次のttliも参考

　のこと。　Exh．　cat．，　Sam　Sega1，ノZtn　Z）at）irlsz＿，　oP．　ciL，　PP．198－199，

　cat．no．35．

2）National　Gallery　of　Ireland．　illv．llO．11？山彩，カンヴァス．85×

　65cm：Exh．cat．，　Sam　Segal，ノζ〃l　Davidsz．．．，〔｝P．cit．，　Pp，177－180，　cat．

　no．27．

＊　本作品の調査研究に際して，ミュシヘンのクラウス・グリム博IJisよひアム

　ステルダムのサム・セーハル博1：からいろいろとご教示いただいた，心よ

　り感謝申しヒげたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　＊　　　＊

参考図1 　　　　　　　　　　　Cornelis　de　Heem（Leiden　l631－Antwerp　1695）was　son　of　Jan

　　　　　　　Davidsz　de　Heem（Utrecht　l606－Antwerp　l683／1684），　one　of

　　　　　　　the　leading　still－1ife　painters　in　the　17th　century　Netherlands．

　　　　　　　　Cornelis’father，　Jan　Davidsz，　was　active　in　the　Northern

　　　　　　　Netherlands　in　Utrecht　and　Leiden　and　then　moved　to　Antwerp

　　　　　　　in　l636．　The　father’s　style　was　a　combination　of　two　different

　　　　　　　schools；one，　the　chiarascuro　of　the　Northern　Netherlandish

　　　　　　　school　and　the　other，　the　rich　colouring　of　the　Flemish　school．　His

　　　　　　　strong，　clear　colours　were　unified　in　tone．　His　brushwork　was　so

　　　　　　　minute　that　it　could　hardly　be　detected　by　the　naked　eye　and　he

　　　　　　　produced　a　variety　of　compositions．　After　moving　to　Antwerp，　his

　　　　　　　main　subjects　were　flowers，　floral　decoration，　fruit，　table－scenes，

　　　　　　　and　gorgeously　arranged　still－1ifes．　They　varied　in　size　from　small

　　　　　　　images　with　a　limited　number　of　subjects　to　Iarge　works　measur・・

　　　　　　　ing　Over　twO　metreS．

　　　　　　　　The　son　Cornelis　is　considered　to　have　been　apPrenticed　to
参考図2　　　　his　father　and　also　to　have　served　as　his　assistant．　Record　shows

　　　　　　　that　he　was　member　of　The　Guild　of　Saint　Luke　in　Antwerp　in

　　　　　　　l660．　With　the　exception　of　the　period　from　1676　to　l687，　during

　　　　　　　which　he　stayed　in　the　Hague，　Cornelis　was　based　mainly　in　Ant－

　　　　　　　werp．　Cornelis　was　the　foremost　successor　of　his　father’s　stylc～md

　　　　　　　his　best　works　exhibit　a　talent　equal　to　his　father’s．　The　subjects

　　　　　　　more　or　less　overlap　with　those　of　his　father’s　Antwerp　period，

　　　　　　　although，　with　the　exception　of　a　few　large－scale　works，　most　of

　　　　　　　Cornelis’works　were　fairly　small　and　simple　compositions．　ln　his

　　　　　　　late　years，　Cornelis　departed　from　his　fatheピs　style　and　began　to

　　　　　　　produce　rigid，　stereotyped　works．

　　　　　　　　　The　horizontal　image　under　discussion，　in　which　a　wooden

　　　　　　　table　covered　with　a　green　cloth　is　placed　in　front　of　a　dark　green

　　　　　　　wal1，　dates　from　early　in　Cornelis’career．　The　wooden　table　is　a

　　　　　　　motif　frequently　found　in　Cornelis’early　works．（ln　later　years，　he

　　　　　　　would　paint　marble　tables　or　solid　stone　plates　stacked　on　a

　　　　　　　pedestaL）Tb　the　left　of　the　panel，　as　if　to　stress　the　depth　of　the

　　　　　　　image，　the　table　rernains　uncovered　with　the　wooden　edgc　run－

　　　　　　　ning　diagonally　from　lower　left　to　upper　right．　This　slant　forms

参考図3　　　　　　　　　　　　the　axis　of　the　composition，　with　a　basket　of　grapes，　pcaches，

16



apricots，　and　cherries　tilte（l　to　the　left，　further　to　the　right　of　the

tablc，　at　the　c：entre　of　ttハe　image．’lb　the　lcft　of　thc　basket　are　two　　　エミール・ベルナール118641g川

walnuts，　a　lcmon，　and　a　t川nch　of　graP（｝s　with　its　leaves，　which　　　《吟遊詩人に扮した1’1画像》

are　a］so　placed　diag（）nally．　The　lemon　has　bcen　cut　in　half　with　its　　　　l8i！：lt1’1

peel　ha・gi・g　in　a・emi－ci・cl…w・・d・the　ce…e・f・h・imag…’lk・　ll；蒜ウアー7’

the　right　of　the　basket，　as　if　to　support　it，　is　a　mclon　that　has　been　　　　右ドに署名＠．トリ．1二1：ID

P・・Siy　・？ii・ed　t・sh（）w　the　’msid・・Fu「thel「ight　a「e　twg　f．igs，°ne°f　Emi1。　Bernard　l　18、4　19川

whi・h　is　c・t・pen・Alth・・gh　the・・1・unng　ls　st…9・lt　ls　n°t　f「ag－ 　S、仰θ〃、，、it，as，a　7）’o“bado～“’

mented．　Unified　by　a　grcenish　tonality，　red，　yellow，　and　dark　blue　　　　18g2

are　added　as　effective　accents．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oi｜on　canvas

Thc　w・・dc・t・bl・ha・　three　］・vel・and・h・middl・panel・i・　㌫㌫｛’ll⊃，．＿．、、ht、ノ、“ti／、．／、、＿，d　（stit，／、．、＿、、

signcd　C．DHEEM．f．　at　thc　edge，　with　the　D　and　H　entwined．　This　　　　P．1990－1

signature　is　typical　of　Cornelis’early　years．　There　are　two　other　　　　I’rovenanc｛．：

paintings　of　fruit　known　to　bear　the　same　signature，　A　Bouquet　of　　　c°］1・A111b「°isc　vol｜a「（L　Paris；C・u・R・1川dいn・Encbyl）c’1’9（swc（lcn）・

Fruits〃o∫～g〃’g　fro　rn　o／Vo〃ωith　o　Crucifix　and　A　Still－life　of」Fruit　　　　I三x　hlbiti《〕11：　　　　　　　　　　　、　一

。。。L。dge（、ee．fig，」and　2）．1）Th・・e・th・ee　p・i・ti・g・c・・1d　b・　万””～‘’1《‘7w’”・sa｜a－LJpps　ala・　1976－】977・　n°」1’

1：＝，aぽ゜ぱ＝蕊＝i㍑，＝瓢；1㌶81㌫一・一・一一～伽一一・一）8・・
also　executed　around　the　same　date．　lt　is　interesting　to　note　that　A

Bouquet　of　Fruits　Hanging　from　a　Nail　with　a　Crucifix　is　based　on

awo「k　simi1．9「in　sublect（see’fi913）by　Co「B『lis’fathe「executed　　　平成2｛1三度購入作品のこの《吟遊詩人に扮した自画像》は，エミ

：：eぱ黙1㌶：1麗r驚＝：°惣＝、Pr：：一ル・べ・レナールがブルターニユHl｝榔・制作した一連の作品

lied　on　his　father　at　that　stage　and，　at　the　same　time，　how　he　was　　のうちのU∴（である。ベルナールが初めてブルターニュに赴きゴ

also　eage「to　disPlay　his　own　c「eativity’　（Tos　hiha「u　Nakamu「a）　　一ガンと会ったのは1886年，18歳のllSであったが，それ以来画

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　家は，翌年1887年から92年にいたるまで，毎｛トのように春や夏

罐。uquet　of　Fruits　Hanging　from　a＿h　a　Crucifix，、。nd。1），P，i一をボン・タヴェン・サン・プリア・ク・プールデユなどの村で過ごし

　　vate　Collection，　oil　on　canvas，72．5×56．5cm；A　Sti〃－life・of・Eruit　on　a　　　た。シュフネッケル，メイエル・デ・ハーン，シャルル・ラヴェル，

鵠誌＝：聯跳跳17，瓢ll㍑瓢』；’㌶念　フィリジェ，セリュジェなどの画家たちカs’，ゴーガンを囲んでこの

　ノat～Davidsi…・oP’cit’・PP」98’199・cat’no’35’　　　　　　　　　　　期間，制作に励んでいた。当初よりベルナールとゴーガンの関

2）National　Gallery　of　lreland，　inv．no．ll，　oil　on　canvas，85×65cm；
　　Exh．cat．，　Sam　Sega1，　Jan・Davidsz＿．　op．cit．，　pp．177－180，　cat．no．27．　　　係は必ずしもしっくりしたものではなかったと伝えられるが，1891

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年にはゴーガンと決定的に離反し，また，1893年以降はイタリア

＊1：＝6＝：1ぽ蕊i：ln，：㌫蒜1蕊㍗a1やギi」シャ・トルコ・エジプト（19・4年まで瀞）・スペイン・・L’・8’，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海外各地に滞在するようになるため，本作品の制作された1892

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年という年は，ベルナール自身にとって，まさにブルターニュ時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代の最後を飾る重要な年であったといえるであろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主題は，このブルターニュ時代に特徴的な中世風のもので，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森の中でリュートを奏でる吟遊詩人と，長いドレスに身を包み，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そぞろ．歩く細いプロポーションの二人の．貴’婦人の姿が表わされて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いる。ゴシックや初期ルネサンス，さらには18世紀の雅宴画など

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の影響がi軍然一体となっているこうしたモティーフの作品を，ベ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルナールはブルターニュ時代に幾枚も描いており（《悪の華》，参

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考図1），・fll・いものは1888－89年頃にまでさかのぼり得るが，　n完

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成度の点で，この作品は最も成功したもののひとつに数えられよ

参考図1
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う。マットな調子で塗られた夢幻的な中間色の色彩は，人物や　　　ルナール自身の幼少期からの文学趣味によるが，19世紀前半

樹木の優雅な曲線と見事に調和している。絵具の筆触には僅か　　　のロマン主義絵画やトゥルバドゥール絵画の流行以降，モンティ

に「分割主義」や「点描」的な要素が見られる一方で，樹木の描　　　セリやセザンヌ，同時代のモーリス・ドニにいたるまで，数多くの

写や並置された太く短い筆のタッチなどには，1870年代後半か　　　画家に共通して見られる傾向でもあった。とりわけ，1870年の普

ら80年代のセザンヌの作品の強い影響が窺われる。しかし，全　　　仏戦争敗北以降，第三共和制下のフランスの文化界には，不

体としては，平塗りを用いて色面と輪郭線で作画していく綜合　　　安定な自己の存在証明を愛国的歴史趣味や文学趣味の中に確

主義の傾向も依然として顕著である。ただし，ベルナールが時　　　認しようとする傾向が常に見られた。ブルターニュという土地の

折用いる強烈なクロワゾニスムの手法は，ここでは影をひそめて　　　古い習俗と荒々しい風景にひかれて，画家たちが集まり始めた

いる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のもこの時期以降のことであった。カトリックとケルトの文化が不

　こうした中世風のロマンチックな主題はもちろん，ひとつにはべ　　　思議な混渚を見せるこの地に，画家たちの多くが回帰すべき出
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自を見出したことは驚くにはあたらないだろう，，ベルナールがゴー　　　ル，シャルル・コッテやリュシアン・シモンなどの｝n要な作品群をも

ガンと共に，折にふれて描き出したさまざまなブルターニュの風　　　つ当館にとって，今川ベルナールのブルターニュ時代のtSt　tfi．な

物が，そのような新たな反近代1｛義的ロマンチシズムの産物で　　　作例が新たに加わ一）たことは，　‘；｝1880年代から20111：紀初頭にかけ

あったことは，iうまでもない、，他方，1890｛r，彼が初めてセザン　　　てのフランス絵1由iコレクションに，いっそうの幅と奥行きがあたえ

ヌについて，汲した論文の中で，セザンヌのロマンll義的作lll1｜　　　らオしたことを意味している。　　　　　　　　　　（高橋明也）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ

群に属する《聖アントニウスの誘惑》（1873－75，パリ，オルセー

美術館）を人いに賞賛していることは興味深い。／”）技法のみなら　　　註

ず卿上でも，この燗ベルナールが，セザンヌ…マ）・　i－1　11；∵儲㌻謬；鴻驚シ況漂i品i濫㍑！1凛

訓綱11に対して深・・関心を抱いていたこと洲1三察されるから　㍑（脇1拶1ζ。麗ッII携漂賠1，；1ぽ蕊捻

である。また，ベルナールは前年の1891年に出会ったサール・　　　　がlu的作1ダllてある，、i・　Illl・；Slの合奏1と．）W）恥には共にリュ＿1、を弾く人

ペラダンの招きに応じて・こa）・1・には第1・1・1「薔紺・展」に3点　、）慧1’：llll：；ll‘11。“、＿／汀“＿，、／Vtlri，　n。．、、87。89D、　E。、．、。t．，

の宗教的i・1題の作品を出品し9世紀．末の復古主．義的な唯美主　　　　・Emile　B〈、rnard　l868．1g．11”，　Mannheim／Ams　terdam，1gg｛｝、　p．214

義の運動にも・きわめて接近していたことが矢［1られている・・ll
　、）《ll11，。　S．il。。、・LeS。1－（＿。s。　IC，。、．（1892．1897，・，　Par、，，

　　ところで画面に描かれている吟遊詩人の姿は，その特徴ある　　　　1991，　1）．7惨照。

髪型と顔立ちより擦すれ1ま画家の自画像であるのは確実であ　4）1！雷㍑蕊㌫1｛㍑蒜㍑1（！：”～悉1㍑！1㍑蕊

るが（ベルナールは白画像を描くことを好み，40数点が現在まで　　　　4惨照1

確認されている），画紬身の手になる作胎帳（1・ve・t・i・e　l：ll誌㍍クシ，ン、、は．すて、、エ，一。．へ，レナー，鵬鯛乍1、1を

des　toiles　vendus　a　Mr．Vollard；Ie　22　mai　1901）には，単に　　　　見せる汕彩IIIIi／・（’パuジ上ンヌ．が所蔵されている（81×liSO．5crn／P．1959－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16）、、

「公園にて　　長身の二人の女性とギター奏者1）ans　le　parc：

Deux　l（）11gues　femmes，　un　guitariste」とのみ記されている。と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　＊　　　＊

は言え，この同じ年の1892年に制作されたジャン・モレアスの詩　　　Self－portrait　as　a　Troubadour，　purchased　in　1ggO，　is　one　of　a　series

集『レ・カンティレーヌ』のための挿絵の中でベルナールはきわめ　　　of　works　Bernard　produced　while　he　was　staying　in　Brittany．　lt

て類似した構想を見せ・樹木と立ち 唖水の下で悲恋に涙す　翻惣；＝鑑㍑蒜漂蒜a麟㌫t；：
る男の顔を表わしている（《私は噴水の音を聞く　　森の中で》，　　　spent　many　springs　or　f　ummers　in　such　villages　as　Pont，Aven，　St一

参考図2）。；）この当時ベルナールはシャルロット・ブリスという女性　　　Briac，　and　Le　Pouldu．　Schuffenecker，　Meyer　de　Haan，　Charles

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Laval，　Charles　Filiger，　Paul　S6rusier，　and　other　artists　gathered

－一一・∴－
r．一一一1－一一一・参考図2　　　　　a・・und　G・ug・i・・nd　p・i・t・d　d・・i・9・thi・p・・i・d・lt　is　s°metimes

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　said　that　Bernard　and　Gauguin　never　got　on　together　from　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　very　beginning．　ln　l891，　Bernard　broke　away　from　Gauguin　for

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　good　and　from　l8930nwards，　he　travelled　abroad　to　Italy，　Greece，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Turkey，　Egypt（where　he　stayed　till　l904），　and　Spain．　The　year

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　1892，in　which　the　present　work　was　executed，　must　have　had　a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　personal　significance　as　it　was　Bernard’s　last　year　in　Brittany．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　subject　is　a　medieval　one　characteristic　Of　Bernard’s　pe－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　riod　in　Brittany．　A　troubadour　is　playing　his　lute　in　a　forest　with

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　two　elongated　women　in　long　dresses　strolling　by．　While　in　Britta－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11・ii　　　　lセ蒜蒜蒜㌃㍑蕊蕊膿跳㍑鷲温1

｝蹴：川 　li　　　罐蕊1惣；・1、（；；當1漂：；ご1蒜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜　　　　　　　　　　　　　　　　is　amongst　one　of　the　most　highly　accomplished．　The　use　of　a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pale，　neutral　tonality　beautifully　matches　the　elegant　curves　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　the　figures　and　trees．　While　there　are　traces　of‘‘Divisionism”to　be

↓．一” 　　　　　　　　　　　　　、ll・th，，e・i、・st川。、t，。ng。1。ment・f　Sy・th・ti・m　i・th・fl・t・・1・u・

のいわゆる「愛の森le　Bois　d’Amour」であり，二人の女性の　　　　　One　of　the　sources　of　these　romantic　medieval　subjects　was

被り物は・19－ift紀澗のブルターニユの蹴衣装を馴させ 　；lr㍍S，＝隠1蒜蒜：＝蹴＝，畠；：
　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ever　since　the　early　nineteenth　century　continued　through　to

　　　ともあれ，きわめて折衷主義的な精神をもつ画家エミール・べ　　　Monticelli，　C6zanne，　Maurice　Denis，　Bernard’s　contemporary・and

ルナー・レ・綱1の研究は・ようやく近年始まったばかりであり：忽蒜麟；瀦1鵠i膿㍑＝：＝CC
いまだ未知の部分は多く，この作品も例外ではない。しかしなが　　　1870，literary　circles　under　the　Third　Republic　in　France　constant一

ら，すでにゴーガンやセザンヌ，さらにはモーリス・ドニ，ボナー　　　ly　endeavoured　to　overcome　their　instability　through　nationalistic
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tastes　in　history　or　literature．　It　was　from　this　period　onwards　that　　　マルティン・ショーンガウアー［1450頃一14911

artists　were　enchanted　by　the　antiquated　customs　and　harsh　land－　　《マリアを祝福するキリスト》

scape　of　Brittany　and　began　to　gather　there．　It　is　not　surprising　　　　　1475－80年頃

th・t　th・・e　a・・i…f・1・g・if　・h・y　h・d・et・・ned・・th・i…igi・ip　B・it－　；Z；意ング

tany・where　Cathollc　and　Celtic　cultures　were　mysterlously　　　　中央ドこモノグラム

；霊麟隠；9よllご蒜㌃罐鷺懸；・蹴㌃、r蹴14911
anti－modernistic　Romantlcism．　On　the　other　hand，　it　is　interesting　　　c．1475．80

that　in　l890，　in　his　first　essay　referring　to　C（…zanne，　Bernard　ex－　　　　　Engraving

P・esse・g・eat・dmi・a・i・n　f・・C6zann・’・Th・T・mp・・ti・n・f　S・i・・　蕊；蒜，d　l。w。，　m、ddl。、“s

Anthony（1873－1875，　Paris：Mus6e　d’Orsay），　which　is　a　Romantic　　　G．19．　90－41

work．2）At　this　stage，　Bernard　was　interested　not　only　in　C6zanne’s　　　　I’rovenance：

technique，　but　also　in　the　subject　matter　of　his　Romantic　works．　A　　　　A・W・Blum（Lugt　SuPpl．79b）；Ilelmut　I．1・Runubler、　Frank「urt

year　before　executing　the　present　work，　in　1891，Bernard　met　S6r　　　　Bibliography：

P．ei・d・n・・wh・invi・・d　him．…魎・h・ee・eligi・u・w・・k・…h・　膓謬隠㌫㍑㌫蹴ぽllτ1鵠篇ぽごillC”（瀦㌫㍍；l
first　Salon　of　the　Rose－Crolx　exhibition・These　works　suggest　that　　　18、　P．114；Julius　Baum，　A4ai’tin　schonsiaiter，　wien　1948，　P．41；Eduar（｜1’1（・chs　igf、

蕊：罫as　als°ve「y　cl°se　t°fin－de’siさcle「eacti°na「y　aes’態竃灘：影・1鷲：澱・ご馴‖；i　蕊川櫨l

　　　Judging　from　the　troubadour’s　characteristic　hairstyle　and　　　Ba「t∫scli・　vol・VI・New　Y（）「k　1980・　No・71・P・152；（Exhibiti（）n　catal°911い）washin9’

f・・e，・i・・i・q・i・eclea・・h・t・thi・fig・・e　i・a・elf－P・…ai・，（B・・n・・d　w・・　｝1瓢・㌫謬蹴t需1；ε㍑品519脇；；｛：，lll㍊ll鵠61詰

fond　of　painting　self－portraits　and　there　are　over　forty　which　have　　　　Der　hiibsche　A’fartin・ノ（”触ノψ（w　tf　n．d　z㌘ノ”～～”29‘ワ7　t’θnル7「”ガ”s〈’1～川μ「”’θ∴

bee・iden・ifi・d・・f・r．）．　Y・・，・i・・h・inv・n・・ry・k・p・by・h・a・・i・・（ln－　；二、匡㍑；房潟；11㍊溜fe；：i瓢b1兇聯㌔1，1ミ、h〈繍1㍑1；l

vcntaire　des　toiles　vendus　a　M．Vollard；Ie　22　mai　l901），　it　is　listed　　　St口atliche　G「aPhischC　Sammlul19　Mtil迦en・IVIai’tiii　S‘’ノimtt［／laitv；　1．）rfs　K～tRR・i”

・imply・・Dan・1・p・・c・D・ux　l・ngues　f・mm・・，　un　g・i…i…．A　灘㍑も；1澱『ll｝㌔19㍑瓢1蕊；三鵠急臨ル㍑1～㍑；：㍑㍑：

s　imilar　composition　is　to　be　found　in　the　illustration　of　a　lovelorn　　　g・（tttc’i’t〃lt／dt’ノ’deitts（’1～〔・KitAft’7：s’ticl～‘les　15．ノ‘〃〃’liitn（／《・i’ts、　N・．5L

man　weeping　under　the　trees　and　a　fountain　in　Les　Cantilenes，　a

book　of　poems　by　Jean　Mor6as，　executed　in　the　same　year，1892

（J’6（：oute　les　jets　d’eau　dans　le　jardin　tail16，　fig・2）4）・At　that　time，　　15世紀末の．ヒ部ライン地方を代表する画家・版画家マルティン・

隠ぽ濃瓢灘、：ぽ。㍑器㍑鳴：蒜　シ・一ンガウアーは・コルマー・レで金工師の息子として生まれ・

in　this　illustration　is　one　of　the　artist　himself：5）The　forest　depict－　　1491年にブライザッハで残した。彼の制作したエングレーヴィン

ed　in　the　background　is　the　so－called“Bois　d’Amou「”of　Ponト　　　グは現在115点，あるいは帰属に疑いの残る《クラビホにおける聖

Aven　and　the　two　women’s　hats　resemble　those　of　the　folk　cos－
tumes　worn　in　Brittany　in　the　lgth　century。　　　　　　　　　　ヤコブの闘い》を彼の手になるとすれば，116点が確認されてい

　　　Research　on　works　by　Emile　Bernard，　an　artist　of　highly　eclec一　　る。しかし，これらの作品はいずれもモノグラムのみで年記が記

隠；i「ll隠＝ttl蕊蒜蒜Siltll：；lll：麟；されていな∵ところから・その制作順序と制作年に関して1よ・さ

・ur　museum・1・eady。w・、　m、」。，　w。，k、　by　Gaug、i。，．C6、ann，，　まざまな説がある・

Maurice　Denis，　Bonnard，　Charles　Cottet，　and　Lucien　Simon，　this　　　本作品は，《キリスト降誕》（L4），《キリストの洗礼》（L．8），

㍑部艦㍑㍑1蒜麟；＝蒜裟　《マグダラのマリアの前に現われるキリスト》（L・15）・《キリストによ

the　20th　century　all　the　more　breadth　and　depth．　　　　　　　　るマリアの戴冠》（L17）とともに・ほぼ正方形の版を川いたエング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Akiya　Takahashi）　　　レーヴィング5点のグループに属している。Dこのグループの作品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はいずれも，洗練された線描技法と簡略な構図を特徴とし，比

Notes：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　較的’大きな版を用いていることから，ショーンガウアーのエングレ

1）Represeniative　examples　are　Lohengrin・1889・private　collection・　　一ヴィングの中では代表作の一つに数えられている。しかしこれ
　　cat．Luthul，　no．215．／Country　Concert，1890，　Josefowitz　Collection，

　　cat．Lu　thui，　n。．257．／Lε∫碓鵬dαM。／（Medieval　Scene？，1892，　private　　　らも，制作順序と制作年が明確ではないと言う点については，

㌫11，謬：lll：と㍑・㌃㌶1’儒，袈㍑総z麗1蕊㍑　例外ではない．

　　both　include　a　figu「e　Playin9　the　lute・　　　　　　　　　　　　　　　ショーンガウアーのエングレーヴィングの制作順序に関して，
2） ㍍、lr；：謡｛1鑑：i＝㍑＝臨瓢㌣；、lxh・cat・　彼のモノグラムrMS」の，　Mの脚が動に引かれて・・る8畑作

3）．Sce　Juan　Da　Silva，　Le・Salon　de・la・Rose－Cr・ix（1892－1897），　Paris，1991，　　　品を初期作品とすることには，異論は出されていない。1991年
　　P．74，

4）See、、Les．Cantilbnes”，　J，6coute　les　jets　d，eau　dans　le　jardin　tail16，　Exh．　　　にコルマールで開催された大規模なショーンガウアー展に際し，

　　cat・Gauguin＆「Ecole　de　Pont’Aven・Pa「is・　Bib1・　1989，　n°・41・　　　　　A．シャトレは，これら初期f乍品に対して版型がIEノ∫形の作品グ

㍑：蒜、IM。、eum。，W，、，。rn、A，，，、T。ky。a1，ead，。w。、。。r、、iennes，ループは，技法が著しく類似して・・ることから，そ・）Ill1：後に，す

　　an　oil　painting　in　Bernard’s　late　style　in　the　Matsukata　Collection（81×　　　なわち．人作《卜字架を担うキリスト（大）》（L．9）や〈受難伝〉連作

　　130．5cm／P」959－16）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（L．20－30）に先だって，制作されたとする説をとっている。lb　・ノi

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で，このグループをショーンガウアーの作歴のより後期に置くバウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム，フレクシヒ，シェスタックらは，その特質として「より仲びやか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　で組織的なハッチング」（シェスタック）を挙げ，技法の点からみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て，彼の作品の一つの頂点をなしているとする♂［このどちらの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　説も，決定的な証拠を欠くことから推論に留まっており，明確な
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結諭を出すことは難しいものの，線刻の技法の点からのみ考える　　　能性もあるとしており，ショーンガウアーの作品の制fノド年代を拍

ならば，このクループの作品は，初期作品や，さらには《1’字架　　　　定する決定的なr一がかりとは，iいがたい㍑結局のところ，本作

を担うキリスト（人）’・より　・層の洗練を示しているように思われ　　　品の制作年代は，1475年頃から，焦キリストの洗ト心が制作され

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た1480年頃に至るllljのll与期と考えることができよう、，

　ショーンガウアーの生年については，1　・1　20　｛1－1頃とする説と1450　　　　111万形の版を川いて制作されたこの5点が，どのような意図に

年頃とする説があり，近年の研究者はおおよそ1450年頃とする　　　よって制作されたかは定かではない。本作品はしばしば，1司グ

説に傾いている，この説に従った場合，ショーンガウアーが銅版　　　ループの中の《キリストによるマリアの戴冠》と連続する場面を打lliい

画家として活動していた時期は，《薔薇垣の聖母∫こ》の制作され　　　たものとされてきた。すなわち，1ミ座の前に跣いたマリアが，ま

る以前の1470年代初期から，｜｝ブライザッハ大聖堂壁画を制作　　　　さにキリストの戴冠をうける《キリストによるマリアの戴冠》に続き，

するため，コルマールから1，　fJ市に住居を移す時期（1486－87年）5｝　　本fl－i品では，戴冠を終えたマリアがE座に着き，キリストの祝福

に至るまでとされている。その後，初期作品が制作された時期　　　を受けているとするのである。こうしたことから，バウムはこの5点

は，1470｛r代前半，《薔薇垣の聖母子》が描かれた1473年頃ま　　　が連作の一部であるとし，ミノットは，その連作が「キリスト伝」で

でとされている。本作品がその後いつ頃制作されたかに関して，　　　あろうとしている。8）しかし図像伝統からすれば両作品とも広義の

これを推定する1白：接の手がかりはないものの，同じグループに属　　　聖母戴冠図に属するものであり，それ自体きわめて礼拝像とし

する《キリストの洗礼》中の天使が，AGのモノグラミストによって　　　ての性格が強い戴冠図を一・連作中に二つの場面に分解して表

左右を逆にして模刻され，1481年に刷られた《ヴュルツブルクの　　　す例も他に類を見ないため，これらの説には疑問が残る。9）おそ

ミサ典，1｝》の糸如；T：盾のモティーフに用いられていることは，本作　　　らく両作品は｝Z｛義の聖母戴冠図の1つのヴァリエーションであっ

品の制作年のド限を知る上で参考となるだろう。6｝このグループ　　　て，シャトレの，1うように，このグループは1題をもった連作では

の作品の中では，他にも，《マグダラのマリアの前に現われるキ　　　なく，当時一般的であったi－1題を集めたものと考えるほうが妥当

リス1“の模刻で，1477年の年記のある作品がレールスによって　　　　であろう。1（1｝

報告されている。しかしこの年記は，二つの版のある同作品の　　　　本作lllllはまた，戴冠図の図像伝統からみた場合，《キリストに

初版には見あたらないため，レールスは後になって刻された可　　　　よるマリアの戴冠》と比較して，より1｛fい伝統に基づいている。

　　　　／‘．：’　・ほパ　Stww　・’F；　二・’．　ゾ誌、　1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　情tL　　　　　　　　ヤ1’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　1＼　「tSN　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　、　　　　　　　　　　“　　；、：　　’　　％－lri　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

、　／／　一一　　・＼　　　㊦　　　、　　　　／／　　・《　一　　　＼

ぜη凡玲、竃r4・ノ　ざ　i／，鍵璽遥　、u、

・1耀響鰹一講1鑑芯ll畿醗

盤麺，9難一響　・螺効
｛．　：「：　i：”．1　費　　　　　　’ノr』　ソ　”　 ＼

糀，影．　1、　　　　　L・1　「’　’”［；’’”‘〆i，ヂぷ撫

，，1・，‘1，〆　　　＼・　　　　　　　　　　，　「　．・　EXI：l
i　‘，1レ／

’　，ノ1〃ン，，1t’t／；’　t，　”ノ〆・　，・x，　”．’％／イ　〃

L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　h　　　s　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
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天ヒの玉座の前に脆き冠をうけるマ1）アを表した戴冠図は，14　6）蹴1膓㌫潔㍑忽蕊》㍑課ζ㍑㍍漂㍑

麗工＝鞭㌶訟i狸雪：；二・）蟹灘竃㌶露≧；罐＝
表すことも，14世紀のイタリアで始まっている・献が頂点を迎　織㌶鷲；蕊鵠鱗隠還讐る瓢総
えるその瞬間を描き出すこの叙述性の強い図像は，ドイツでも15　　　　制作年は明かではない（L’ynette　M．F．　B。sch；A，Terniinus　imtci　（lucim
llt紀にはかなり頻繁に見受1ナられるようになっていた．11）それ↓・　；；；翻．8＝1；，；：；；；iaue「’s　C「ucifixi°11s　il’加∫””‘”～”

対して玉座の左右にキリストとマリアを対置した本作品は・盛期　　　8）註3の前掲書Baum，　P・41・Charles　Ilsley　Min・tt・A’1・／”～〃S（’／t‘”H’

わめて象徴性の強い図像に由来している。　　　　　　　　　　　10）註1の前掲書，P．273．

　マリアの戴冠の瞬間を表すのではなく，その後の祝福の場面　　　11）聖母戴冠像の発展に関してはOtt。　pacht，　Die　his　t。，．ische　Aし、M）。

を，キリストとマリアの静止的な対置｛・よって表した本作品の図　瓢・需；㍑｛；、惚1蒜㍑、㌶；＝’ll烈㍑ll↓；：

像の発想源として，フランクルは・シュトラスブ・レク・マグダレー
　瓢三77，・P・95－’32）のIk°n°9「aphische「Exku「s・　Pp．97『1°2を参

ナ聖堂のステンドグラスにある《聖母を祝福するキリスト》（1468年　　　12）paul　Frankl；pεれ1∫蜘鳳Glasmalei，　v。“ル～dl、“t，　B，rlin　l　g56，

頃）を挙げている。12）ペーター・ヘンメル（1447－1501）の手になる　　　　pp・29－35，　Ill・23・

この作品は，キリスト伝を表したステンドグラス中の一場面である　　　1ショ＿ンガゥァ＿のエングレ＿ヴィングに付せられたL　ts　｝；・　（よレ＿ノレスのヵタ

が，この作品は19。4年の火災によって焼失してしまっていたため　・グ（註・a・前掲書蘭巻⊇された作占II翻

に（現在はそれ以前に撮影された写真資料のみが残されてい　　　　　　　　　　　　　＊＊＊

る），フランクルの説もショーンガウアーの研究者たちの反響を呼　　　Martin　Schongauer，　a　influential　painter　and　engraver　of　the　Up，

ぶ1・は至らなかった．しかしこ・）ステンドグラスは・戴冠を済ませ 　1蒜r：1＝le；：；＝ll蒜㍑㍑㌫1；f麟：
1ミ座に座したマリアをキリストが祝福するという図像だけではな　　　ings　have　been　identified　as　the　work　of　Schongauer．　Although

く，k座の背にアーチ型の開口部が設けられ，キリストとマリア　　　there　are　doubts　about　the　attribution　of　Saint　・Jacob’s　Battle　in

の酬・挟まれたその部i・｝に 轡配されて三るという構図のζlll膿蕊瓢i識1：1＝蒜？蒜麟
点からも，本作品との共通性を小している。フフンクルは，ヘン　　　Therefore，　opinions　vary　regarding　the　order　in　which　they　were

メルがその作品の想をシュトラスブルク大聖堂のタンパンレリーフ　　　executed　and　their　dates　of　execution・　　　　．

《・“1．　i　：it　・）ilse冠》から得ているのではないかとしてい猟本作品の 9，a忽濡慧『監、忽搬i：．t♀灘蒜，㍑S；：：

シンメトリーを強調したきわめてモニュメンタルな図像表現の由　　　tivitlY（L．4），　The　Baρtism　of　Christ（L．8），　Christ　Aρpeoring　to　Mary

綱1明として・この説は興・床深い・　　　　＝隠隠、㌫d，隠：5＝∠：：f忽認：111i竺1
　　レー・レスによれば・この制・｝よ4・点の刷りが残されている・そ　。nd、imple　c。mp。，i，i。n．　A、　th，　pl。・，、　a，e　f、i・ly　l・・g・i・・ize，　th・y

の中でも本作品は刷りも保存状態も良好であり，貴重な一葉と　　are　regarded　as　some　of　Schongauer，s　most　representative　engrav－

t　i一えよう．また当館では1981年（・シ・一ンガウアー初期の代表的 ご1：，：1：＝蒜eぽ蒜x；：1：㌃蕊蕊蒜lalld

なエングレーヴィング《キリス1・・）降誕》を購入しており’この嫁　　N。b。dy，eem、　t。　have　any・b」・・ti・n　i・id・n・ifyi・g・ight

の技法的な発展を対照して見ることが出来る。　　（田辺幹之助）　　works　in　which　the　M　of　his　monogram［MSI　is　written　at　an　up－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　right　angle　as　engravings　in　his　early　period．　At　a　maJor　Schon－

　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gauer　exhibition　held　in　Colmar　in　1991，　Albert　Chatelet　suggest一

　　である。展覧会カタログ，Colmar　1991，　Unterlinden　Mlse｝11n；De）’　　　（L．20－30）．2）On　the　other　hand，　Baum，　Flechsig，　and　Shestack，
　　ノlii／｝s（’he　Martin，　KitPfe’rsti・’h　t・tnd　Zei・：hnttng’e．p－Mai’tin　Sch°”n’　wh。　d。t，　thi、　g，・、p　t・1・t・・i・S・h・ng・・e・’s　ca・ee・，　P・i・t　t・“the

　　・・ait・・r・P・280・　　　　　　　　　　　　h。t・hi・9・li…a・e・t・aight・・and　m・・e・ch・m・ti・”（She・t・・k）・nd

・認；鵬塙議＝誇襟峯！耀蹴，w，倉1：㌫；罐ご瀧㍑霊㌫1・：＝lll；
　　　弟」であったと記されている。この記述からすれば・ショーンガウアーが　　　towards　circa　1450．　Assuming　that　he　was　born　at　the　latter　date，

　　　ll房をもち，エングレーヴ・ングの制f乍も・∫能とな・たのは147°年以降で　hi，　active、P，，i。d、、　an・ng・av・・w・uld　b・f・・m・th・・ea・ly・147・…，



early　works　were　executed　in　the　early　l470s，　prior　to　circa　l473，　　　　　　According　to　Lehrs，　forty　examples　of　dハe　present　engraving

whcn　Rose　Arbor　Madonna　was　executed．　Although　there　is　no　　　　are　knowl｜to　have　survived．　This　one　has　becn　kept　in　very　good

evidcllce　to　prove　h（）w　soon　afterwards　tlle　present　engraving　　　　condition，　makillg　it　particularly　I）rccious．1n　l981，the　muscum

was　executed，　the　angel　depicted　in　The　Bal）tism　of　Chrisしwhich　　　　purchased　The〈／o’∫〃〃y，　a　typical　example　of　Schongauer’s　early

belongs　to　the　same　group，　provides　a　clue．　This　angel　was　cop－　　　engravings，　which　makes　it　possible　to　cornpare　thc　technical　de－

ied　in　reverse　by　the　monogrammist　AG　as　a　motif　for　the　coat　of　　　ve1（）pment　of　this　artist．　　　　　　　　　　（Mikinosuke・lbnabe）

arms　oll　the　W（irzburg　Mass　Book　printed　in　1481．Consequently，

“may　be　assumed　thaUhe　present　engraving　was　executed　no
1・t・・tha・148L・）Acc・rdi・g　t・M・x　L・h・s，（挑⑭ρ…’・9’・　N°tes・

㍑㍑ご：謡㍑忽ぽ1：悶㍑｛隠蒜：罐詣　1）…ll§灘欝書i灘竃繍i繍灘竃羅蕊

as　the　flrst　state　Is　not　dated・Lehrs　admlts　thaUhe　date　could　　　　　is　closely　related　toα～rtls’Cr（）ωη〃～9〃7e　W壌ηand　the　current　work．

have　been　inscribed　at　a　later　stage，　making　it　difficult　to　draw　　　　　　Exhibition　Catalogue：Deγ垣ρ5d～eル4ar’～η，　Kuρfers”d～un‘∫Z‘～’c／7－

any　presumptions　from　this　copy　as　regards　Schongauer’s　engrav－　　　　　nungen”oη”o「tin　Schongauer，　Colmar：Unterlinden　Musellm・1991，

璽≧顯≧三1三鷲：鷲　；燃蟻竃§》繍鱗議鷲…

made　for．　The　present　work　has　often　been　considered　a　sequel　to　　　　　　The　National　Gallery　of　Art，1967－1968，　catalogue　text　of　no．74．　The

Ch　ristσoωη∫ηg　the　Virgin，　from　the　same　group．　The　Virgin　is　　　　　opinion　that　these　five　engravings　were　executed　in　Schongauer’s　mid

蒜1瓢ki「8隠＝：1蒜＝h＝㍑　‖i⊇羅罐i欝＝n蒜　・『・㍑ぽ
work・she　sits　at　the　throne　to　be　blessed　by　Christ　As　a　conse－　　　　4）Adrawing　by　Schongauer　that　DOrer　used　to　own（and　is　now　lost）

quence，　Baum　has　surmised　that　these　five　works　are　part　of　　　　　had　an　inscription　that　he　was“still　a　young　apprentice”when　he　ex－

aseries　and　Minott　suggests　that　it　is　a　series　of“The　Life　of　　　　　ecuted　the　drawing　in　1470・』udging　from　this　inscriptionパt　would

Ch・i・ピ㌧8用・wρve・，　i・・n・9・aphi・al剛i・n　h・・i・・h・・．　b・・h　l濡1；繧＝1裟冨sible　f°「Sch°ngaue「t°have　his

濃「ks　belong・in　a　broad　sense・to　the　icon　of　the　Coronation　of　　　　　5Virgin．　The　Coronation　was　an　icon　of　worship　in　itself　and　no）こ麗。鑑：6111・h＝；蒜こ1譜㍑

other　series　are　known　in　which　these　two　scenes　have　been　cut　　　　　　altar　painting　at　Saint　Claire’s　Convent（p．241）．

apart　as　two　separate　works，　leaving　doubts　about　the　Baum／　　　　6）Max　Lehrs，　Ge∫cん↓c1］’e　undたritischer　Ka’alog　des　deutschen，η’ede杉

Minott　view．9）nwould　probably　be　safer　to　assume　tha杜hese　　　　　1δηd’schenμηd　franzδs’s’chen　Kuρfers”ches’m　Xv．Jahrhunde”，

tw・eng・avi・g・a・e　v・・i・ti・n・・f　th・C…n・ti・n・f　th・Vi・gi・and　　v°LVI・Vienna・1927，　P・124・

蹴h罐g5㌫昆瀦馴蒜a＝㍑7）罵禦1蹴；⊇瀞灘麗‡麗罐
・fth・tim・・1°）　　　　　　　　　　　　　　・1・th・・w・m　by　th・fig・・e・p・i・t・d　i・th・manu・c・iptパt　i・th。、ght　t。

　　　From　an　iconographical　point　of　view，　compared　to　Ch　rist　　　　　have　been　executed　circa　l465－1475，　but　details　remain　unknown・

忽鶯竃驚竃耀繍：蕊：き羅i　・）欝蹴麗欝｛鷲欝躁曇麗欝ll

ti°ns　in　l4th　cent讐「y　lt・ly・nd　w・・．fav…ed　i・15th　cent・・y　g）C・n・e・ni・g・h・i・…g・aphy・f・h。　C。，。na・i。n　and・h。　Blessi。g。f

France．　Angels　deplcted　as　asslstants　ln　the　ceremony　were　also　　　　　　the　Virgin，　l　referred　mainly　to　the　following：Gertrud　Schiller，

14th　century　nalian　inventions．　It　is　a　highly　narrative　image　　　　　　∫たoηogrσρ力’e　deγchris”∫c力εηκαη∫～，　Band　4，2，　GOtersloh，1980，

d・・c・ibi・g　the　climax・f　th・・e・em・・y　and・1・・apPea・ed　f・e－　　PP・ll4’ll8・PP・147－154・

quently　i・G・・many　by　th・15th　cent・・y川…nt・a、t，　the　cu，．　10）Chat・1・t」bid・・P・273・

・ent　im・g・・f　Ch・i・t　and　th・vi・gi・、eat，d。n　b。th，id，、。f　th，　ll）cO・；・mi・g・h・dev・1・pment．・f・h・im・g・・f｝h・c…na・i・n・hh・

・h・・n…igi・…di・・highly・ymb・h・im・g・apPli・d…h・・ym一 　㌫’↓罐；：1，1罐＝瓢耀三㌫：「農，6隠㍑：
panum　relief　above　the　entrance　to　the　south　nave　dedicated　to　　　　　’hodisches　zur　kunstgeschた力’〃chenメpraxis，　Vienna，1977，　PP．64－105，

the　Madonna　in　high－Gothic　churches，　which　was　characterized　　　　　　（in　Kunstwissenschafthche　Forschungen，1，　Berlin，1977，　PP．95－132．）、

by　strict　symmetry．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）Paul　Frankl，　P百er〃emmel，　Glo∫mα／erρoηAn∂1αt∫，　Berlin，1956，

　　　Instead　of　depicting　the　moment　the　Virgin　was　crowned，　the　　　　　pP・29－35パ1L23・

current　engraving　captures　the　moment　of　the　blessing　with　Christ

and　the　Virgin　juxtaposed　in　a　stationary　position．　Paul　Frankl　　　　［The　L　numbers　quoted　for　engravings　by　Schongauer　are　the　catalogue

id，ntifi，d伽’β／。∬」。g　f力，噸。（，i，ca　l468），、、t。ined　glass　in　numbe・s　i・L・h・s・lbid・…LV・】

the　Magdalene　Chape1，　Strasbourg，　as　the　source　of　this　imagej2｝

This　stained　glass　window　was　one　of　a　series　on　the　theme　of

the　life　of　Christ　made　by　Peter　Hemme1（1447－1501），　which　was

burnUn　a　fire　in　l904．（OnIy　photographs　of　the　window　remain．）

Ahhough　Frankrs　view　did　not　evoke　much　response　among

Schongauer　scholars，　this　stained　glass　has　more　in　common　with

the　present　engraving　than　simply　the　image　of　Christ　blessing

the　Virgin　on　the　throne　after　her　coronaUon．　The　composition　of

an　arch－shaped　opening　behind　the　throne　with　angels　placed　be－

tween　Christ　and　the　Virgin’s　heads　is　also　identica1．　Frankl　sug－

gests　that　Hemmel　was　inspired　by　the　tympanum　relief　of　771e

Coroηαf’oηo〃力e　Virgin　at　Strasbourg　Cathedra1，　which　is　in－

teresting　as　an　exp［anation　for　the　origin　of　the　the　monumental

iconographical　expression　of　this　engraving　with　its　emphasis　on

symmetry．
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新収のオランダ・マニエリスム版画について　　　　　　　　　スム版画，さらに将来的には，イタリアやフランスのマニェリスム
Notes　on　the　Newly　Acquired　Dutch　Mannerist　Prints　　　　　版画を収集していくきっかけとなることを期待したい。　（・1・湘輝）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　＊　　＊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　National　Museum　of　Western　Art　acquired　87　Dutch　Man一
国“万西洋美術館は平成3年度（1991年度）にオランダ・マニエリス　　　nerist　prints　in　the　fiscal　year　1gg1．83　were　purchased　al〕d　4　were

ム版1111i87点を所蔵に加えた（83点は購人，4点は寄贈）。予算　　　donated．　Due　to　the　limited　budget，　it　was　impossible　to　1）urchase

l・の制約もあって・当初提案された約3・・点からなるまとまったコ蒜：託聯＝。：1＃ll，：＝1；＝；㍑「認

レクションのすべてを購入することはできなかったが・話合いの　　　prints，　which　composed　apProximately　one　third（）f　the　collection．

末，全体の約3分の1に当たる123点の作品を購入することがで　　　（The　36　Prints　that　are　not　included　in　this　year’s　1）urchases　wil1

きた（佛年度に購人されなかった残りの36点については平成411：1瓢蒜t＝＝f：：隠＝r：，　1《llぽ

｛ド度の新収作品が紹介される次回の年報を参照されたい）。こ　　　Klinger　in　lg82　and　Jacques　Callot　in　lg87．　Althoug　h　this　rnay

のような一括購入は昭和57年度のクリンガー，昭和62年度のカ　　　sound「athe「excessive，　taking　into　conside「ation　ttie　fact　that　this

・に続くものである．いささか乱暴な意見かもしれないが館　＝認㌶＝＝1㍑，蕊，1蕊lllぽ㍑

の版画コレクションがほとんど零の状態から出発したことを考える　　　making　it　possible　to　survey　the　history　of　Western　prints　is　es一

ならば，このような購入方法によってコレクションの核をつくり，西　　　sentiaL．．　　　　　．　　　　　　　　　　　　　．

澗・hi史の大きな流れが辿れるようなコレクシ・ンにしていくこと　F，＝蕊蒜蕊㍑認1羅㌶h＝le；111

は’1］館の版画コレクションにとって必要なことであろう。　　　　　　　true　that　the　court　in　Prague，　where　many　artists　with　original

　イタリアに端を発するマニエリスムはフランスにおいてはフォン　　　ideas　gathe「ed，　became？ne　of　the　majo「cent「es　fo「Mapne「ism・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　However，　outside　Italy，　lt　was　in　Holland　that　Mannerism　suc一
テンブロー派などの形成に大きな影響を及ぼし，また・奇想に　　　ceeded　most　fully．　Dutch　Mannerism　represented　t）y　such　artists

満ちた多くの芸術家が集まったプラハの宮廷がマニエリスムの一　　　as　Karel　van　Mander（1548－1606）・Hendrik　Goltzius（1558－1617），

人中心となったことは獣である（・せよ，イタリア以外の地でマ　漂hl＝蒜1㌶（＝㌫ll蒜訳i＝1蕊

ニエリスムが最も実り豊かな成果をもたらしたのはオランダにおい　　　teraction　to　Classicism，　Dutch　Mannerism　was，　in　essence，　a　feud

てであった。ファン・マンデル（1548－1606），ヘンドリク・ホルツィ　　　between　Italianism　and　Dutch　t「adition・A「tistic　thco「y　was　in一

ウス（1558－16］7），コルネリス・ファン・ハールレム（1562－1638）ら　瓢罐＝搬：：蒜1；1；＝6＝瓢隠

を代表者とするオランダ・マニエリスムはおよそ1570年代から1620　　　the　two．　The　mysterious　appeal　in　Dutch　art　of　this　period　of　a

年代にかけて展開されたが，オランダにおけるマニエリスムはイ　　　mixtn「e　of「ealistic　Oetails　and　a「tificial　exp「essions　full　of　Cxag

タリアのそれとは異なり，単に，lr典礒に対する反動ではなく，慧蒜隠霊：e蒜蒜1；1謬鑑謬1蕊1

イタリア主義と1’1　li－iiJの伝統との葛藤という一・面をその本質にもっ　　　Marcantonio　Raimondi，　the　engraving　technique，　which　made

ていた・イタリアから美術理論がもたらさ⊇耐はイタリア　蒜llぱ，Cぽ；，蒜こi霊1蒜＝蒜＝
化が進んでいったものの・その内部にはこの両者の和解しがた　　　engravings　represented　by　the　works　of　Goltzius　were　basically　in

い緊張感が潜んでいたのである。この時代のオランダ美術に写　　　the　same　line　of　tradition　and　the　majority　were　engraved　as

実的な糸H倍1≦棚と闘《に満ちた人」：的表現が混イllする不臓　；：；＝：1∴，1：：iきi，：＝；蒜hrlぱ㌶膿

な魅ノJをもたらしたのは，こうした緊張感と決して無縁ではなか　　　pression　achieved　by　Goltzius　and　Jacques　de　Gheyn，　which

ったであろう。このようなオランダ・マニエリスムの特質をもっとも　　　ranges　freely　from　realism　to　anti－naturalism・　Their　eclecticism

よく伝えるものがエングレーヴィング版画である・撒な表現を　隠＝，㌫ill謬蒜5蒜；b蒜1叢1；蒜rぱ

”∫能なものとするこの技法は，ライモンディ以来油・彩画の複製を　　　covered　in　their　work．

1間として広く利川されてきた．ホルツィウスらに代表されるオラ　　W・・k・by　leading　Dut・h　Manne「iξts　such　as　Jacques　de

ンダ・マニエリスムの版⊇本的1・はこうした伝統の娠ヒに　震，：：：認：Z㍑＝＝；；＝隠遼ぽ麗：

あり，複製版画として制作されたものが人半を占めている。しか　　　the　collection，　which，　on　the　whole，　consists　of　very　fine　impres一

ごジ裟鷲㌻県㌻覧㌶㍑1｛㌶㌶欝　議｛念鷲｝｛竃蒜1漂麟1慮燃

的11jl現というr諜iで説明することはできないであろう。彼らの折

衷1遠は従来否定的な文脈で語られることのほうが多かったが，

そこにより複雑な表現意図や独自性を見いだしうる可能性がある

のではないだろうか。

　この度の購人にはジャック・ド・ヘイン，ホルツィウス，ヤーコ

プ・マータム，ヤン・ミュラー，ヤン・サーンレダム（サーンレダム

の作品は平成4年度の購入となる）などオランダ・マニエリスムを

代．表する版画家の作品が含まれており，また，全体的にみて刷

りの状態も良好である。この新収作品が他のオランダ・マニエリ
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展覧会
Exhibitions

ウィリアム・ブレイク

会期：1990年9月22日　11月25日
主催：国、1万西洋美術館／日本経済新聞社

入場者数：126，588

Duration：22　September－25　November　l990

0rganizers：’rhe　National　Museum　of　Western　Art，　Tokyo

　　　　　The　Nihon　Keizai　Shimbun，　Inc．

Number　of　Visitors：126，588

ウィリアム・ブレイクは，大正3年（1914）に白樺派の柳宗悦によっ　　　　本展はブレイクの造形芸術の全貌をわが国に紹介する最初の

て紹介されて以来，わが国では熱烈な支持者を持ち，特に　　　試みであり，コミッショナーのニューヨーク大学美術研究所教授

「虎」や「病める薔薇」などで知られる詩集『無垢と経験の歌』は広　　　ゲルト・シフ，およびテート・ギャラリー英国美術部前キーパー，

く愛読されてきた。しかし，ブレイクが生涯にわたって彫版師を　　　マーティン・バトリンとの密接な協力のトに企画・準備した展覧会

職業とし，水彩や色刷版画に独白の境地を築いたことはあまり　　　である。大英博物館，テート・ギャラリー，ヴィクトリア・アンド・ア

知られていない。彼は，詩とイメージの融合をはかって自作の　　　ルバート美術餅｛，フィッツウィリアム美術館，ピアポント・モーガン

詩集に挿絵をほどこし，さらに聖書，あるいは，ダンテ，ミルト　　　図書館，イェール英国美術センター，ナショナル・ギャラリー・オ

ン，ヤングらのtlf今の詩文に想を得て，そのたくましい想像力を　　　ヴ・ヴィクトリアなど，英，米，豪，独，日の計37のコレクション

独自の象徴的イメージによって表現したのである。　　　　　　　　から出品された素描，水彩，版画，挿絵本の名品の数々は，
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Ever　since　William　Blake　was　introduced　to　the　Japai｜ese　in　l914

by　Soetsu　Yanagi　of　the　Shirakaba　group，　he　has　attracted　avid

admirers．　Many　Japanese　have　read　his　book　ol　poems，　Sθηg∫of

lnnocenceαηd　of　Exρerience，　which　includes　the　wel1－known
“The　Tyger”and“The　Sick　Rose”．　Yet，　not　so　lnany　know　that，

throughout　his　life，　he　was　an　engraver　by　profession　and　that

he　created　a　style　of　his　own　in　watercolours　and　col（川r　prints．

Trying　to　envisage　a　fusion　of　poetry　and　images，　he　produced　his

own　illustrations　for　his　poems．　Based　on　inspirati（）ns　lrom　the

Bible　and　literature　of　all　ages　from　Dante　and　Milton　to　Ybung，

he　expressed　his　rich　imagination　in　unique　syrnbolic　images．

　　This　exhibition　was　the　first　attempt　to　presenUhe．1～ユpanese

public　with　the　entire　aspect　of　Blake’s　accoml）hshmい｜｜t　in　the

visual　arts．　It　was　planned　and　organized　in　dose（：ollaboration

with　the　commissioners　Gert　Schiff，　Professor　of　Ar川istory　at　the

Institute　of　Fine　Arts，　New　York　University　and　Martin　Butlin，

former　Keeper　of　the　Historic　British　Collecti（）n　in’1｝ハte　Gallery．

Master　drawings，　watercolours，　prints，　and川ustrated　bo（）ks　were

gathered　from　37　collections　such　as　The　British　Museurn，’rate

GalIery，　Victoria　and　Albert　Museum，・The　Fitzwillialll　Mt】seum，

The　Pierpont　Morgan　Library，　Yale　Center　for　British　Art，　and　the

National　Gallery　of　Victoria　as　well　as　collections　in　the　United

わがll；1で開催されるブレイク展としてのみならず，国際的な水　　　Kingdom，　the　United　States，　Australia，　Germany，　and　Japan．　Not

準から見ても，望み得る最高の内容を示していた。　　　　　　　　only　waslt　a　fine．　exhibition　to　be　p「esen！ed　t（）the　Japanese，　put

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　even　by　international　standards，　lt　conslsted　of　an　outstanding

　　出品作品は最新のブレイク研究を踏まえて選択されたが，そ　　　selection　of　works．

の中には近年再発見された重：要作品，たとえば1986年にバイエ　　　　The　exhibits　were　selected　with　due　consideration　to　the　latest

ルン州・“∠⊇のWt・rw・Ptコレクシ・ンの中からD・W・デルベッカー iml隠蒜蕊、：：黒1㍑1＝ll蒜1；（；1蒜
によ’」て：再発見された『無垢の歌』，1989年に美術市場に現われ　　　D6rrbecker　amongst　the　collection　of　rare　books　at　the　Bavarian

た『ブレイク＝ヴァーリー・人スケッチブック』などが含まれており，　　　State　Library　in　1986，　and　The　Larger　Blacke－　Varley　S々etchbooた，

酬のブレイク研究者の間でも大いに注目された・　　蒜＝蓋隠h；：，霊罐tin’989・thusatt「acting　the　at一

　　また，《アルビオンは立ちト1がった》のように，モノクロおよび多　　　　　The　characteristics　of　Blake・s　art　were　preg．　ented　with　con一

色刷り，彩色のエングレーヴィング，あるいは預言書『ヨーロッ　　　siderable　Precision・For　example，　Albion　Rose　and　Euroρe，　A

パ』のように，モノク・および多色届・Jり彩色のレリーフ・エッチング鮒㍑㍑篇蒜ls㍑霊；：：㍑蕊聯

を，それぞれ並べて展示するなど，ブレイク芸術の特徴が非常　　　and　a　multi．colour　line　engraving　finished　in　pen　and　water．

に的確な方法で紹介された。　　　　　　　　　　　　　　　　　colou「we「e　exhlbited・and　conce「nin9　the　latte「・monoch「ome

展示会カタ・グは，シフ，バトi」ンの他，・バート・エシック，器，；：ぽ；1瓢ぽ：h膿：c°1°u「「ehef　etchings　with

デイヴィッド・バインドマンの参加を得て，この分野における最高　　　　In　addition　to　Schiff　and　Butlin，　Robert　N．　Essick　and　David

水準を示すものとなった。それ故，当初予定していた英語版力　　　Bind．nlian　cont「ibuted　to　th？exhibitlon　cタta！09ue　and　P「oduced

タvグの出版が，シフの突然の死去と資金不足のために実現で1㌶：el；＝蕊蕊1：1：，隠＝㍑il；el；1

きなかったことは人いに惜しまれる。　　　　　　　（雪山行二）　　　been　planned　originally，　could　not　be　published　due　to　the　sud－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　den　tragedy　of　Professor　Schiff’s　death　and　a　lack　of　funds・

1カタログ1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Koji　Yukiyama）

若きブレイクとその惇徳：ゲルト・シフ（第2版のみ）　　　　　　　　　［Catalogue］

ウィリアム・ブレイク（1757－1827）・マーテ・ン・バトリン 　　蒜贈㌦二1＝21霊謡ll｝ilchilf（2nd　editi°1）（）nly）

ブレイクと職業としての版画制作：ロバート゜Nエシック　　　　　　　Blake　and　the　Profession　of　Printmaking：Robert　N．　Essick

ウィリアム・ブレイクの視覚的表現手段の発展：　　　　　　　　　Wmiam　Blacke，　The　Evolution　of　His　Visual　Means　of

　　マーティン・バトリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Expression：Martin　Butlin

l．わたしt’1身の心がわたしの教会である」ブレイクとペインとフ　　　“My　Own　Mind　is　My　Own　Chu「ch”Blake，　Payne・　and　the

　　ランス革命：デイヴィッド・バインドマン　　　　　　　　　　　　F「ench　Revolution：David．Bindman　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Catalogue　Notes：Gert　Schlff／Martin　Butlin

l／1…“1　ill解説：ゲルト・シフ／マーティン・バトリン　　　　　　　　　　　　Biography：Beth　A．　Mandelbaum

｛卜譜：ベス・A．マンデルボーム　　　　　　　　　　　　　　　　Editorial　Direction：Koji　Yukiyama／Chikashi　Kitazaki／

編鱈山行二／・移山奇親／㌔明也　　　　襯濡鷲。1。，．
制作：アイメックス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．The　catalogue　was　published　in　Japanese　only．

※カタログは日本語版q）み。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Transportation　and　Set　Up：NipPon　Express，　Co・，　Ltd・

作lll11、輸送／展示、日本通運　　　　　　　　Display：N°mu「a　K°gei

会場設営：乃村工芸

＊　　　＊　　　＊
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Number　of　Visitors：89，155

’1 i館は，これまでも，1973年の「イタリア・ルネサンスのブロンズ　　　編集協力：中村俊春

と素描」展，1981年の「ヨーロッパ版画名作展」などを通じて，ウ　　　翻訳：有川治男／中村俊V＊／［日辺幹之助

イーンのアルベルティーナ版画素描館所蔵の作品を日本に紹介　　　制作：印象社

してきたが，この展覧会では，同館のコレクションの核の一つで　　　※力夘グは1体語版の1・・オー｛一ソー・・一の一1・・セイは1カIF．｜語表記。

あるドイツの素描を取り上げた。　　　　　　　　　　　　　　　　作品輸送／展示：日本通運

　出品作ll▲11は1511ヒ紀・・1’：ばから今ltLt紀初頭までの80点で，中で　　　会場設営：乃村ll芸

も，5点のデューラーの素描をはじめとするドイツ・ルネサンス期の

作品，そしてロマン派以降の19世紀の素描に力点が置かれ，　　　．　　　　　．　　　＊＊＊　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Thls　was　not　the　first　occasion　for　our　museum　to　be　presentlng

充実した内容となった。地域的には・オーストリアやスイスをも　　　masterworks　from　the　Print＆Drawing　Collection　of　the　Alber一

含むドイツ語圏で制作されたものを対象とし，四百年ほどの間の　　　tina，　Vienna　to　the　Japanese　pub）ic．　Bronzes　and　Dratvings　of　the

ドイツ素描の展開のほぼ全幅を追うものとなった・　　＝漂灘蒜ご麗㍑7潔。r瓢綴C紺ご
　カタログは，人部，高価となり，簡単な．参照はもとより，展覧　　　stitute　one　of　the　principa1　holdings　of　the　Albertina　collection．

会場で持ち．歩くことさえ難しくなってきた近年の展覧会カタログの　　　　Eighty　choice　works　dating　from　the　mid－15th　century　to　the

制∫に一磁ずるものとして・・」・型化・廉価化をll指した・1：g㍑＝＝1㍑y蒜＝1；贈㌶麟

その結果，内容は序文一本および作家作品解∂1のみ，図版も　　DOrer　and　lgth　century　drawings　from　the　Romantics　onwards．

カラー図版16枚，あとは総てモノクロ図版という簡潔なものとなっ　　　Geo9「aPhically　sPeakin9，　works　were　limited　to　those　produced

たが，アルベルティーナ噛・して世糊旨の素描研究家であ：蕊際：：a隠漂霊1麗蒜㌶罐蒜

るオーバーフーバーの序文は，もうこのヒに何も付け加えることの　　　drawings．

ない優れた内容のものであり，このカタログはそれのみによっても　　　　In　recent　years・　exhibition　catalogues　have　become　so　expen一

充州値のあるものとなった．出品作を作例として縦横に論じっ1㌶：㌔艦蒜㍑蒜鵬農隠蒜鷲蒜

っ，ドイツ圏における素描の大きな展開を追い，それとともに，　　to　this　trend，　we　kept　the　catalogue　for　this　exhibition　as　small

南ドイツ，北ドイツ，西ドイツ，あるいはスイスといった地域によ　　　Cnd　as　inexpensive　as　possible・As　a　resul！・it　contained　only　one

る糎の違いを浮き彫りにしたこの序文は，短いながらも，ドイ濃霊；ぽ慧喘。llll㌶ll蒜蒜溜蒜霊1

ツ素描の理解のための不可欠の資料となるであろう。　　　　　　　introduction　written　by　Konrad　Oberhuber，　Director・of・the・Alber一

　企画の発端においては夢にも思わなかった東西ドイツの統一　　　tina．and　one　of　the　fo「emost　d「awing　schola「s　in　the　wo「ld・　was

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　so　rlch　in　content　that　nothing　more　could　be　added．　The　cata一

が，急速に進行した結果，この展覧会は，タイムリーな内容を　　　logue　had　ample　value　for　that　one　essay　alone．　OberhOber・s　in．

持つものとなり，当館での会期の後にパリへ巡pilすることとなっ　　　troduction　surveyed　the　development　of　drawings　in　the　German

た・湾㈱争のあおりを受けて・　i・1・1［前になって作品の轍・危　瀦隠翻認1；r濫；漂蒜蕊ぽこ。ぽ1

ぶまれるなど，美術館のllll界もまた，政治の世界と無関係では　　　as　southern　Germany，　northern　Germany，　western　Germany，　and

あり得ないことを改めて認識させる展覧会でもあった。（イi川治男）　　Switzerland・　Though　not　Particularly　lon9　an　introduction，　it　is　an

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　essential　reference　in　the　study　of　German　drawings．

1カタログl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　rapid　progress　in　the　reunification　of　the　two　Germanies，

ドイツの．素描：コンラート・オーバーフーバー　　　　　　　　　　　　　　which　had　never　been　dreamt　of　when　the　exhibition　was　origi一

作繊1灘＝㌫蹴㍗鴛テイー 竃㌶㌔翼灘i鷲繍撒
編集：有川治男　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　War，　which　made　us　realize　that　even　the　art　world　is　not　im一
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mune　from　the　world　of　politics．　　　　　　　　（Haruo　Arikawa）

【Catalogue】

German　Drawings：Konrad　Oberhuber

Notes　on　the　Artists　and　Works：Fritz　Koreny／Barbara

Dossi／Christine　Eckerhardt－Reinwetter／Erwin　Misch

Editorial　Direction：Haruo　Arikawa

Editorial　Collaboration：T（）shiharu　Nakamura

’rranslation：Haruo　Arikawa／Toshiharu　Nakamura／Mikinosuke

Td’　nabe

Production：Insho－sha
” 11ic　catalogue　was　published　in　Japanese　only　with　the　exception　of　Oberhuber’s

essay，　which　was　printed　in　Japanese　and　German．

Transportation　and　Set　Up：Nippon　Express　Co．，　Ltd．

Display：Nomura　Kogei
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マルティン・ショーンガウアーと151H：紀ドイツ銅版画　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三笹笹≡

亘、認㌶櫟）1）；＝㍑ご漂ll麟罐，。m　　　霧
the　Collection　of　Kupferstich－Kabinett　Dresden　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　＿　　＿ち］

P

’ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウo

会期：1991｛16月2511・一一8月1811　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慶一＿！！ll，”j’巌
主催：国、t／：内汀X術館／トレスデンIIKI．，tl：版画素描館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　禦　　　　’

Duration：25　June－18　August　l991　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1gg1年6月usblr幻8月IMibl

Organizcrs：The　National　Museum　of　Western　Art，　Tokyo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「貰窺蓑羅≡
　　　　　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lトロ　　　ttあCtQ，uコ”　ロいvt　tt「tわ　　べt　トウバト　；ロ－’［t・’t

　　　　　Kupferstlch－Kabinett　Dresden　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一

Number　of　Visitors：53，633

膓

1991｛“　t．にはショーンガウアー残後500年を記念し，各地で彼の　　　の版画は，これらの試みに説得力をtiえるものであった。

展覧会が開1崔されたが，本展は，ドレスデン版画素描館の「ショ　　　　本展が開催された後にも，ショーンガウアーの残後500年記念

一ンガウアー，残後500年記念展」に出品された彼の銅版両100　　展として，銅版画展がパリとミュンヘンでそれぞれ開かれた。ま

点に，「カルタ札のマイスター」や「E．S．のマイスター」からデュー　　　た，ショーンガウアーの素描と版画に加え，彼の追随者による関

ラーに．至る，15世紀ドイツ銅版画52点を新たに加えて構成され　　　連作品を含めた人規模な展覧会が，その生地コルマールで開

た。ショーンガウアーの銅版画は現在115点あるいは116点が知　　　催された。この展覧会ではとりわけ500頁に及ぶ大部なカタログ

られているが，本展には彼の代表作がほぼ総て展示されること　　　が制作され，フランス，ドイツ，オーストリアの研究者たちによる

になり，その全貌を示す事が可能となった。　　　　　　　　　　ショーンガウアー研究の最新の成果が，包括的に示されている。

　ドレスデンの展覧会では，ショーンガウアーの版画や素描と並　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（田辺幹之助）

んで，それに関連する工芸や彫刻が展示され，彼の銅版画が，
　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　1カタログ1
他の芸術分野との交流を通じて制作’受容されたこと赫してい　ドレスデン酬i素描館の初期銅版画収集、ヴェ，レナー．シュミット

た・鑑賞のためばかりではなく・さまざチ嫉用的用竺ために　シ。一ンガウアーの絵画と版rlii：li1辺幹2”7J

用いられた当時の銅版画の多様性を示すことは，銅版画のみに

よって構成される本展でも大きな課題となった・この点を舗し力罷劣㌶鞭イ㌃ヱ魏！忽ご㌫㌶
て本展では特に，各々の作家について，その代表作だけではな　　　　ン・ティプトン／アクセル・ヴェンデルベルガー

く，装飾や聖人のモティーフを工芸や彫刻，絵画などに提供す　　　編集：田辺幹之助／中村俊春

る「実用的」なFl的で制作された作品や模刻をも選んだ。いわ　　　制作：アイメックス

ば，金属工芸を初めとする他の分野の芸術を取り込みつつ，模　　　※ヵタログは日本語版のみ。

作や模刻によって形成される連鎖として初期銅版画の発展を捉　　　作品輸送／展示：ヤマト運輸

え，この連鎖の中でショーンガウアーの作品の独自性と多様性　　　会場設営：乃村工芸

を説明することを試みたのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　＊
　ショーンガウアーの銅版画は，いずれも年記を欠いているため　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Exhibitlons　commemorating　the　500th　annlversary　of　Schon一
に，制作の順序や制作年を確定することは難しい。本展では，　　gauer，s　death　were　held　ail　over　the　world　in　lggl．　This　exhibi一

彼のすべての作品について様式展開を追いつつ制作の順序を　　　tion　consisted　of　the　100　engravings　exhibited　at　the　500th　an一

推定することを放棄し，例えば「聖書主題による作品」，「聖人　　　nive「sa「y　exhibition　held　at　the　KuPfe「stich’Kabinett　D「esden

　　　　　　　　　　　　　＿　　、　　　　　　　　　　　　　　　and　an　additional　52　examples　of　l5th　century　German　engrav一
像」，「紋章盾」，・「装飾文様」と口うよっに，主題ごとに分類され　　　ings　by　artists　such　as　the　Master　of　playing　Cards，　the　Master

たグループを枠として，その中で限定的に様式の変遷を跡づけ　　　E．S．，　and　DUrer・　There　are　currently　115　or　116　engravings　which

た・シ・一ンガウアーの齢樋の相違eま制作目的の腱に　隠膿1。ldぽi蒜蒜㍑。：；蒜9蒜。漂。P，1，Big

重なる面が多く，制作目的によって版の大きさや構成の異なる　　　to　survey　his　entire　career．

作品を，…貫した様式基準によって分類し直し，秩序づけるこ　　　　Alon9　with　Schongauer’s　engravings　and　drawings，　the　exhi一

とに臓感じたからである・またこうした主題ごとの分類によっ＝1；：蕊；；㍑＝蒜；n↓：：「蒜芸，蒜；1；

て，芸術版画としてのエングレーヴィングの完成に寄与したばか　　　artistic・fields．　Although　the　exhibition　in　Tokyo　was　limited　to

りではなく，初期銅版画の「実用的」な多様性に忠実であったシ　　　en9「avings・we　also　endeavou「ed　to「eflect　the　dive「sity　of　l5th

・一ンガウアーの側面力s’sより明齢≒されたと思われる・ドレス鑑蒜i：㍑㌶ぽ二繍1謡！la；1忠蒜㍑

デンの初期銅版画コレクションは質量共に優れ，その美しい刷り　　　the　exhibits，　we　chose　not　only　the　most　representative　works　by
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each　artist，　but　also　works　or　copies　with　decorative　or　biblical

motifs，　which　were　intended　for“practical”application　to　works

of　art，　sculpture，　or　painting．　It　was　an　attempt　to　illustrate　the

originality　and　diversity　of　Schongauer’s　oeuvre　by　capturing　the

development　of　early　engraving　as　a　chain　formed　by　copies　or

reproductions　applied　to　other　fields　such　as　metalwork．

　　As　none　of　Schongauer’s　engfavings　are　dated，　it　is　difficult　to

define　their　order　or　dates　of　execution．　Instead　of　following　his

overall　stylistic　development　in　an　effort　to　clarify　the　order　of　ex－

ecution，　this　exhibition　was　organized　by　themes　such　as“Bibli－

cal　Subjects”，“Saints”，“Coats　of　Arms”，　and“Decorative　Motifs”，

demonstrating　the　change　of　style　within　each　limited　motif．　In

Schongauer’s　case，　the　difference　in　motif　often　matched　the

difference　in　purpose　of　production．　As　he　employed　separate

plate　sizes　and　compositions　for　each　purpose，　it　seemed　difficult

to　analyse　them　according　to　a　consistent　stylistic　standard．　Fur－

thermore，　by　sorting　the　exhibits　by　subject，　it　was　hoped　that，

in　addition　to　his　contribution　to　the　perfection　of　engraving　as　an

artistic　medium，　the　aspect　of　Schongauer’s　loyalty　to　the“practi－

cal”diversity　of　early　engraving　could　be　brought　to　light　The

Dresden　collection　of　early　engravings　was　rich　in　both　quality

and　quantity　and　the　fine　prints　served　as　explicit　examples．

　　After　our　exhibition，　there　were　also　engraving　exhibitions　in

commemoration　of　the　500th　anniversary　of　Schongauer’s　death

in　Paris　and　Munich．　In　his　native　Colmar，　there　was　a　major　ex－

hibition　of　Schongauer’s　drawings　and　prints　and　relevant　works

by　his　followers．　A　500　page　catalogue　was　produced　for　the　Col－

mar　exhibition　comprising　the　latest　findings　in　the　study　of

Schongauer　by　French，　German，　and　Austrian　researchers．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Mikinosuke　Tanabe）

［Catalogue】

The　Collection　of　Early　Engravings　in　Kupferstich－Kabinett

Dresden：Werner　Schmidt

Paintings　and　Prints　by　Schongauer：Mikinosuke　Tanabe

Catalogue　Text：Christian　Dietrich／Glaubrecht

Friedrich／Matthias　KUhn／Hans－Ulrich　Lehmann／Susan

Tipton／Axel　Wendelberger

Editorial　Direction：Mikinosuke　Tanabe／Toshiharu　Nakamura

Production：Imex　Inc．

＊The　catalogue　was　published　in』apanese　only．

Transportation　and　Set　Up：Yamato　Transport　Co．，　Ltd．

Display：Nomura　Kogei
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ルーヴルX三術f9’｛1’Ji：別展　　肖f象表∫見の1」毛1用

Faces　of　the　Louvre　Masterworks　of　Portraiture　in　the　Collection　of　the　Louvre

（Visages　du　Louvre：Chefs－d’oeuvre　du　Portrait　dans　les　collections　du　Louvre）

会期：1991年9Jj1811　12月1日
主催：国、‘ノ1西洋X術館／朝日新聞社

入場者数：469，426

Duration：18　September　lDecember　l991

0rganizers：The　National　Museum　of　Western　Art，　Tbkyo

　　　　　1’he　Asahi　Shimbun

Number　of　Visitors：469，426

この展覧会にはルーヴル美術館を構成する7つの部門から「肖　　　では，この展覧会に最初から関わった筆者にとっても得難い機会

像」をテーマに136点が出品された。時代的には古代から19世紀　　　であった。けれども，反省すべき内容も含まれていたように思わ

にわたり，また，絵画，彫刻から陶器やメダルなどまでをも含む　　　れる。まず第一に，展覧会の端緒を考えれば当然かもしれない

このような展覧会が開催されたのは，この展覧会が朝日新聞社　　　が，展覧会の内容が議論される前に，その基本方針（ルーヴル

を初めとする日本の企業数社による「大ルーヴル」計画への資金　　　美術館全7部門の参加）が決定されてしまったため，結果として

提供に対するお返しとして構想されたことによる。ルーヴル美術　　　ルーヴル美術館に所蔵される肖像画，肖像彫刻の名作展という

館のコレクション全体が見通せるような内容をもつ展覧会にして　　　性格を帯びざるをえなかったことが挙げられよう。「肖像」というテ

欲しいというのが，この展覧会を実質的に統括したルーヴル美　　　一マで開催するにしても，時代的に，あるいは，地理的にもう少

術館長ミッシェル・ラクロットの基本方針であった。　　　　　　　　し限定することができれば，肖像芸術についてより深い問題提

　展覧会はこの方針に従って構成され，確かに，「肖像芸術の　　　起をすることもできたのではなかっただろうか。

多様性」を呈示することと「ルーヴル美術館の百科全書的コレクシ　　　　第二に，この展覧会に前後して，欧米の美術館の改修工事

ヨンにふれてもらう」というふたつの目的はある程度まで達せられ　　　に対する日本企業の寄付，そして，その美術館の名作展のH

たといっていいだろう。ルーヴル美術館の全面的協力を得られ　　　本での開催というひとつの展覧会開催の方式が公然化したこと

たこともあって，この展覧会は肖像芸術についての良心的な啓　　　が挙げられる。こうした形での展覧会は以前からあったものでは

蒙活動として評価しうるものであり，ルーヴルという高い知名度　　　あるが，表だって行なわれるようになったのは，やはりルーヴル

もあって，40万人以ヒの入場者を数える大きな成功を収めること　　　美術館，ll粒西洋美術館，朝日新聞社という三者の協力のもと

ができた。肖像芸術について多くを学ぶことができたという意味　　　に実現したこの展覧会以後のことのように思われるからである。
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日本の経済的発展が欧米の老朽化した美術館建築の刷新に役　　　lightenment・The　renowned　fame　of　the　Louvre　also　contributed

わならば，そのこと自体は世界力・ら感謝こそされ，決して非難　5濡11。ll篇＝；1＝n413C；；st蒜㍑；器；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　

されるべきではないかもしれない。しかし，結局，展覧会開催　　　point　of　view，　having　participated　from　the　intitia1　stage　of　plan一

が寄付の条件になってしまうことに矛盾を感じるのは筆者ひとりで　　　nin9，　it　was　a　P「ecious　oPPo「tunity　fo「me　to　lea「n　an　immense

はないだろうし，これが本来の展覧会のあり方から逸脱したもの　＝蕊1；漂i：，雰蒜認篇篇：＝＝

であることはいうまでもない。こうした展覧会を開催していくこと　　　quence　of　the　initial　purpose，　owing　to　the　fact　that　the　basic　idea

は，最終的には展覧会の，あるいはその美術館そのもののイヴ　　　of　inco「Po「ating　all　seven　dePa「tments　of　the　musoum　was　decid一

エント化につながるものであることを真剣に受け止めなければなら　謡b㌃1：，1＝i罐i黙hi㌫ll：＝漂㍑，ltil罐

ない時期にきているのではないだろうか。　　　　　（幸福輝）　　　Louvre　collection．　Perhaps　we　could　have　posed　morc　profound

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　questions　about　portraiture　by　limiting　the　theme　slightly　more

lカタログl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by　period　or　geographically・

序文・ミッシェル・ラク・ット　　　　　bi，il：瓢＝ぽ；＝二蕊㍍＝lll蒜；
i’1像はなにを語るか：辻成史　　　　　　　　　　　　　　　the　United　States　to　Japan　in　return　for　Japanese　c（）rporate　con．

肖像芸術：高階秀爾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tributions　towards　the　renovation　of　such　museums　secmcd　to

ll酬i背景考：幸福輝　　　　　　㍑竺e；瓢㌫罐：鑑忠li；臨蒜霊1溜
カタログ：ダニエル・アルクッフ他　　　　　　　　　　　　　　　the　more　public　after　this　exhibition　was　realized　throug，h　the

編集：幸福輝／高橋明也／喜多崎親　　　　　　　　　　　　　　cooPe「ation　of　the　th「ee　bi9　names　of　the　Louvre　Museuin，　the

制f・ll・美術出版デザインセンター 　　　　　＝：ぽご＝「1，：認y蕊蒜蒜蕊『㌫
※ヵタ｛コグはll本語版とフランス語版が制作された。　　　　　　　　　　　　　　　　renovation　of　aging　museums　in　Europe　and　the　States　should　be

作lllll輸送／展示：ヤマト運輸　　　　　　　　　　　　　　　　　apPreciated　by　the　world　and　not　condemned・However，　surely　I

会場設営：乃村工芸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タmnot　tne　only　pe「son　t；have　doubts．about　the　Ya！ゆty　O！maトー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lng　contributions　a　condltlon　for　lending　an　exhibition．　l　hat　Is

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　＊　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　not　at　all　how　an　exhibition　should　be　organized．　Is　it　not　time

uities　to　the　l9th　century　and　included　paintings，　sculpturs，　ce－

ramics，　and　medals．　It　was　in　return　for　the　financial　contribu－　　　　［Catalogue］

tions　made　by　several　Japanese　corporations　such　as　The　Asahi　　　Introduction：Michel　Laclotte

Shimbun　towards　the“Grand　Louvre”Project　that　an　exhibition　　　　The　Language　of　Portraiture：Shigebumi　Tsuji

of　such　grand　scale　was　conceived・The　basic　aim　of　Michel　　　The　Art　of　Portraiture　：Shuji　Takashina

I・aclotte，　Director　of　the　Louvre　and　leading　organiser　of　this　exhi－　　　　Reflexions　on　the　Background　of　Portraiture－Narrative　contexte

bition，　was　to　compose　an　exhibition　through　which　the　essential　　　in　the　Art　of　Portraiture：Akira　Kofuku

character　of　the　Louvre　collection　could　be　surveyed・　　　　　　　　　　　Catalogue：Daniel　Alcouffe　et　al．

　　Preparation　went　along　in　accordance　with　the　initial　aim　and　　　　Editorial　Direction：Akira　Kofuku／Akiya　Takahashi／Chikashi

the　dual　purpose　of　illustrating　the“diversity　of　the　art　of　portrai－　　　　　Kitazaki

ture”and“providing　an　opPortunity　to　come　into　contact　with　the　　　　Production：Bijutsu　ShupPan　Design　Center

encycolpedic　collection　of　the　Louvre”was　accomplished　to　a　cer－　　　＊The　catalogue　was　published　in　Japanese　and　French　versions．

tain　extent．　Thanks　to　the　overwhelming　cooperation　of　the　　　　Transportation　and　Set　Up：Yamato　Transport　Co．，　Ltd．

Louvrc，　the　exhibition　resulted　in　a　conscientious　project　of　en－　　　Display：Nomura　Kogei
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スペイン・リアリズムのXE　静物由iの世界

ぽ蕊1霊瓢，題鵠～ぽ、）　　　　　　　　翠署遭灘忌あ美
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡ξ這懲■一蜘の齢萎霧碧虻ヱ＝』

会期：1992年2月llll　4月12日
主催：国、’11西洋矧lllf館／スペイン文化省／NHK／NHKプロモーション

入場者数：153，497

Duration：llFebruary－－12April　1992

0rganizcrs：Thc　National　Museum　of　Western　Art，　Tokyo

　　　　　The　Ministry　of　Culture，　Spain

　　　　　NHK（Japan　Broadcasting　Corporation）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　⇔　’…哺

　　　　　NHK　Promotions　Co．，　Ltd　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A

Number　of　Visitors：153，497

ヨーロッパにおいて静物画は，16世紀末に台頭した自然主義絵　　　層性あるいは地域主義という問題を考えるヒで貴重な材料を提

画運動の中から生まれた。スペインではフランドルとイタリアの影　　　供した。

響を受けつつも，その精神的風土に根ざした独自の発展を示し　　　　本展は明確なコンセプトを持っていたが，これまでわが国では

た。厳しい現実を透徹した眼で捉えようとするリアリズムの精神　　　ヨーロッパの静物画史を概観する展覧会が行なわれていないこ

は，ありふれた素朴な物体の中にも神の存在を追求する信仰心　　　とを考慮すれば，スベインの静物画の発展に影響を与えたフラ

と結びついて，他国では例を見ない「即物的」ともいえる写実的　　　ンドルとイタリアの作例を若1：加えるべきであったと思う。そのほ

静物画を生み出した。またスペインでは，宗教画と世俗画の枠　　　か惜しむべきは，ベラスケスの「ボデゴン」の中でも特に構図上フ

を越えて静物モティーフの表現に重点を置いた「ボデゴン（厨房　　　ランドル絵画の影響を顕暑：に示す《マルタとマリアの家のキリスト》

画）」と呼ばれるジャンルが栄え，のちにはこの言葉が静物画“　　　と，バルデス・レアールのヴァニタス画を展示できなかったことで

般を示すようになった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（雪山行二）

　本展はスペイン静物画の展開をわが国に紹介する最初の試み　　　1ヵタログ1

であり，「スペインの年，1992年」を記念する文化事業の一環と　　　序文スペインの静物画：アルフォンソ・E．ペレス・サンチェス

してスペイン文化省の全面的な協力の下に開催された。展覧会　　　作家・作品解説：同ヒ

は，プラド美術館をはじめとするスペインの29の公私のコレクショ　　　ベラスケスのボデゴンについて：雪山行ニ

ンからの出品作品を主体に，これにエルミタージュ美術館とベル　　　スペイン静物画の特質：角田美奈子

リン国立絵両館の作品を加えて・16世紀末からゴヤに至る34作　　　編集：雪III行二／田辺幹之助

家の計63点の油彩画から構成された。主な出品作品は・エル’ 　　　制作：印象社

グレコ《聖家族と聖アンナ》，サンチェス・コターン《食用アザミの　　　※ヵタログは日本語版のみ。

ある静物》・バン・デル・アメン《フローラへの捧げもの》・ベラス　　　作品輸送／展示：日本通運

ケス《昼食》・スルバラン《陶器》・作者不詳の《静物》・ペレー　　　会場設営：乃村工芸

ダ《ヴァニタス》・セレーソ《台所の静物》・アレリャーノ《花》・イ　　　［講演会」

エペス《花》・メレンデス《鯛とオレンジ》・ゴヤ《死んだニワトリ》　　3月27日「スペイン的なるものをめぐって　　静物画の世界」

などである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雪山行二

　本展で特に注目されたのは，上記のサンチェス・コターンの作　　　4月3H「17世紀のフランドル・オランダ静物画　　スペイン静物

品に加えて，その食用アザミの部分の忠実な模写を基礎に画面　　　　画とくらべて」　中村俊春

を構成したラミーレスの《静物》，そしてロアルテの《台所の静

物》とバン・デル・アメンの《果実と食用アザミ》という，食川アザミ　　　　　　　　　　　　　　＊　＊　＊

を描いた作品が4点出品されたことである・これらの作品ぽ　1：霊蒜隠諜「㌶ぽ1惣諜蒜謡蒜

ンチェス・コターンのきわだった独創性を示すとともに・スペイン　　　fluenced　by　Flanders　and　ltaly，　in　Spain，　stil1－1ife　painting　showed

静物両の成立期におけるモティーフの伝承を示していて興味深　　　a　unique　develoPment「ooted　in　the　SPanish　mentality・Their

カ〉・た．　　　　　　　　㍑i瀧黙元麗1：㌶ee慧蒜蒜1，蒜：
　また，17世紀中頃，マドリードのアレリャーノがフランドルの花　　　fo　produce　realistic　still．lifes　of　a　type　unknown　elsewhere　that

卉画を忠実に模倣したのに対し，同じ時期，バレンシアのイエ　　　might　even　be　called“mate「ialistic”．　Spain　saw　the　flou「ishin9　of

ペスがアルカイックともいうべきスペインの伝統的な花輌様式蒜；隠：＝蒜忽罐船ぽ霊；i麗牒

を復活させたことは，スペイン絵画，さらにはスペイン文化の重　　　works　of　religious　or　genre　painting．　The　term　bodegon　was　later
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apPlied　to　still－lifes　in　generaL

　　　This　exhibition　was　the　first　occasion　for　the　history　of　Span－

ish　still－lifes　to　be　introduced　to　Japan　and　was　organized　with

the　full　cooperation　of　the　Spanish　Ministry　of　Culture　as　part　of

a　cultural　pro▲ect　to　commemorate　the“Spanish　Year，1992”．　A　to－

ta1630il　paintings　by　34　different　artists　dating　from　the　late　16th

century　to　Goya　were　brought　together　mainly　from　29　public　and

private　collections　in　Spain　such　as　the　Prado　with　additions　from

the　Hermitage，　St．　Petersburg　and　the　National　Gallery，　Berlin．

Highlights　of　the　exhibition　included　The〃oly　Famil）～ωith　Saint

Ar～ne．by　EI　Greco，　St〃〃ifeωith　an　Artichoke　by　Sanchez　Cotan，

0〃ering　to　Flora　by　Van　der　Hamen　y　Leon，　Lunch　by　Ve16squez，

Ceramics　by　Zurbaran，　St〃〃lr’fe　by　an　unknown　artist，　Vanitas　by

Pereda，　Kitchen　Scene　by　Cerezo，　Flotvers　by　Arellano，　Flo　tDers

by　Hiepes，　Sea　Breαm　and　Oranges　by　Melendez，　and　Dead〃をns

by　Goya．

　　　Notable　was　the　fact　that　there　were　four　works　depicting　arti－

chokes．　In　addition　to　the　painting　by　S6nchez　Cotan，　Still・・life　by

Ramirez　was　based　on　a　careful　copy　of　the　artichoke　in　S6nchez

Cotan’s　picture．　There　were　also　Kitchen　Scene　by　Loarte　and

Fruits　and（）ardoon　by　Van　der　Hamen　y　Leon．　It　was　interesting

to　note　the　outstanding　originality　of　S6nchez　Cot6n　and　how　the

same　motif　was　repeatedly　employed　in　the　initial　stage　of　Span－

ish　still－lifes．

　　　In　the　mid－17th　century，　on　the　one　hand，　in　Madrid，　Arellano

was　executing　faithful　copies　of　Flemish　flowers，　while，　on　the

other　hand，　in　Valencia，　Hiepes　was　reviving　the　almost　archaic

traditional　Spanish　style　of　floral　painting．　These　two　examples

were　significant　in　considering　the　stratification　or　the　localism　of

Spanish　painting　and　Spanish　culture．

　　　The　COnCept　Of　thiS　eXhibitiOn　WaS　eXtremely　Clear－CUt．　In

view　of　the　fact　that　there　had　never　been　any　other　exhibitions

surveying　the　history　of　European　still－hfe　held　in　Japan，　it　would

have　been　even　better　if　Flemish　and　Italian　paintings，　which

were　influential　in　the　development　of　Spanish　still－lifes，　could

have　been　included．

　　　Another　regret　was　that　Ch　rist加the　House　of　Marthaαηd

〃（コry，’aわodeg6ηby　Vel6zquez　in　which　the　composition　reflects

【）articularly　strong　influence　of　Flemish　painting，　and　a　vanitas

by　Valdez　Leal　could　not　be　exhibited．　　　　　　（Koji　Yukiyama）

lCataloguel

Introduction，　Spanish　Sti11－lifes：Alfonso　E．　P6rez　Sanchez

Catalogue　Notes：Alfonso　E．　P6rez　S6nchez

Bodegones　by　Vel6squez：Koji　Yukiyama

The　Characteristics　of　Spanish　Still－lifes：Minako　Tsunoda

Editorial　Direction：Koji　Yukiyama／Mikinosuke「ranabe

Production：Insho－sha

＊The　catalogue　was　published　in　Japanese　only．

Transportation　and　Set　Up：Nippon　Express　Co．，　Ltd．

Display：Nomura　Kogei

lLectures】

27March：“Spanish　Features　in　the　World　of　Still－life”

　　　　　　　　　Koji　Yukiyama

3April：“17th　Century　Flemish　and　Dutch　Still－lifes　in

　　　　　　　Comparison　with　Spanish　Still－lifes”T（）shiharu

　　　　　　　Nakamura
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研究
Study

リベーラ《哲学者クラテース》修復処置報告　　　　　　　いるため，そこが実際以上にJVIく感じられる。先に暗し・地に闇を

Restoration　of“Portrait　of　Philosopher　Crates” 　　　　　　　描き，人物を明るく浮かびllがらせる描i由i方法は素早く，素描

・fJ・・ep・d・Ribe「a　　　　　　　　のような新鮮な形態を麟させるのに適している．　X線顎（参

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考図1）がまるでモノクロ写真に近く見えるのは，暗い地に鉛白を

河日公生 　　　　　　　’“　1灘鐵懸・隷：灘麟

蕊：蒜雰∵1159H6521　　難滴藤1黙：1
’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“1．，・－f　　　二i鵬　’　・　　　　　　i；：lt：　　　∴【ll

慾㌶㌘（周辺テープ除蜘言＿124。×．懸’騨剛、麟　

記述・右陶・J・・ephf　d・Rib・・a　e・p・剛F　1636／crat・　　・　’ll’lii」，fllili，・，・／r，1・　　騰㌦

　　　tebano　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　1‘　「it　：　　　　　　　　　　　　　　　　翻一

所蔵　’国立西洋美術館　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　輸．　　“　　　　　　　　熊馬ば、’　1

凱㍑二撚櫟㍑㌶）鷲裏駕醗1灘購欝1灘　絵1’
年川の到着酬時｛、作品画面中央に3本の長いカンヴァス裂　　翻幽醗鵜

けを発見した。画面は中央の裂けに沿って大きく波打ち，小さな　　　　　　　　　　　，戸鴛　　　　　擁　　　　　　，蝋

剥落も認められた．これらの損傷はスイスの梱包完了から東京　　　　・滅、　霜　　　　講
到着の開梱までの間に生じたことは明白である。これまでに数　　　　　　　　　　　　r”ザ〆ト　　　　　　　・　螂
千点の油彩画の輸送を経馬灸してきたカs’v例外的な幽例であ　。，図1　・聯1・1□　　 繍臓
る。この損傷についての原因の究明と今後の適切な保存方法を

確立させることを考慮に入れ，修復処置を施すことが必要であっ　　混ぜた絵の具で明暗のバルールを的確に構築し，ペンティメン

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トや余分な盛り上げがない証拠である。絵の具のついた筆先を

　本報告は作品の技法構造ならびに保存状態と損傷原因につ　　　巧みに動かしてモチーフの質感を表現するのがバロック画家の

いての考察と，保存性を高めるための修復処置報告で構成す　　　真骨頂であったのであろう。

る。なお，作者と作品についての紹介は’ii館年報No．23－24号　　　使用されている絵の具は黒，鉛白，アンバー，シエナ赤，

（p．19－26）の学芸課長雪III行一二氏の新収作品解説を参照され　　　黄オーカー，テルベルト緑，バーミリオン赤と僅かであるが，リ

たい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ一ラの絵画は常に主要な色彩6～7色で構成され，光の表現

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を正確に行なうことで画面は自然な色味で充足しているように感

■技法と構造　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じられる。

リベーラの技法は他のスペインのバロック画家の技法と比較する

より，むしろイタリア・バロックの画家たちの技法を継承し，特異　　　■保存状態観察

な表現に完成していったと考えるのがlfl然であろう。　II音闇の中　　　〔古い損傷〕

に厚盛りの絵の具で表わされた年老いた男クラテースが浮かび　　　該当作品は1987年2月19Hから9月28日にウィーンの民間修復家

上がって見える。しかしボルス赤とアンバーに少量の鉛白を混　　　Maximilian　Baron　Ktlbeck氏によって裏打ち処置が施され

ぜた薄焦げ茶の平滑な地塗りにのせた実際の絵の具層は感じる　　　た。裏打ちには上質の麻布にイタリア式の麦糊接着剤が用いら

ほど厚いものではない。背景に対し肉体部分の表現に粘りのあ　　　れている。

る絵の具を用い，筆のタッチが残る仕flがりで形を描き放って　　　　かなり多くの補彩が施されており，　Galerie　Nathenが依頼し
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ている修復家のMr．　Paul　Pfisterの状態調ll｝（Collditioll　report，　　　て平行に上部からド部に至るまで2～3．5cmの所に認められる。

August　is　1，1989）によれば人きく10カ所の補彩を確認報告して　　　折れや釘痕によるlf1’い欠損が多く，充」眞，補彩の処理がかなり

いる、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施されている。在り得ないことではないが，麻布素地の周囲が

　補彩部分については蛍光紫外線写真（参考図2）を参照。　　　　　不規則に欠損しており，この作品の左右の辺の折れ痕は現状よ

・画面　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り横・j’の矢1元い木枠に張られていたことを示している。残っている

作品には日でみて判別できる占い張り枠痕が左右の側辺に沿っ　　　1山加iの・j？ノ1は現状より僅かであるが大きかったと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他，人きく目ウ：っ修復痕が1面面右下辺部，クラテースが

広げた本の右横に3×6Ctn　cl）補彩，さらに左の紙の左辺に沿う部

分には幅広で長い補彩がある，

　参考図3は1987年にウィーンで修復された際に撮影された。

1’1く見える箇所あるい1よ調f”が飛んで見える箇所は絵の具層の

欠損を示している。左右の辺の縦の線は折り曲げの痕である。

ド辺部に多くの欠損が見られるのは，この作品が過剰な湿気の

ある場所に長期間放置されていたことを示す。

・木枠

針葉樹（ヒバ材？くさび付き）外・j＾　H．1240×W．985mm（IPfi｛75mm／厚

さ15mm）

　木枠には捻れ，割れなどの損傷は認められない。しかし木の

質は悪く，板日板を川い辺材部分の使用で節などの不均一な

木質が認められる。

〔新しい‡員傷〕

作品の新しい損傷は輸送前の写真と前出のPPfister報告書か

ら判断し，輸送中に生じたと考えられる。輸送中にカンヴァスが

乾燥収縮し，最も張力の働く画lfli中央に集中しオリジナルカンヴ

ァスを引き裂いたと考えられ，それを助長した原因としては，裏

打ちが乾燥に敏感な水性糊で行なわれ，比較的新しい内に異

参考図2

参考図3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参考図4
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質の環境に移されだ目が♪詐げられる、，特に航空機による輸送環　　　■処置報告

境では・機内の気圧がトがると相対湿度が急激に1：　tfl”し・こ　　　〔処置の方向付け〕

の時物質の含有する水分が奪い取られる‘lfが理論的に確認さ　　　作品の損傷を観察した結果，以トの処置の必要性を認めた。

れている・相対湿度がlO％近くになる航空機の貨物エリア内で　　　　作品中央に生じた沫の長い裂けはカンヴァス層を貫き，裏

長時間乾燥すれば・収縮亀裂が生じる可能性は著しく高い・　　　　打ち布を収縮させ波打っている為，仮に波打ちを・杓∬i化する処

　更に近年では輸送中の振動の問題も指摘され・カンヴァス画　　　置を行なっても展，Jkあるいは収蔵される環境の変化で再発する

に人なり小なり外力が加わった場合には画面中央を境に二分す　　　II∫能性があり，完全に一一度既存の裏打ち布を除去し，波打ち

る波運動やlllln∬i全体が力支打つ作川が生じ・長期的にはその運　　　の原因と考えられる収縮を強く引き起こす小麦粉糊の接着剤なら

動形態を反1映する長い亀裂となって現われる。しかしそれは長　　　びにイタリア式のオリジナル麻布の強化方法として行なわれる裏

辺を縦に：分するのではなく・横に二分する形で現われるか・　　　面から含浸塗布された膠を除去する必要があると考えた。さらに

或いは画面中央が前後するバイブレーションの形で現われる。　　　裂けは今後の保存取扱いを困難にしているので，新たな耐久

更に画面がたるんでいる時はバイブレーションは著しく・乾燥し　　　性の大きい補強ノi法を採用する必要がある。

て板のようになっているときには生じにくい。　　　　　　　　　　　　また作品に見られる補彩の幾つかは少ない時間で行なわれる

　何れにせよ・カンヴァス画の画面が裂ける程の乾燥がいかに　　　商業的な急ぎfl：事の域を出ないものであった。これを改善する

して起きたか・詳細は不明である。　　　　　　　　　　　　　　必要がある。

　その他に物理的な力が加わった可能性は考えられない。　　　　　　作品画面の絵の具層はこれまでの裏打ちなどで加えられる圧

　参考図4は開梱直後の作品の状態である。　　　　　　　　　　力で押しつぶされて・P坦になり，17ill：紀の油彩画の特徴的な

゜損傷　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生き生きしたアラプリマ描きの絵の具層を感じさせなくなってい

温度22℃・湿度55％の環境で画lfii中央には大きな波打ちがカ　　　る。またそれは麻布素地に描かれたと感じさせないほどに全体的

ンヴァスの裂けに従って四部分に分かれて・裏打ち布も同時に　　　に・び坦である。これは裏打ちの際に1川える圧力を調整する事で

収縮させている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ilil復可能である。

　それぞれの裂けは少しジグザグに舵行し，全く新しい亀裂を

麻布を貫通し生じさせた。上記の環境で3日間放置した後，や　　　〔修復処置〕

や波打ちは小康状態を保っている。　　　　　　　　　　　　　　　・亀裂と浮きヒがりの固定

　その裂けを計測した結果は以下の通りである。　　　　　　　　　ポリビニールアセテート（P．V．At）2％

　　右：クラテースの右肩上部から31cm＋7cm　　　　　　　　　　・表打ち

　　中央：クラテースの顎髭から24cm　　　　　　　　　　　　　　美濃和紙（薄口）を四分割モンタージュの形式で貼り合わせた。

　　左：クラテースの左肩上部から20cm＋8cm　　　　　　　　　　　貼り合わせの糊には，メチルセルロース（Metylcellose，400cp

　更にこの新しい裂けの線上には，細かな地塗り層を含む絵の　　　ill　H205％）を使用

具層の剥落並びに浮き上がりを生じている。　　　　　　　　　　　・裏打ち布の除去

　　剥落　　　　右：7個，中央：6個，左：2f固　　　　　　　　薄いヘラを差し込んで，水を用いず裏打ち布を剥離。

　　浮きヒがり　　右：なし，中央：1カ所，左：2カ所　　　　　　　　剥す作業で，これまでの裏打ちで人最の小麦糊接着剤なら

　5個の比較的大きめの絵の具層断片は開梱時に輸送箱の中に　　　びにオリジナル麻布の裏面に膠が塗布された事を確認した。糊

確認された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分を除去した際のオリジナル麻布は糸が細く，・ド織りであるが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　布地が薄く，Hが荒く灰褐色の地が裏から透けて見えるほどで

〔輸送と梱包〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あった。そのヒに膠を刷毛塗りしている。

作品の輸送と梱包はMAT　Securitas　AG　Zurichによって行　　　　麻布の裏面には更に占い裂けを補強する和紙や欠損部を補

なわれた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　強する和紙が継ぎ当てられ，このヒに小麦粉糊を厚く重ねてい

　作品の梱包は画面側のみグラシン紙で包まれ画トにして・輸　 た。乾燥状態で0．5以ヒの厚さがあり，ペースト状態で4mm近く

送箱の中に固定されてあった。　　　　　　　　　　　　　　　　あったのでないかと推測できる。

　輸送箱はMAT　Securitasで独自に開発された形態に無駄　　　　更に全体を薄い洋紙2枚で中打ちしてあったが，これはおそら

の無い・多頻度の使用耐久性に優れた質の高いものである。　　　く表打ちを除去した際に麻布素地の欠損部に新素地の埋め込み

外板に積層合板を用い，ニスで防水加II：してある。内装は防　　　を容易にするための支持層として設けられたと考えられる。しか

水シートを貼り・四つの角に衝撃吸収材が固定されていた。　　　　し，既に300年を経過した麻布の補強としては強度が認められ

　開閉部の接面には堅いポリウレタンシートが縁回しされ・セミ　　　ず，剥す際に小麦糊接着剤を吸着するようにも機能しなかっ

エアタイト伴気密式）輸送箱の形式を持っている。　　　　　　　　た。

　輸送箱には外傷もなく，また無理な輸送による捻れなどの損　　　　裏打ち麻布の貼り合わせの際の新しい麻布とオリジナルの麻

傷も認められなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　布の繊維の組み合わせは，縦横の交差に依らず相乗りの形にな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り，収縮が相殺されず，むしろ強調されたと考えられる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・裏打ち糊の除去
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裏打ち麻布が剥された状態の裏面は中打ちの紙が全面に残っ　　　れ，シリコン紙を当てアイロンで加温し含浸させられる。このヒ

ていた。これを10cm角の市松模様に区切り，隣同士を飛ばして　　　に板をのせて圧力下乾燥させる。

水で浸しメスで紙をはぎ取り，更に水で糊と膠を膨潤させたとこ　　　　裏面に膠の液を塗る時，麻布が水分を吸収し膨潤し収縮し

ろでブラシで掻ぎ取った。この繰り返しで全面に渡り，徐々に可　　　始める。釘止めが不十分であったり，忘れたりすると場合によっ

能な限りの糊分を除去した。　　　　　　　　　　　　　　　　ては，あっと言う間に画面の絵の具層に亀裂を生じ，剥落させ

　この膠と小麦糊はオリジナルの裏面に厚く均一に残っており，　　　る。

直接オリジナルの麻布に厚く盛りつけられてから，薄い洋紙が貼　　　〈中打ちと裏打ち〉

り付けられた事を意味している。更にこの洋紙と裏打ち麻布を接　　　ここでイタリアの殆どのアトリエでは中打ちを行なう，、中打ちの材

着するために同様の糊を用いていたことは，異常に多い糊の使　　　料はさまざまで，ガーゼ，寒冷紗，和紙薄い洋紙などを川い

用と，1える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。中打ちは基本的には裏打ち糊を除去する時に簡便に行なえ

・イタリア式の膠の含浸と裏打ち糊　　　　　　　　　　　　　　　るようにして置くためのものであるが，時として糊の5＞　lil：が結果

このりべ一ラ作品を修復した修復家の作法はイタリア式に基づく　　　的に増えてしまう事もある。

ものである事は既に疑いの余地はないが，処置の対策を明確に　　　　裏打ち麻布はオリジナルより薄く目の荒いものを川いる、，裏打

するために，以下に参考としてイタリアでの一般的な裏打ち処　　　ちされる絵画の大きさより一回り大きい麻布を木枠に張り，水引

置のプロセスを参考記述する。　　　　　　　　　　　　　　　　し一度繊維方向を調整し張り戻す。

　イタリアは修復保存に関して長い歴史を持ち，膨大な量の　　　　接着には独自の糊を用意する。

様々な種類の文化財を保護するために多くの技術者や周辺科学　　　〈一般的な裏打ち糊〉

の研究者を擁している。考え方に独自性があり’技術の伝統は　　　小麦粉……・…………・・……………・…・・…・・……………・………1k宇2m’1え方

tliく，長い時間をかけて受け入れられた技術や材料が中心とな　　　H20……・…………・…・・……………・…一…………・……………・・…・…500ml

っている。30年位前までは他のヨーロッパの国々でも殆ど変わら　　　でんぷん粉（じゃがいも，とうもろこしから精製したも0））………・200g

ないノ∫法を採用していたが，今日の科学理論の発達と国情の　　　　これを煮ながら機械的に混ぜバター状にする。

違いに因ってゲルマン系の国とは大きく異なる性格を示す。　　　　　　さらに水にふやけた膠100gを加えて良く混じり合ったところでヴ

　イタリアでは新しい裏打ちを行なう準備として，Ilfい裏打ち布　　　エネチア・ターペンタイン樹脂50gを少しずっ加え，乳化させ混

をはぎ取る前の画面の絵の具の保護のための和紙の表打ちにコ　　　ぜ合わせる。

レッタと呼ばれるイタリア独自の膠の接着剤を用いる。この接着　　　　この接着剤はカビが発生し易いのでフェノールと明ばんを加え

剤はふだん剥落止めに用いる膠の接着剤と共通である。　　　　　　る。

　作りノiは以トの材料を湯煎によって溶かし合わせる。これを　　　　こうして出来上がった物を裏打ち布に2～3mmの厚さに塗る。こ

冷え固まったところで切り，乾燥させ保存する。必要に応じて再　　　れにオリジナルの麻布を乗せてゆっくり中央から放射状に空気を

び溶かして熱い状態で川いる。　　　　　　　　　　　　　　　追い出しながら貼り合わせる。貼り付けられた絵両は画面を保

　色は黒く，画面に残留すると占色のような着色をする。牛胆　　　護する敷物を敷いた平台に伏せられて，上から，っまり裏の新

汁の効果で浸透1生があるが，更なる浸透性を求める場合，使　　　しい麻布の側から45°C～55℃位に大きな（約5kg）アイロンで暖

川する時に食酢を加えて粘りを除き地塗り層深く含浸させる。　　　　めながら時間をかけて乾燥させる。この時，アイロンの和ltで

〈般的なコレッタの処方〉　　　　　　　　　　　　　　　　　絵画面を平坦にしてしまう可能性がある。

兎の皮膠…………一…・・………………・・……………一・……………・1000g　　　　このようにしてイタリア式の処置が行なわれ，現状の画面は全

蜂蜜あるいはメラッサ（砂糖のシロップ）……………・……………・・500g　　　体が押しつぶされ，まるで板の様に平坦であった。

未ll西しの牛胆汁……・・…・…・…・…………・…一一………・…・………200ml　　・欠損部の新しい埋め込み素地

〈表打ちと亀裂の固定〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さらに画面中，これまでの修復処置で目につき易い欠損部の充

占い裏打ちをはぎ取る絵画の表画面に行なう表保護として，用　　　墳を改良するために，大きな面積を占める新しい布素地の埋め

意した和紙を軽く水で湿し，コレッタを湯煎し溶かしたものを刷　　　込みを除去した。

tで塗る。この和紙を画面に貼り，上からシリコン紙を当てアイ　　　　新しく人きな面積の欠損部に埋め込まれた素地はオリジナルよ

ロンで40～45℃に暖める。この時表打ちを貼り付けると同時に亀　　　りかなり薄手の目の良く詰んだ麻布を使用しており，素地の欠

裂などの固定も全面に渡って行なう事ができる。除去は水で湿　　　損からくる表面の性格欠如を補うために行なわれたものではなか

して行なう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　った。これは修復家によって解釈や作法が異なる程度の問題で

　アイロンの温度が高いと絵の具層を平につぶしてしまう。更に　　　しかないが，前回の充填にせよオリジナルの絵の具層より全体

除去がいい加減であると画面を汚したままとなる。画面に細かく　　　的に低く新しく充填も改善する必要があったので除去した，、

砕けた亀裂がある場合，除去の際に，一緒に絵の具層を洗い　　　　既に除去した欠損部の埋め込みに代わる新しい素地としてオ

取ってしまうことがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リジナルの麻布に最も近い織りノ∫の新しい麻布を用意し，r・め

〈膠の含浸〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和紙で裏打ちした。これを槌で打ち繊維をっぶし，耐久性や収

占い裏打ちをはぎ取られたオリジナルの絵画は表をfにして平　　　縮力を弱めた後に欠損部に当て，形を写し取った。

板のヒに置かれ，周辺を釘止めされ，裏面に膠を刷毛で塗ら　　　　はめ込んだ後に，オリジナル麻布との輪郭部は美濃和紙薄ll
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をメチルセルロース5％で貼り付けた。　　　　　　　　　　　　　　・表打ちの除去

・和紙の中打ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　裏打ちが完全に乾燥した後，1由i向の保護を力こなっていた和紙

全体の素地の埋め込みが終わって，虹に裏面全体に）ミ濃和紙　　　を除去した，

中厚を繊維がオリジナルltlli面の裂けとll‘1：角に交わるようにし，裏　　　　この時点で画面ll辺に残存するクラフト紙のテープを完全に

面を六分割モンタージュで区切り，Inなりを食い先8mm幅としメ　　　除去し，オリジナル画面の・」＾法を確定する事が出来た、，

チルセルロース5％を刷色で塗布し貼り付け，そのヒにメリネク　　　　作品周辺部は素地の欠損が多く，原作の・」’法が如fll∫なるも

ス紙を市ね，平板をのせ圧力卜乾燥。　　　　　　　　　　　　　のであったかlll確には述べられないにせよ，左右の辺とト辺に

・新しい裏打ち布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おいては釘止めしたときの麻布の繊維の歪みが裏面の糊を除去

新しい裏打ち布として川意された麻布は剥した物と全く1司じIllll1質　　　した際に観察され，殆ど変化していないと考える事ができる。

の物で，ベルギー製，中厚，’P織りで織り目は良く詰んでいる　　　上辺の欠損は長く幅も15mmからあり，僅かに残っている部分から

ものを採川した。これを作品lllli面・」会i去より一回り大きめの木枠に　　　考察しても2cm位更にあったと考える事もできる。

貼り，水引きし繊維を収縮させ，乾燥後たるんだ布を更に打ち　　　　何れにせよ，残っている画面の・j’法は前回の木朽モの・t法と同

仲ばした後，再度木枠に張り戻し布の弛緩を調整した。　　　　　　　じで，高さ1，240mm，幅985mmと考える事ができる。

　更にこの麻布にメチルセルロース5％＋P．V．At（重量比4：1）を　　　・新しい木枠

ローラーで，tl能な限り薄く塗り乾燥。これは麻布の収縮を一定　　　新しい木枠は湿度の変化で反りや捻れを起こしにくい木質の材

にするためである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　料を選んだ。

・洋紙による中打ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アメリカ杉材を用い，幅73mm，厚さ34mm（くさび付き）で幅広

今llllの処理の過程で裏打ちされた後に張り枠に拡張し固定する　　　部分がIE目になるようにした。

際に，裂けの部分が再度開口しない為の補強ならびに弱体化し　　　　大きさは作品・」’法より各辺の周囲が5mmずっ広くなるようにし，

たオリジナル麻布全体の補強を目的とした支持体としてケント紙　　　額’ドがこの5mm幅の部分で当たり作品の保護性を高めることを

（AII　KENT　Roll＃200kg，1．350×100m）を採用。用意され　　　意図とした。

た麻布にメチルセルロース5％十P．V，At（重量比4：1）をローラー　　　・作品の張り戻し

で可能な限り薄く塗り付けた後，三日間乾燥させた。　　　　　　　裏打ちされた作品は中打ちのケント紙と裏打ち麻布が共に木枠

　ケント紙は予め水を含ませて膨潤させ伸びきったところでh記　　　の側面に折り込まれ，ガンタック（足長15mm）で固定された。

接着剤を同様に薄く塗り平板に置き，紙の繊維の方向と麻布の　　　・画面の洗浄

繊維のノ∫向とが交差し収縮の際，力が相殺されるように，hか　　　画面には表打ちがされた際のセルロース糊が残存し，さらに和

ら交差させ木枠に張った麻布を接着させ圧力下乾燥させた。　　　　　紙の除去の際に補彩が除去された為に汚れも生じた。当初より

・裏打ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この作品の前回の修復処置で過剰な補彩がされているのを確

’P板の1：にフェルト（5mm厚），メリネクス紙を敷き，作品を裏面　　　認しているのでこれを除去し原作性を回復させる。しかし基本

をhにして置き，これまで麻布に貼り付けた洋紙の方にヒ記の　　　的に溶剤による度重なる洗浄は避け，蛍光紫外線調査による写

メチルセルロース＋P．V．At接着剤を薄くローラーで2mm位の厚さ　　　真から得た補彩箇所を参考にし，必要最小限のニスと補彩の洗

に引き伸ばし，これも同様にすぐドの紙の繊維とオリジナル作品　　　浄を行なった。

の繊維の方向が交差するように接着させた。　　　　　　　　　　　洗浄にはイゾプロピュール・アルコールとテレピン精油を用い

　作品に圧力が及ぶオリジナル麻布の’P’面化や裏打ちの際に　　　た。

は，前ltilのように画面全体が圧力でつぶれて描画の性格が絵　　　　洗浄前に画面の周辺を5mm程被っていたクラフト紙をH、0＋エ

の具層から失われないように毎回配慮し画面側の保護は当然の　　　チルアルコール5％で膨潤させメスで除去した。

事，接着時の加重は100平方センチメートルあたり0．5kgとした。　　　　特にこの洗浄を行なった箇所は以トの通り：

圧力ド，乾燥まで一一．一週間を与えた。　　　　　　　　　　　　　　〈下辺中央辺部〉

　これまでにオリジナルの麻布と中打ち紙の繊維が交差し，更　　　　本のト部に多くの亀裂や欠損が認められ右横の3×6cmの欠

に裏打ち麻布が交差していることは，ヒ．トの麻布は同一方向に　　　損部の周辺から右角に至る部分には，多量の不適切な補彩が

繊維が位置し，中に挟まれた紙のみが直角に交差する構造に　　　あった。

なった。裏打ち麻布や中打ち紙は弱体化したオリジナルの補強　　　　クラテースが指さす本の右側のページのヘブライ文字様の筆

であるが，オリジナルを含めると三つから成る層がそれぞれの異　　　記は全くの修復家の創作であった。

なる性格を持ちつつも，害となる乾燥時の過剰な張力の相殺を　　　　更にその指の左側の筆記部分の欠損は同様な創作的な補彩

行なう事が今lnlの処置の重要なポイントである。特に画面に裂　　　がされていた。

けを生じた占い麻布は異例であるが，裂けの補強を人れ，和　　　〈右角周辺部〉

紙の中打ち，更に洋紙の中打ちと裏打ちを行なう為に各層の間　　　　最も人きな欠損が集中している左角周辺から左辺に沿う巻紙

にセルロースとP．V．Atの混合の糊材を用いた。これはこれまで　　　の部分には細かく絵の具層が砕け，細かい欠損も多い。当然補

施されていた膠と小麦の糊の量より遙かに少なく，乾燥時の張　　　彩も多くなり筆記部分の頭文字や明瞭さを失った部分に描き加え

力は減少し，仕ヒがりの麻布の弾力性は増したと考えられる。　　　が余りに多い。さらに白い巻紙部分の補彩ではほとんどが補彩
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筆のタッチで被われているが，オリジナルの性格を欠き，方法

に補彩のセンスの欠如を認める，，

　この部分のヒ万に巻紙をつかむ親指があり，これも補彩が多

すぎ，呂：しく他のりべ一ラ作品に見られる指の形からかけ離れて

いる。これは洗浄後理解した事てあるが，この部分に裂けがあ

り，分細した親指の先の麻布を左寄りに5ないし6mm程ずらした

状態で川定し充顕，補彩されていた，，残念ながらこの状態で

改善する事は困難で，大変危険であるので放置した。

〈右肩の鍵裂き〉

　向かって右の肩から脇にかけてに見られるilfい鍵裂きの部分と

その周辺は黒い絵の具層の洗浄過多による擦り切れ欠損が多く

認められる。紫外線写真にも認められるように，大最のべた塗り

の補彩が考えられる。

・黒色の汚損の除去

ヒ記の洗浄を行なうに従い，左角の巻紙の下方の筆記の断片

が現われた。さらにかなりの時間を経過した黒く変色した古い膠

が絵の具層の亀裂の隙間にあるいは表面に残存して汚れを形

作っていることが確認された。これは前Illの修復がイタリア式の

方法を取り入れている事から推察して，コレッタ（膠に未晒しの

牛胆汁，砂糖のシロップ，白ワインの酢を混ぜた液体を画面の

亀裂の固定や表打ちの際の接着剤）の使川が考えられる。この　　　参考図5

接着剤は焦げ茶の色を持ち，絵の具層表面に残り着色したり，

奥深く麻布に含浸して画面の色調を冷たく落としてしまう。

　いかにせよ，これと同様の結果になっており，黒い膠を除去

する事が必要であった。

　それには顕微鏡を用い，僅かずつ亀裂の隙間や絵の具層表

面の膠を水で膨潤させ軟化したところでメスで掻き取った。同時

に不適切な充填が施されていた箇所も除去し，オリジナルの絵

の具層を表出させた。

・欠損部の充填

既に前ltTIの修復までに過去三回は充填処置がされていた。オリ

ジナルの地塗りに近い褐色系の充」眞，黄灰色，黄ばんだ白色，

白色の順に行なわれている。それらは細かい欠損部で著しく全

体的にオリジナル画面より低く，周辺の亀裂も適切に固定されて

いなかったために，オリジナル絵の具層にかぶさり，その上から

補彩が行なわれ原作性を欠くものであったが，今回の洗浄と古

い処置の除去の工程で改善した。前回の処置で，面積の大き

い箇所では表面の性格をオリジナルに近づける事が困難であっ

たため，油絵の具の様な溶けにくい絵の具で，欠損部に交差す

る格r一線が描かれており，その11から補彩が施されていた。

　既に大きい1川積の部分は新しい素地と人れ替わっているが，　　　o

部分的にオリジナルの絵の具層より高くなった所は紙ヤスリですり　　　‘

減らし調整した。充填は白亜（天然炭酸カルシウム）に膠液を混　　　参考図6

ぜたものを用いた。新しい充填で絵の具表面の筆跡を復元しな　　　補彩は下補彩と仕上げ補彩とに分け，ド補彩はニュートン社製

ければならないところは，柔らかめの充填材の表面に剛毛の筆　　　のガッシュを用い，仕上げで可能な限りニス絵の具を用いない

を当てて塑形した。著しくオリジナルより低い筒所は新たに足し　　　で済むように，オリジナルの絵の具の性格を持たせるようにし

て高さを調整した。乾燥後，吸い込み止めに漂白シェラック10　　　た。

％（ill　Ethyl　alcohol）を充鎭部に含浸させた（参考図5／補彩　　　　前回の処置で描き加えがされていた筆記の欠損部は新たに

前）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　描き加える事はせず放置した。右手親指の変形は多くのりべ一ラ

・補彩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の作品の指の描写を参考にし，形態が自然に感じられるように

40



再構築した。

・仮ニス

ダマーニス6％（ill　Terpelltin）をhill毛で塗布。

・仕llげ補彩

仕．ヒげ補彩はニュートン社製油彩絵の具を吸い取り紙で油抜き

したものにダマーニス6％（il）Terpentiii）を加えて行なった。希

釈液にはテレピン精油を川いた。

●仕．hげニス

乾燥後，仮ニスと同様のダマーニス6％（in　Terpentin）を刷毛

で一1日1塗布（参考図6／処1置後）。

追記：

額は人れ．r一の部分を改良。被りにフェルト2mm厚を貼り付け，画

面の保護となるようにした。更．に裏面の保護として，20mm角の縁

を回し間隔を取り，通気口を設けた裏板を付けた。

〔保存対策〕

処置後の保存対策として考慮されるべき点について述べる。

1．画面の伸縮が起きていないか否か観察し続ける。特に画面

　　の張力の微妙な変化に注意する。

2．環境の急激な変化に耐えるとは限らないので貸出要注意作

　　品扱いとする。

　　貸出は完全密閉ビニール梱包，ダブルパッキングケース仕

　　様とする。

　　貸出先の保存条件が不適切な場合，クライメイトボックス設

　　置を要求する。

＊本作品修復調．査に当たり，Galleria　Nationale　d’Arte　Palazzo　Bar－

　belliniの・｝：任修復家Paola　Salmucci氏よりイタ］J　7伝統の裏打ち技法

　を御教授頂き，多くの示唆を得られましたことを紙面をかりて感謝いたし
　ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

After　air　transportation，　the　canvas　painting　Portrait　of　Philo－

sopher　Crates”of　Jusepe　de　Ribera　was　found　suffering　from　three

long　tears　in　the　middle　of　painting　surface．　The　painting　has　been

recently　relined　with　animal　and　flour　glew，　which　often　has　a　risk

of　causing　such　a　drying　damage　for　alterated　canvas．

　　The　immediate　cause　of　the　damage　was　the　environmental

change，　in　paticular，　the　intense　RH　change　in　the　crate　due　to　the

low　air　pressure　durling　air　transportation．　This　damage　resulting

from　the　transport　clearly　shows　that　the　single　crate　is　not　suffi－

cient　to　maintain　RH　factor　inside．　The　painting　was　preserved

in　the　Museum’s　storage（RH　value　55％），　two　to　three　days　after

unpacking，　then　the　contraction　of　the　buckling　was　significantly

lightened．

　　Considering　these　phenomenon，　the　necessity　of　a　complete

restoration　was　suggested．　Although　temporary　treatment　would

help　to　flatten　the　surface，　the　shrinkage　on　the　back　surface

would　not　be　restrained．　Rather，　such　temporary　mesures　would

only　increase　the　possibility　for　the　buckling　to　recur，　or　would

cause　new　creases　near　the　actual　damages．　In　either　case，　the

shrinkage　would　remain．

　　The　treatment　for　removing　the　shrinkage　factor　from　original

canvas　was　done　with　the　fo｜lowing　two　measures．

1．Removing　the　relining　and　all　the　other　materials（animal　and

　flour　glew　in　particular）from　the　old　restoration．

2．Reinforcing　the　original　canvas　tears　with　interlayer　of　Kent

　paper　which　would　be　stretched　with　new　canvas．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Kimio　Kawaguchi）
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修復記録
Restorations

［平成2年度修復処置］　　　　　　　　　　　　　　　　シャルル・コッテ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ムーラン・ルージュの女たち》
アドルフ＝ジョセブ＝トマ・モンティセリ　　　　　　　　　　油彩，ヵルトン

《カシスの港》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36．5×51×O．4cm

油彩，樫板　　　　　　　　　　　　　　P・1959－40
34・3×51×1・3cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保存状態：
P．1959－160

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1頂面の汚損
保存状態：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．カルトン素地の左側辺が10mmにわたり厚さが不足し，

1過剰な保護ニス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曲げ折れている
2．ニスの黄変
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　修復処置：
修復処置：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．カルトン素地の折れの平面化，人工樹脂の含浸強化

L保護ニスの洗浄　　　　　　　　　　　　　　　　　　2素地の厚さ不足部分に新しいカルトンを接着補強

2保護ニス塗布　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．画面清拭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（i可II’z＞H｛）

1平成3年度修復処置」

フセーペ・デ・リベーラ

《哲学者クラテース》

油彩、カンヴァス

124×985Cln
P。1989－1

本年報修復報告，し｝（pp．35－41）参照。

コルネリス・ド・へ一ム

《果物籠のある静物》

油彩，樫板

44．5×72．5×O．6Cm

l，」99〔D－2

保存状態：

1．額ド被りの右ヒ角から12cmの所に6×8mmの欠損

　（額ドに固着）

2過剰な保護ニス
3．ilfい補彩の黄変

修復処置：

1．欠損部周辺の固定（接着剤0）含浸）

2．lliニス洗浄

3．lliい補彩除去

4．充∫眞

5．補彩

6．保‘護ニス塗布

7．額装

ジャン＝フランソワ・ミレー

《春（ダフニスとクロエ）》

油彩，カンヴァス

235．5×134．5cni

P．1959－146

イ呆イf斗犬態：

古色ニス（アスファルトを含む）が褐色に変化，

不乾性のため滴下

修復処置：

1．古ニス洗浄

2保護ニス塗布

3額装改良
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展覧会貸出作品
Loans

「『静物』一近代から現代へ」　　　　　　　　　　　　　　　Jean　Debuffe－leetrosρe（・tive

1990年4月21日一6月1（）日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4Dec・1990－17　Feb・1991

静剛11、茂術館　　　　　　　　　　　S・hi・n　Kunsth・II・F・a・kfurt
P．1959．22　ボンヴァン《静物》　　　　　　　　　　　　　　　　P・1979－3　デュビュッフェ《美しい尾の牡！卜》

P．1959－59　クールベ《りんご》

P．19．・81－1　ダウ《シャボン玉を吹く少年と静物》　　　　　　　　　Co「ot　to　Monet：7’he　Ie　ise　of　Landscape

P」981－3　セールス／スフート《花環の中の聖母子》　　　　　　　27Jan・19？1－5　Jan・1992　　　　　　　　　　．

P・1981－4ド・ラ・ポ・レト《桃・杏・李》　　　　天鵠蒜織蒜溜IIハM　Galle「y°f　Sclence　and

ll　mondo　delle　to　rri：da　BabiloniaαMαnhatlan　　　　　P．1959－147モネ《睡蓮》

7Juri．－　9　Sep．1990　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

Comune　di　Milano，　Settore　Cultura　e　Spettacolo　　　　　　「ヨーロッパ近代絵画の流れ一ミレーからピカソまで」

P．1969．3　ムリーリョ《聖フスタと聖ルフィーナ》　　　　　　　　　　1991年1月10日一4月15日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浦添市美術館

「ブリューゲルとネーデルラント風景画」　　　　　　　　　　　P．1959－61クールベ《罠にかかった狐》

1990年7月IOll－9月16日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・1960－1　スーチン《狂女》

京都国立近代美術館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・1959－156モネ《ラ・ロシュ・ギュイヨンの道》

P．1969－5　パティニール《エジプト逃避途f二の休息》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「光の讃歌一印象派」

「近代フランス絵画の華一19世紀リヨンの栄光」　　　　　　　1991年3月21H－7月28日
1990年7月20日＿12月2日　　　　　　　　　　　　　　　　　　松坂屋美術館（名ll渥）／奈良県“万矧イ1∫館／ひろしま美術館

岐阜県美術館／茨城県立近代美術館／ふくやま美術館　　　　　　　P．1959－5　アマン・ジャン《日本婦人の肖像》

P．1959－175ピュヴィス・ド・シャヴァンヌ《貧しき漁夫》　　　　　　　　P・1959－114ローラン《テラスの二人の婦人》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．1959－128マルタン《縫い物をする女》

「ヴァン・ダイク」展　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P・1982－1　マネ《花のtliの子供》

瓢㌫ご甥呈　　　　　「ピカソ版画」
P．1984－5－nセッティ《愛・）杯》　　　　‖曇塁㍑纏㌫；，；Illil∫立rl、1際版画美術館／北九，J，卜II的

「近代彫刻の流れ＿西洋と日本」　　　　　鄭i館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．1977－3　ピカソ《顔》
1990年9月29日一11月4H

北海道立旭川美術館　　　　　　　　　　　　　　　　　「心をのぞいた美術家たち＿シュルレアリスムへの招待」

P．1959－4　ロダン《接吻》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1991年7月13日一9月1日

「デューラーからホニックまで＿版画。）表現5。。年」　　幽県立近催術館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．1965－5　エルンスト《石化した森》
1990年10月7日一12月2H

田川耐国際版醸緬　　　　　　　　「ジャン．フランソワ．ミレ∋
G・1974－2　デューラー《ゲッセマネの祈り》　　　　　　　　　　　1991年8月15H＿12月8日

麟二i‡〈麟篇講》　　　　東急文イヒ村ザ・ミユージアム／京都・1∫美術fM’｛／11J梨県ほ術館

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．1959－146ミレー《春（ダフニスとクロエ）》

「ピカソと「体」　　　　　　　　　　P・1989－1ミレー《1／q季の連作のための習作》

1990年11月3U－12月9日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　．

徳島県立近代美術館　　　　　　㌶耀蹴㍑一Skulpturen　und　Zeichnungen
P．1974－4　ピカソ《アトリエのモデル》　　　　　　　　　　　　　　16Sep．1991－16　Jan．1992

P．1974－5　ピカソ《男と女》　　　　　　　　　　　　　　　　　　Stadtische　Kunsthalle　Mannheim

P．1978－1　ピカソ《横たわる女》　　　　　　　　　　　　　　　S．1959－5　ロダン《美しかりしオーミエール》

P．1967－3　ピカソ《三人の浴女》　　　　　　　　　　　　　　S．1959－42　ロダン《三人のフォーネス》
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S．1959－38　ロダン《オルフェウスとマイナーデス》

S．1959－19　ロダン《立てるフォーネス》

「ヴラマンク」

1991年10月9日一11月14日

ニューオータニ美術館

P．1990－6　ブラマンク《町役場》

「からだのイメージー西洋と日本の人体表現」

1991年10月19日一12月1日

静岡県立美術館

P．1974－1　エル・グレコ《十字架のキリスト》

P．1979－6　ドーミエ《マグダラのマリア》
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新収作品一・覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この『’覧には『IK1、7酒洋美術館年幸艮N・・23－24』に収載分以後・平成

List　of　New　Acquis　itions　　　　　　　　　　　　　　　2年4戊1から’r成4年3月までの2年間に’li館のr’算で購入した作品お

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よび寄贈作品が含まれる。所蔵ts　；J一のPは絵画，　Dは素描，　Gは版

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画，Lは，1｝籍，　Sは彫刻を示す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　This　list　fo110ws　the　Annual　Bulletin　of　the　National　Museum

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　Western　Art　l989－1990．　It　contains　all　the　works　purchased

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　or　donated　between　April　1990　and　March　1992．　The　number

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tailed　to　each　item　indicates　the　museum’s　inventory　number：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pis　for　paintings，　D　for　drawings，　G　for　prints，　L　for　books　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sfor　sculptures．

購人作品
Purchased　Works

エミール・ベルナール［1864－1941］　　　　Delteil　224，　Harris　204，　Gassier／Wils・n　1149　　　25x35cm（版）

《吟遊詩人に扮した自画像》　　　　　　G’1990　2　　　　　　　　　　　　　　　右Lに翻

1892年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ηzい吻・～ted〃oor　Gazul　is　the　first

欝∴dll＿、　野ずi牡牛を狩るも∵の方念㍑鷺二蒜㌦一
s吻θ〃励・w乃傭4蹴　　　認；狸蕊インい一ニッシャーsドブイポイン　㌫蕊，lll㍑1，M）
1892　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　245×35cln（版）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Numbered　in　uPl）cr　rigrht　nlargill：5

1鞠∴llnvas　　　　　　イdle・翻　　　　　　　｛1：i；；6］，i2°81（；／W」157
㌶）（㌫、。、1。、，、，、，，ns．　　　　A・W・⑳・輌砿・9・n・f・ot
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etchmg，　btirnis　hed　aquatmt，　drypoint　and　burin　ol）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋸鍔恩、（plate）　　　　　　　　　　《広場でアラビアン・マントを使って別

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N。mbe，ed　il1。pp。，．，ight　margin、2　　　　　　のカペーオをするモーロ人》

コルネリス・ド・ヘーム［1631－1695」　　　　き：ll8b！，1・20s・　G／W」151　　　　　　　　　　エッチング，アクァティント，バ＿ニッシャ「ドライポィン

《果物籠のある静物》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；㌣澱託版）

1654｛噸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右1：に番号

S1！”LOfe　with　a　Bas’leet　of　17n‘its　・。チ・グ，ア・ア・，ンい一二。シ。・一一、・ラ・ボ・。　，、，h、。9，．bur。、，hecl　aqu、、tint　and　d，yp。ln，。。1。、、

6il611　Pan。　　　　　　　N・ft－…蜘1紙　　　　　　P・p・・t
I聯5CI・　　　　　；音㍑1脚　　　　　ζ｛漁；・㍑lr　r・。・・．mar、in、6
・・t；・N・wA・q・i・i…11s．　　　　Th、・M。＿醐仇輌ηg晦，ψ　｛1：｛；；；1・！；’2°9’G／W’1159

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃ze　SttPersti！ions　of　the　Koran，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　adopted　1万∫art　of　hztnting，　and　sPC）（ll・’

フランシスコ．ゴヤ．イ．ルシエンテス　　　abZtll　in　the　oPen．　　　　　　　　　《鈷槍もしくはバンデリーリャの起源》

［．1ヱ4611　S．2S・1　　　　　　謡盤1「nished　aquatlnt’（1「yp°int　andbu「in（）”；rl㌘アクアティント・バーニッシャー・ビユラ）一・　”￥

〈フ・タウロマキア〉（33点連作）　　　　　　25×35cm（plate）　　　　．　　　　　　　　24．5×35cm（版）

撒（181・｛・酬　　　　　　麗ξ溜。llど1需11㍑ht　ma「gln：3　　　仙こ翻
Francisco　Goya　Y　Lucientes　　　　　G・199〔｝’4　　　　　　　　　　　　　0rigin　Of　the　harPoons　or　bαnderillas
l1746－18281　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Et・hi・g．　bur・i・hed・q・ati・t　a・d　b・・in・・1・i・l
La　7辺脚7ηα醐α（The　Bullfight）　　　　　　　　　　　　　　　　　P・p・・
εi；；）∴叉1；；（P”blished　in　1816）　　　　　　《囲いに入れられた別の牡牛をカペー　　ζ：ぷζ三；iil’：1；；，　righ、1n。，gin、7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オするモーロ人》　　　　　　　　　　　D・230』・21（［・G／W，ll61
Provenance：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　（｝．1990－8

Acquired　in　Paris　in　l870，　private　collection，　US．　　エッチ〈ク・アクアアィント・バーニッシャーtドブイポイン

A，Shuyu　Gallery，　Tokyo．　　　　　　　　　　　　　　　　ト・ビュフン・費ぴ）ll紙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24．5×：Sscm（版）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イiLに翻　　　　　　　　　　　　　　《闘牛場で牡牛の角にかけられたモー

《昔のスペイン人が馬に乗って原野で㌘㍑…・ther　・with　the　ca／）・　in　an二傷。，アテ，ン、バー二。シ。－s，。，ポ，ン

；㌶瀕雑ニー一・欄i駕霊⌒　副…噛灘1鵬
撫1卿1㎜1964による／以ド同じ）　麟：；・・；ll｝酬ht－4　＝；1：《《㍑、｛繍蒜忽㌘6

認㍑㍑、㍑～漁α㌶冤。、6。、〃　　　　　　　　　　　耀瓢漂

；㌶＝《忽，＿＿、d鰹麟諜㌫㍊燗｛にi灘；1撚lll§ht㎜卿8
；織cm（，1。、，，　acc、，rdi。9、。　T．Harr、，196、）　エ・チ・グ，ア・ア・・ント，バー二・シ。一，ドライボイ・

Nuinberecl　in　upPer　right　margin：1　　　　　　　　　　ト，費（ノ）日紙
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㌫㌶騎士が馬をやられた後でi：i藍翌1聯溜tma「gin：　13　㌘嵩＝㎡”＝12θ’””te　「’”g

エッチング，アクアティント，バーニッシャー，ビュラン，饗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etchin9・burnished　aquatiT）t　and　dl’yP《）iTlt　on　laid

の目紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　》↑呈言355cm（，｜。，。）

i欝竃）輌繊⌒“吻i翼霧霧i購桑欝ll灘籔繍一一
hαZ／zng　lost　his　horse　　　　　　　　　　　　　目紙

Etching，　burnished　aquatint　and　burin　on　laid　　25×35．5cm（版）

胃鷺35。m（p1。t。）　　　　　　　　　　　右上に番号　　．　　　　　　　　　　　《同じ闘牛場でマルティンチョが見せ

W・t・・m・・k・MORATO　　　　　　　　　　The　Very　SkilfUl　StUdent　Of　FalCeS，　たもう一つの狂気》

ii欝i＝當tma「gin：9　＝鵠繧蹴6”S勧〃11㌶；狸確ンF・バー二・シ・一・・ライポ・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching，　aquatint，　drypoint　and　burin　on　Iaid　　24．5×35cm（版）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　paper　　　　　　　　　　　　　　　　　右1二に番号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25×35．5cm　（plate）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

《カルロス5世，バリャドリードの闘牛場　　w・t・・m・・kl　MORA・TO　　　　　　　　　Another　madness　of　his　in”1‘’w％

で，槍で牡牛を突く》　　　　　　　　麗雷16膓1；ど1語；欝tma「gi”：14　　　　　㌘ξ　　．　　．　　．　　．
エッチング，アクアティント，バーニッシャー，ドライポイン　　　G1990－15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E〔chm9・burnlshed　aquatint・　drypoint　and　1川1’111・on

・・費の目紙　　　　　　　　　　　　　　　瓢器（，1。、。）
膿劉版） 　　　　《有名なマルティンチ。，体をかわしな；》艦・；8＝tma「gin：　19

Cha「les　V　sPea「ing　a　bzall　in　the「ing　　がらバンデリーリャを刺す》　　　　　　　G’1990－20

at　Vallad・lid　　　　　　　　エ。チング，アクアティント，バ＿二。シ。＿，ドライポイン

臨h謡6よu「nished　aquatint’d「yP°i”t　and　bu「in°n　；歳蠕ζ費の目紙　　　　　　　　　　　《マドリードの闘牛場でファニート・アピ

25×35cm（Plate）　．　　　　　　　　　　右上に翻　　　　　　　　　　　　　　　ニャー二が見せた敏捷さと大川さ》

1辮1；ど贈　1° 　＝＝㌔罐聯罐　…：運温イン　紙
《英雄エル州別の牡牛を角で突驚㌶＝蒜忽・and　burin　on微㍑㌧綴鵠蹴〃it・

く》　　　　　　　　　　　　25×35cm（P1・t・）　　　　　　　　　Et・hi・9・・d・quati・t・n　I・id　P・pe1・
；rl蒜・・“，ア・アテ・ントー・シ・－t・・議曙㌶鞠・margin・・5　…曇㌶1闇ぽ・mai’gii）：　2・

25×35cm（版）　　　　　　　　　　　　　　　　　　G1990－16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1990－21
イfkに番号

The　Cid　Camlりeador　sφ　ea　n’ng　another

bull　　　　　　　　　　　　　　　《同じくマルティンチョ，マドリードの闘牛　　《マドリードの闘牛場の無蓋席で起こっ
Et・hi・9，　b・・ni・h・d・quati・t　a・d　b・・i・・n　1・id　場で牡牛を引き倒す》　　　　　　　　た悲劇とトレホーン市長の死》

難糠；ご〃　繕避一シー　1懸輸一シー　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　same　man　thrOWS　a　bZtll　in　the　　　Dreadfzal　evθnts　in　the　fro　n『1’O　WS　of

《槍や半月槍，バンデリーリャ，その他の忽＝忽ua、in，，、，yp。、。、。ndb。，、。。．㌘治㍑鵠⊇〃励／1’ビ

繋燃鷲嫌1・欝繊｛留一万　雛㌫　掘㎞㎝
鞭㌫版）　　　　　G’199°－17　　　　　㍑』1轍麟溜tma・9i11・・1
認，、㍑鰹瓢瓢閲1。㍑6《角先をボールでくるんだ牡牛を蹴G’199°－22

㌧一・aquatint　and　drypoint　on　laid　l纏簗㌶＝シ・「ドライポ・・講㌶誌㌶さ㌶㌃サ・）

25×35cm（plate）　　　　　　　　　　　　　　　　24・5×35cm（版）　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング，アクアティント，バーニッシャー，ドライボイン

麟鑑舗・margin：　12　㌫。r，．used　d。nle、ys　as　a　barrie，≧霞1’L］紙

・・19・・－13　　　　　　　t。4吻4伽勿、、屹卿η、r批ろ・〃　イ’f・，1：に翻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　whose　hoγns　have　been　tipped　with　　　Man！y　couragθof　the　celebrZ／ed

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　balls　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Paゾzaeleras　in　theγ‘㎎at　Sa　r（ti［；ro　ssa

《スペインの騎士，闘牛場で助手の手　　Et・hi・g，　bur・i・h・d・quati・t，　d・yp・i・t　a・d　burin・n　Et・hi・g，　burni・h・d・quatint，　d・yp。i。t。。d　b、lri，1。、

を借りずに短槍で牡牛を突く》　　　　　；聖；認，（pl。t。）　　　　　　　　　　　；；1；黒㌃「（pl。t。）

エッチング，アクアティント，バーニッシャー，ドライポイン　　　Nun〕bered　in　upPer　right　margin：17　　　　　　　　Watermark：MORA　TO
ト，饗の目紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D．240，H．220，　G／W・1184　　　　　　　　　　　　　Numbered　hl　upPer　right　margin：2㌘
25×35cm（版）　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・1990－18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　具・245・H・225’G／W・1194

イiLに番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・1990－23

蕊瓢號、　　　　　；鷲籔m（版）　　　　　ll謬把
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ノレfaノ’i（mθ　　C‘・hallθs，　　ali‘ts　　the　　ln‘／i（Ut，　　　　　　u）目拳氏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7’he　Zt　n　lu　ck．v　d（」a／ノ～　of　1’el）‘～　1110　　in　the

ん〃ミ〃～ぱλ〃垣ノ解his　horse，　　　　；il、：；1㌫版）　　　　　　　　　　　ring　at　Mα〃‘∂　　　．

Etchlng　and　bttrnislxcd　aquatint　on　lald　papI・r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching，　burTiis　hcd　aqllatint▼dryp（ハmt　aricl　l〕urirl　on

25×35cln　（platc）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　fo　rceグ？t　1　／eρndθn　stab∫　（l　bZtll　2vith　　　　　　laid　paper

蕊｛蕊撒憲曇・㎜刷膓・　　　㍑謬㌘㍑澱吻αs∫ん∂iε鋤　蕊運灘：ll翌・1輌⊇

G・1990－24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etchin9，　burnished　aquatint　and　buriii　‘川　laid　　　　G・1990－34

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pape「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25×35cm　（plate）

《同じセバーリ。ス，マドリードの闘場　蹴鵠、ilど需1瑞ht　ma「gil’：28

で牡牛にまたがり，短槍で別の牡牛を　　G」990『29
かわし打’つ》

エッチング，アクアティント，バーニッシャー，ドライポイン

1・，ビュラン，喪のH紙　　　　　　　　　　　《かわし身を見せるぺぺ・イーリョ》　　　　ルカス・ファン・レイデン［1489／94－1533］
24’5×35’5CI1】（版）　　　　　　　　　　　エツチング．アクアティント，バーニッシャー，ドライポイン　　《サウロの改宗》

川に翻　　　　　　　　　ト，ビ・ラ・，饗・Dt1紙　　　　　　　15。9年
The　same　Ceballos〃mounted　on　another　24・5×35・m（版）　　　　　　　　　エングレーヴィング
bu〃δ，嬬∪θ。～W。符励W。‘。9。τ　右上に翻　　　　　　　　28…41・m
M・di’id　　　　　　　興唖微物9オ吻㏄・・f　the　　Luca・van　L・yden［1489／94－1533］
E・・hi・いumi・h・・1　aqu・ti・t・d・yp・i・t　and　b・・i・・n　reC・　「te　　　　　　　　　The　C・nVersi・n　Of　Sazal
laid　Pi1Per　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching，　burnished　aquatint，　drypoint　and　burin　oll　　　　l509

㌫蕊㍑枇　．　　；撫：；、，1。，，、　　　　裏翻25
鵠翌、；W1；轟ht　ma「gm二24　　麗鵠，；lliラ毘ll鵠t　111a「gin：29　　・・199・－39

G．1990－25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1990－130　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P「ovenance：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Robert－Dun）es　nil（Lllgt　2200）；Paul　Prout6，　Paris

《犬を牡牛にけしかける》　　　《ペド…メー・瀞止した牡牛を殺ルカス．ファン．レイデン
ζ㌫㌫アクアティント・バーニツシヤー・ドライポィンす》　　　　　　　《ラザ。の復活》

245×35．5Cm（版）　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング・アクアティント・ドライボイント・ピュラン・實の　　　1507年

右hに1爵号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング

Th。y　1。。，，卿。n　th、　b。ll　　ll懲1；m（版）　　　　　28・・・・…Cm

罐bumished　aquathlt　and　d「yp°il’t°1ユ1aid　P・d…R・mer・killing　the　halted　b・〃號a㌶左》㍑S昆。。。。。e

245×35・5cii］　（Plate）　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　Etchin9・　aquatint，　drypoint　and　burin　oll　laid　　　　　15（）7

輿聯跳》繍ht　ma「gln：25　　耀・・．・gii］・P1、，，・　．　　㍑蹴、
G・199°－26 　　　　　　麗鵠、；1どラ㌫6ht　ma「9’T’：・”（？　　・；11’bg・－i・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G1990－31　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’rovenance：

《落馬して牡牛の下敷きになったピカド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Paul　P「°ut6’Pa「is

蕊・ア・・ン札一一…ポ・・勤蹴恩二。＿＿，。，マルティン．シ。一ンガウアー

24．5×35．5cm（版）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポイント，ビュラン，　i費の目紙　　　　　　　　　　　　　　　　11450頃一1491」

li　11に番号　　　　　　　　　　　　　　24・5×35Cm（版）　　　　　　　　　　　　《マリアを祝福するキリスト》

罐一一・嚇・酩躍1…晒一．呈㌶・グ
Et，hi。9，　b。r。i，h，d。quati。t　a。d　d，yp。i。t。n　l、id　Et・bi・9・bur・i・h・d・quatlnt・lavi・・d・yP・】・t　and　　’

竃翻㌫。　　耀駕卿＿，，，1　蹴蹴瓢職’4911
こ；どラ㌫　　

9：1；；6呈『3…2’2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊see　New　Ac（luisitions，

ト・ビユラン撰の目紙　　　　　　　　　　　　24．5×35crn（版）　　　　　　　　　　　　　《ミュージック・ホールの踊り子》

llf驚；：（版）　　　　　）（i　llCこ翻　　　　　　　1931・・．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TWO　teams　Of　picadors　thrown　one　エツチンク
Th・　celebrated　Picad・r・　Fernand・4el　aft、r　the・th，r　by　a　single　bull　　2°×17・3cm
TPro・draws　the　fierce　beast　on　with　　Etchin9，　burnished　aquatint，　drypoint　and　burin。n　　Jean－Emile　Laboureur　11877－19．　431

his　Piqzte　　　　　　　　　1・id　p・per　　　　　　　　　Music－Hall
Et・hi・9、　bur・i・h・・1・quati・t　d・yP・i・t　and　b・・i…　　24・5×35cm．（plate）　　．　　　　　1931

撚恩1，，1。t，，　　　　㍑撒鵠・；Wl詣ht　ma「gm認　　舗，n、
Numb・・ed　in・PPer　right　ma・gin・27　　　　G・199（）－33　　　　　　　　　　G．1996：42
D．250，H．230、　G／W．1204

G．1990－28　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1’rovenance：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gallery　Arche，　Tokyo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《マドリードの闘牛場におけるぺぺ・イー

《勇敢なレンドーンは，マドリードの闘牛　　リョの悲劇的な死》

麟饒鵠で突きなが6・その技嘉欝⊇『；インF’バーニツシヤードライポィン㍑善誌認ラブルール

ェッチング，アクアティント，バーニッシャー，ビュラン，饗　　　右上に番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1916年
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エングレーヴイング　　　　　　　　　　　　　コルネリス・ブルーマールト11603－16841　　　Cornelis　Bloemaert
l7・1xl3・9cm 　　　　　　　《寛容》　　　　　　　　Man　with・a　C・cfe
蹴麗i擁㍑㍊「　　蒜ζ繍ング　　　　警］竃　，
認avi。g　　　　　　C・rneliS　BI・emae・t【16・3－168・」　　G・1991－7
17，1×13．9cn〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　GenθrOSity　（aft．　／1．　BIOθmaeγt）　　　　　　　　　　　　　　1）rovenance：

G・199｛｝－43　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Light－Tunick　c（）llection；Arcadia（；allcry・T（，kyo

l；：1罐孟eT。k，、，　　　灘壁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フレデリク・ブルーマールト1　1610tt’（一］6691
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［雛＝lk、。llec、、。。、　A，cad、。　G。11。，y，　T。k，。　《アブラハム・ブルーマールト・）1・i像》

ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第一版）
ll720－1778］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング

《ローマの遺跡》（書籍4巻）　　　　　　　コルネリス．ブル＿マ＿ルト　　　　　　　18×15・m

…麗エング。一ウ，ン＝の日紙　ご鶯1》　　　麗c漂蹴識：㍑ll
53．5×39．9clll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13．：1×20．6cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （flrst　state）

Gi。van。i　B。tti，t。　Pi，an。，i　l　172。－17781　C。，n。li、　Bl。emae，t　　　　　撫Σll；9

Le／1　n　tichita　Romane　（4　vols．）　　　　　　　　FOur　PastOralS（aft．　A．　Bloemaert）　　　　　　G・1991－8

1756　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　provenance：

；17忠謡1㍑耀ll恕1潔㍑；認　｛1㌶㌫　　　　　　Light－Tuni・k　c・11ec・i・n・A・cadi・G・llc・y’T・ky・
of　Piranesi　by　Francesco　I’olanzani　in　voU．　　　　　　G．1991－3

議・繍＝　；；；1｛ll・1；lb；1；；i／°f4　瓢‡1；：・k、。11。、、、…、A，ca、1、。G。11，，y．．T。k，。フレデリク．ブルーマー，レト

F。ci11。n　144－368、370－395　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《アブラハム・ブルーマールトの肖像》

L」990－1～4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第二版）
P「！’とenallce：　　　　　　　　　　　　　　コルネリス・ブルーマールト　　　　　　　　エングレーヴィング
wi］li”m　II’　Schab　Galle．「y’　Ne“r　Y°「k　　　　　《牧歌的風景2》　　　　　　　　　　18×15cm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　Frederick　Bloemaert

16iS8｛1－・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13．3×2〔｝．6Ci丁）

i川彩…，　Giil板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　II《｝11stein　302　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Provellance：

」7×60clll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1991－4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Light－Tしmick　collection；Arcadia　G；tllcr・y，　T《）kyo

I）avid　I　Teniers　l　1582－1649．　1　　　　　　　　　Provellan『e：　　　　　　　．

1鷺・〃湖・≒レ・1…W輌　　Llght’Tumck　c°11ecti°11；A「cadlaGalle「y’　T°ky°フレデリク．ブルーマー，レト

（誓hl…pper　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《アブラハム・ブルーマールトの肖像》
1，1孟）留㍗　　　　　　　　　　　　　　　　コルネリス・ブルーマールト　　　　　　　　（第三版）

＊・（・・　New　A・q・i・iti・）ns．　　　　　　　　　《牧歌的風景3》　　　　　　　　　　エングレーヴィング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　18×15cm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l3・3×20・6cm　　　　　　　　　　　　　　　　　Frederick　Bloemaert

㌫穿蹴1）1・－69・」羅竃撫㌦Bl・e’maerO竃㍑）　　　　”
llll彩，カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13．3×20．6cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l8×15cm
80xlIOcm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ilollstein　3（）3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（；・1991－1〔｝

9謬蹴鵠蹴。n，　i；；繊、c。llection、Arca、＿㎞。掬。こ一一一・一・

（）il　on　Callvas

80）〈1｜OCm

P」991－2　　，、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クラース・ファン・ブレーン
＊s‘‘”　Ncw　AcqUisiti（）ns・ 　　　　　　　　　コルネリス・ブルーマールト　　　　　　《富める者と貧しき者》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《牧歌的風景4》　　　　　　　　　　エングレ＿ヴィング

儲イ・詳　　　　　　；瀦㌃1ング　　　　　24’2×17’3cm
竃巖聯とアンヌ’ドートリツ鴇》蕊灘㌦Bl。＿、曜露諮
？llングと一ヴィング　　　　　　　　E・9・aving　　　　　　　　　E・9・avi・9
30．F，〉〈2il・5cni　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　3．3×20．6cni　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24．2×17．3cm

An・・ym・u・　　　　　　1㍑1二113°4　　　　　　｛王～漂163（ii／°f　2）
協忽畷蹴罐認　γ｛：櫟：・k，。11。，，、。。、．A，cadi。G。11。1，＞rv。。k，．1瓢号　　：・kc。11ec，、。1）1、，c、dia　G、11erv，、To、y（，

（～ift．　Sadθler）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

1・）ngravin9

30．5×23．5cnl

G」991－1　　　　　　　　　　　　　　　　コルネリス・ブルーマールト　　　　　　　　ニコラス・ド・ブライン

Pr。vena。cel　　　　　　　　　　　　　《雌鶏さわり》　　　　　　　　　　　　《キリストと百卒長のいる風景》
Light・Tu・i・k・・11ecti・n；A・cadi・G・11・・y・　T・ky・　エングレーヴィング　　　　　　　　エングレ＿ヴィング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17．4×12．4cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43．2×68cm
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Nicholas　de　Bruyn　　　　　　　　　《聖トマス》　　　　　　　　　　　　　ジャック・ド・ヘイン
Lα㎎〔ノレz”4s‘γψ（’　lvi”～”te　C「ψ”／i”　　　St・77iθmas　　　　　　　　　　　　　　《アキスとガラティアとポリュフェモス》

647，κC／〃tist　　　　　　　　l回…i・1・37（i／・f　L’｝　　　　　　　．，、ング。＿ヴ，ンク
Eng…il）xr　　　　　　　　　　　G・1991－1E｝　　　　　　　　　　　：10，8。35．8C，、
43．2×68Cln

Holls．　tcin　711　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jacques　de　Gheyll　II

G・1991－12　　　　　　　　　　　　　　　　《聖マタイ》　　　　　　　　　　　　　　　／1〔怜，Gイz／イ1／（～r～and丹ノんρ〃θ勿痂α

Pr。VC、。。Cc、　　　　　　　　　　S／．　Mal〃～（～～V　　　　　　　　　　E。g，avi。9
Light－Tunick　collcctio！1；Arcadia　Gnlle：’y，1rokyo　　　　　　Ilolls　tcin　38（i／of　2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3｛｝．8×35．8cm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G」991－20　　　　　　　　　　　　　　　11011stein　3・17
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11．1991－28

ドメニコ・クストス115・・ヒn－1・121　　《聖ヤコブ（，1、）》　　　　　｝：盤糀：：kc。、，．，ti。，、A，c、d、。G。、。，y，T。k，、，

《読書する聖アンブロシウス》　　　　　St．　／ames，　the　Lesser

エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　Hollstein　39（i／of　2）

13・2×10・2cn｝ 　　　　　　　　　　　　　G・1991－21　　　　　　　　　　　　　　ジャック・ド・ヘイン

Domenic（）Cust。s　l　c．1560．16121　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　《皇帝ルドルフ2世の将校》

潔㌘θ・・熾・醐C・醐鑑㍑　　　　㌶繍ング
ぽ　；1｝i㌍　　　　ど鵠祁（i’°f　2｝　　　協鵠・蹴㍑E吻＿r
Pr・v・…ce・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1～z‘∂o励II
Light’Tunick　c°11ecti°11；A「cadia　Ga11e「y・T°ky° 　　《聖ユダ》　　　　　　　　　　　　　　　　Engraving

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SLカψs　　　　　　　　　　　　i’｛）6｛ζ潔器1（i／。f　3｝

ウイレム．ヤコプスゾ＿ン．デルフ　　聯1煕1（i／°f2｝　　　　G19～）1－29

1甥製オラニエ家の諸侯たち》《聖マ。テヤ》　　　麟｛撒一㎞一1・・；・ll・・y，　Tokyo

㌶蕊イング　　　　　　Sた〃〃〃燃
　．　　　　　　　　　　　　　　　II・11・t・i・42（i／・f2）　　　　　　　　　　　ジャツク・ド・ヘイン
濫麗跳b蹴1；蹴1ぽ1“、e　G”99’－24　　　　　《Jh（1・・1人ノ亡素より）》

1’1・itse　of　Nassatt－o・ange　　　　　　　　　　　　；㍑、詣ング
Engravirig

432×57cni　．．　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jacques　de　Gheyn　II

｛1‘；｛；；1二i∴95（1i1／°f　3）　　　　　　　　　　ジャツク・ド・ヘイン11565－16291　　　　　　7セ〃η（aft．　t」（t7？Mander）

P，。venallce、　　　　　　　　　　　　《食前の祈り》　　　　　　　　　　　1浩1：；；ll塁，，

Light・Tullick　c（川ectiol1；Arcadia　Gallery，　Tokyo　　　エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　llollstein　423
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27．5×40．7c1n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（；．1991＿3〔）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jacques　de　Gheyn　II　l　1565－162g　l　　　　　　！・！一。、℃niu、『c：　　　．　　　　．　、　　＿

ザカリアス・ドレンド11561－1604頃l　　　　　The　Saying　Of　G「（iCe　　　　　　　　LIght’1－unick　c°Ilecti°n；A「cadia　Gallc）「y’1°ky°

〈キリストと使徒たち〉　　　　　　　　　言§蒜lgn、

；㍍一ヴィング　　　　　｛1？㌫ll4　　　　　　ジャツク．ド．ヘイン
Zacharias　Dolendo［1561．c．16041　　　　Pr。ve。ance，　　　　　　　　　　　　　《火（四大元素より）》

C燃！・・∂肋・・〃・・励∂・砺，〃ノ　Li“ht”1’unick　c°llecti°n；A「ca〔lia　Galle「y・T°1〈y°　認≧1ング

EIlgrav1119

憲竪謬　　　　ジャツク．ド．ヘイン　　　毘蹴嚇徽勿
Pr。ve，。nc。、　　　　　　　　　　　　　《太鼓に座る軍人》　　　　　　　　　　1㍑∵㍑嘉n
Light・Tunick　collection；Arcadia　Ga1｜ery，　Toky《）　　エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　II611stei；426

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21×17cni　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（｝．1991－31

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jacques　de　Gheyn　II　　　　　　　　　　　　provenance：
《聖ヤコブ（大）》　　　　　　　　　　　　・4FUrious；・VarriOr　Seated　On　a　Dn〃m　　Light“Tunick　collection；A「cadia　Galle「y・Toky（）

sけ蹴批傭τ・・　　　　鵠号Σ；：9
Hol｜stein　33（i／〔）f　2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ilollstein　126

G・19．　91－15　　　　　　　　　　　　　　G．lggl－26　　　　　　　　　　　　　　ヘンドリク・ホルツィウス11558－16171
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pr。venance、　　　　　　　　　　　　　〈聖母の生涯〉

《聖ヨハネ》　　　　　　　　　　　　　　Light’Tunick　c°11ecti°ll；A「cadia　Ga｜le「y・T°ky°　　エングレーヴィング

St．／θhn　t’he　I±“vangelist　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hendrik　Goltzius　l　l558－1617］

｛王㍑i；｝・：14　（i／c）f　L？）　　　　ジャック・ド・ヘイン　　　　撫罐㎡τ晒顧〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《農家のある風景》　　　　　　　　　　II・11steil19～14
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（｝1991－32～37

《聖ブイリプス》　　　　　　；：Z蒜C。、　　　　　　，∴、：e。ance，
St・，PhilliP　　　　　　　　　　’　、　　　　　　　Ligh・．Tu。i，k　c，，Ilec・i。，、　A，c。di。　G。Ile・y，　T・ky・
Ilollstein　35（i／of　2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jacques　de　C；　heyn　II

（｝．1991－17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Landscal）e　～1／ith　the　FaγmhoZts（≡～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etchin9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　202×30・7cm　　　　　　　　　　　　　　　《受胎告知》
《聖バルトロメウス》　　　　　　　　　　　Ilollstein　293　　　　　　　　　　　　　　46．5×35cnコ
St．　Baγtholθmew　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1991－27

H。11，t。i。36（i／。f　2）　　　　　　　1・r。ve。a。ce：　　　　　　　　　7“h・e　Annitnc’iatiθn
G．1991－18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Light－Tunick　collecti《m；Arcadia　Gallery，　Tokyo　　　　46．5×35cm
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Ilollstein　9　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴイング　　　　　　　　　　　　　　　《メリクリウス》

G・1991－32　　　　　　　　　　19・9×13・lcm　　　　　　　　　　35。20．9cn、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ilelldr！k　Goltzius　　　　　、．　　　　　　　〃（7π〃ノT

《聖母のエリザベツ訪問》　　　　　　　　丑”伽2τof　lacques　de　lα／”keille　　　　35×20．9cill

46×35．1Cm　　　　　　　　　　　E・9・・8i・9　　　　　　　　　　　H・11・．・t・i・：SOI
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19．9×13．lcni　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（｝．1～）91－47

The　　〕Visitation　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ilolls．　tein　l82

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（｝．1991－40
46×35、lcm
Hollstein　10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Provellance：　　　　　　　　　　　　　　　　　　《バツカス》
G・1991－33　　　　　　　　　　Ligrht－Tu・i・k・・Ilecti・・；A・cadi・G・ll・・y・　T・）ky・　35。20．9c1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bacchu∫
《羊飼の礼拝》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35×2｛｝．9cm
46×：15cni　　　　　　　　　　　　　　ヘンドリク・ホルツィウス　　　　　　　　H。llst；i。302

The　Ad・痂・励・SW応　＞Z㌘；1：）メルスの肖像》　　（｝’1991－48
46×35c1丁1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　197×12．7cm

Il°Ils　tein　11　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　《サトゥルヌス》
G」991－34　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hendrik　Goltzius　　　　　　　　　　　　　35×20．gcm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pθi：／励Of／bsina　Ilai・nels　　　　　Satzイrn

《キリスト割礼》　　　　　　；1》∵濃n、　　　　　　　、5。1。．，cn，
46．5×35．lcni　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ilollstぐill　185　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hollstein　303

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1991－41　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（｝」991－49

TI2e　Circztmcisilon

罐溜　　　　　㍑蕊：：kc・11ec・・一・A・ca・・1・　G・11・・Yi・・ky・・

（；」991－35

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘンドリク・ホルツィウス

《マギの礼拝》　　　　　　　　　　　　ヘンドリク’ホルツイウス　　　　　　　　《ブイリツプ・ハレの肖像》
1；6×35c111　　　　　　　　　　　　　　　〈古代の神々〉　　　　　　　　　　　　エンルーヴィング

　　　　　　　．　　　　　　　　　．　　　　　　　　　エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　152×13．5cm

羅、詰4θ〃蜘肋”㎎7　　11e。d，ik　G。lt，iuS　　　　He・d・！k　G・lt・！・S

ll・ll…i・13　　　　　　　　7ソ，♂，伽、　G。d、　（aff．　1’olidor・da　P・rtrait　of　Phillip（in”1’
G’1991　36 　　　　　　　Ca　1”（1　vclgsri・ノ　　　　　　漂隠n、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engrraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Holls　te’m］90（ii／of　3）

《Ki　，，　t2ii（族》　　　　　　　　G・1991　42～49　　　　　　　G・1991－5・
，16。35cm　　　　　　　　　　　　P「・ve・・mr・・　　．　　　s　　　　　Pr。ve。a。c，、
　　　　　　　　　．　　　　　　　　1・ight－Tunick　c・Ilect1・・；Arcadi・（・・11cti’y・　T・ky・　i－．ight－Tu・i・k　c・11ecti・・；A・cadia　Gnllい・y．’［’・・kyo

7『7～（・Holy翫〃〃ん1｛・，i／1～ノohn　tlze

Ba／）tist

；1蒜；㌫14　　　　　　　　　　　　　《ユピテル》　　　　　　　　　　　　ヘンドリク・ホルツイウス

G・1991－37　　　　　　　　　　　　　　　　35・1×2（｝・8Cm　　　　　　　　　　　　　　　《イクシオン》

一 　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　ノltpiteγ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35．1×20．8cni　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I）・311・lcm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll‘1艦ソ96　　　　　　He・d・ik　G・lt・i・・．

ヘンドリク・ホルツィウス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加θη4尻Co　rnelts　v（1　・7211tia；’1（・〃り

課㌫酬り》　驚ごン》　　！1欝一一
｝跳＝鋤1、ぽ宿‘。ノ撚1；，　　　㍑1㍑一・輌一・…；・ller…’okyo
Engravin9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（；．1991－43

17，5×12．6cnl

I刷steil150鰍’f　2）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘンドリク・ホルツィウス
G・1991－38　　　　　　　　　　　　　　《プルート》　　　　　　　　　　　　　《敗戦》
1：1㌫！；蕊：k，。ll。，、、。。、　A，c。d、、（、。11，，y、・。ky，，・5…21cm　　　　　　　乏・グ靴一ヴ・ング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PIZtt。　　　　　　　　　　2°・L）×29・5cm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll5．2×21cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hendrik　Goltsiuz

ヘンドリク・ホルツイウス　　　　｛1（；ll縞』298　　　　　　　””迦3の¢励
《コールンヘルトの肖像》　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　；1叉㍑凝n、

灘ニヴ・ンク　　　　　《ウルカヌス》　　　　　ll‘；1贈1：IL’9　（i／（｝f　2）

｝鴉贈・脇・蹴＿C。。rnhert　l㌘ご　　　　｛㍑｝1蒜一川・一一“・－
Ellgravillg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 35・2×20・9cm
1　L），K　il2cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 II《）119・　tcin　299

11°ll”’　tcin　180（iii／°f　3）　　　　　　　　　G’1991－45　　　　　　　　　　　　　ヘンドリク・ホルツィウス派
G・1991－39　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《青＄同1時fk》

1：；淵三；；：一・…一・A・cad・a　G・11σ・脚・蕊瓢　　　　　蒜蒜インク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sol（AX）ol／on？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　after　Ilendrik　Goltzills

ヘンドリク・ホルツイウス　　　　・5．…（1．9cpl　　　　　　　The　4ge・of　Bi’（〃・z・’

《ジャツク・ド・ラ・ファーユの肖像》　　麟二葛；3°°　　　　　　総1㍑、
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II°llstvin　51：1．　　　　　　　　　　　　　ヘンドリク・ホルツィウス　　　　　　　　　TheodOru　Matham　1　1600．16．1，g　1
G・1991－53 　　　　　　　　　　　　　　　《マルキウス・スカヴォラ》　　　　　　　　1）（〃’b’r／1！　t！／’Di・．仕．ハソs

Pmv・・imr・・　　　　　、　、　　エンクレーウィンク　　　　　　　　　E・9・…i・lg
I・i“ht－Tulilck　e〔）llecti°ni；’X：’c；tdi“　G；tll｛n’y．　’1（°ky（｝・5・：…ll・・Ctll　　　　　　　l，e，・；i，llll∴11，，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ilendrik　GoltziuS　　　　　　　　G・199卜6，1

ヘンlilリク・ホルツー〈ウス派、、　　忽驚s‘噺／　　　　㌫：！1箒い、品、，1．．，c。d・、　G恥．脚，

《人類の破滅を画策するイ・プトゥヌス》　　35．駆2：圭．2Cm

エンクレー川ング　　　　　　　　　II・U・t・ill．　16・1（ii／・f　2）

1…剛・・C・ 　　　　　　G’1991－”9　　　　　　　ヘルマン．ヤンスゾ＿ン．ミュラ＿
・ft・・H・・d・ik．　G（）1・・ius　．．　｛：1；隅1蒜lk　c。、。c、。11；A，c。（｜i。　G、・1。，y，　T。・y。　11r），1・ヒ！［i－・｛・1・71

Nψ／〃〃（・1’！θ〃m，g〃～‘・Des！1’tt（rtiθノ～of　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《人類の堕落》

Man　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング
鴇㌻：1緊ll1　　　　　　　　　　　　　ヘンドリク・ホルツィウス　　　　　　　　1）’L？　L？　’llcn〕

II°Ils　tein　i）17　　　　　　　　　　　　　　《マルクス・クルティウス》　　　　　　　　　Ilermall　Jallsz．　Mしiller　lc．15tiO－16171
G」99ト5’1 　　　　　　　　エ。グ．一ヴ，ング　　　　　　　　η…凡・11・∬”・〃・ん〆・・∂励・1伽・・励
1）「（．）Ven；mce：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：〕5．2×23．5Cn）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engl－avillg

Light・Tunick　collecl．ioi1；Arcadia（｝allcr＞r，　Tokyo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D．22．3cl〕〕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hendrik　Goltzius　　　　　　　　　　　　　　Ilollstell】79
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ma　rcitts　Ct〃rtiits　　　　　　　　（｝・1991－65

ヘンドリク・ホルツイウス派　　　　　　　謡賜1！凝n，　　　　　　　　　　　　｛：｝猟：！ll器：：k　c。llcctio。；A，cadi。　G。11。，y，　T。ky，，

《大洪水》　　　　　　　昌‘；；漂，1‘5（ii／°f　2）
エンクレーウィング
16・：1　〉“’　LN　，7cm 　　　　　　l：101：：！濡：k　c。，，。c，i。，、　A，c。di、　G、｜1，，y．眺、，　ヤン・ミュラーll571－16281

after　I　lendrik　Goltzius　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《バルタザールの供宴》

7ソ～（・力（M禦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エンクレーウfング
En，krr；ivingf　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35－t・IO．L’Cm

麗蕊㌻・　　　㌶㌘駕‘㌶　　瓢㌫　・㍑11“、、“r
Pr。Ve，，、nC。、　　　　　　　　　三ζグヒ∵ブィング　　　　　　　　E・9・…i・9
Light，Tu，i，k　c、lnecti。。；A，cadia　G、ll。，y．　T・ky、・　3・）・3×23・：lcn］　　　　　　　　　35・・t・．2cm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hend・ik　G・lt・i・・　　　　　1！1；1ぽ1、　ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Titztsル1anliz・ts
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）rovCnancc：

㌫忽㍑鵠派　　罐㌔μ、、，　　　U⌒k°…川㎞d面（ぬ1㎏・輌
エンクレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・1991－61

！漂懸n、　　　　　　ヤーコプ・マータム［1571－16・ll　　㌫《蒜イン’
II・Ilstein　527　　　　　　　　　　　　　《ホル’ソィウスの肖像》
G」991－56 　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　Jan　Muller
P！・・vellal1CC：　　　　　　　　　　　　　・4：1×29Cm　　　　　　　　　　　　　　Afi〃cr1’～’a　1，α／bv〃（・r（　7t／（・S（〃ld〃‘〃S
I・i・ht－Tunick　c°llecti°n；A「cadia（｝alle「y・T°ky° 　Jac。b　M、tham　l　l571－1・・311　　　！・〃・e　T（・〃1／）／l！｝b／一　1〃…〃θ・嫡・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　几γτ励of　Gイ）1rz～〃s　　　　　　　　》；1烈；1器、

ヘンドリク・ホルツイウス　　　呈；ハ裟1；9　　　　　　11・llぽ；6川i川・
《聖トマス》　　　　　　　　　　　　　　Hollsteil1378　　　　　　　　　　　　　　　　“
≧二・・ン・　　　　Sll：1きce，　　　　｝：；㌫1；1；：：｜一・le…一・A・cad・・G・ll・・y．胸・

He。d，ik．G。lt，i。、　　　　　1・ight’Tunick　c°11ecti°n；A「cadia　Galle「y’T°ky°

6蕊㍗　　　　　　　　　　　　ヤン・ミュラー
12　）〈／　1C｝cm　　　　　　　　　　　　　　ヤーコプ・マータム　　　　　　　　　　《オラニエ公マウリッツ》
｛：㍑；U

　　　　！銃ぢク　　　㌶；㍗
｛：1温：！牒：k　col，。c，、。。、　A，cad、、I　G。，1。，y、　T。ky、，2・…16・6・1）1　　　　　　Jan　M。ll，・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jacob　Matham　　　　　　　　　　　　Mai〃’i（re，1’ノ’in‘’（・ofθ；71卿～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S～Z祝Sθ〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　（tLflt．　Mi（O’ei．）eld）

窪粥裟㌶》　　罐il翰　　　　撚｛；、。
エングレー・イング　　　　　　　　　G．1991－1｝3　　　　　　　　　　　G」E）91－68
39×25・6CIll 　　　　　　　　　Pr。VC，1、ncc、　　　　　　　　　P！’・ve・imC・・　．　　　　…
Hend，ik　G。lt，iUS　　　　　　I・i・・ht－Tuni・k　c・1｜・・ti…A・ca（li・G・ll・…T・ky・　1・i・・「ht”1’unick　cellcct｜°Tl・A「cadia　Gallcl’・・［T°ky°

PZtろliits　llo　ra　t’i～tS

Engt’avir）gr

8徽　一・）　　　『る1二1＞痴㌶16°（）”16481　2ζ：；㌫ス．スプランゲルの聯

Proven壬｛nce：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング
Light－Tしinick　co｜1ection；Arcadia（；allery、　Tokyo　　　　14・5×9cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26・1×18・5cm
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Jan　Muller　　　　　　　　　　　　　　Engi’avin9　　　　　　　　　　　　　　　ウィレム・スワーネンブルクll581頃一16121
1〕brtrait　of　Bartholomeits　SPrangei’　　｛！（‖；；1隅；翌「425　　　　　　　　　　　《預言者ザカリア》

纂忽蜘　　　｝舗｝；こ、c。llec、i。n、＿＿＿；＝ンク

II・11s　tein　98（ii／（）f　6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Willem　Swallenburgh　l　c」581－16121
G」99仁69 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ZZzcharias　（aft．　A．　Blθema、・〃ノ
1㍑蕊：k，。Ilec，、、、11、　A，cadi。　G。11。，y，　T。k，、，《謙譲》　　　　　　　辮濃。、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2］．3×54．5cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1991－83

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Humilitas　　　　　　　　　　　　　Pr。venal、Ce：
クリスパン・ド・パッス11565－1637］　　　　　21・：3×54・5cm　　　　　　　　　　　　　　　Light’Tullick　c°11ecti°n；A「cadia（；alk’i’y’　T°ky（）

《ケファロスとプロクリス》　　　　　　　　｛鵠蒜兇419

エングレーヴィング

27．7×35．5cnl

C・i・pi・d・P…e　115Qs－・63・1　　縣18cln

Ce／」halus　and　P7’θ（rris　　　　　　　　　　　’　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　エドヴァルト・ムンク1】86［1－194il　1

撫㌫、　　　　　漂1総、　　　　　〈アルファとオメガ＞
Holls　tein　71ad　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ilollstein　420　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ
G．1991－70　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．】991－76

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Edvard　Munch［1863－】9441

｝：1㌫：！㍑：kc、、ll。d、。。、　A，cadi。，、。11。，y，　T。ky、，　　　　　　　　　卿…∂0＝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《糸屯潔》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と1鴇器：鰐こlf｝2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21．1×14．9cm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Provellallce：
クリスパン・ド・パッス　　　　　　　　　　　Castitas　　　　　　　　　　　　　　　　The　Munch　Museum’s　duplic・te・・1｜ccti・・

〈VL｜福音書記者＞　　　　　　　　　　　21・1×14．9・m

エングレーヴ・ング　　　　　　ど（；1浩；421

Crispin　de　Passe　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《扉／目次／サテユロスの頭／アマリリス》

η…鋤・9・1r・／・　　　　　《寛容》　　　　　　　26×19・5cm／23・5×19・　cm／’9×13c111／3°×19cm

ii：《∫繕㌔219　　㌫；2㌫　　　撒灘鰭朧
Pl’ovいnal｜ce：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21，1×14．7cn〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G，1991～84

1．igrht∵1’unick　c（）11ectioll；Arcadia　Gallery，’rokyo　　　　　Ilolls　tein　422

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（｝．1991－78

　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《アルファとオメガ》

《聖マタイ》　　　　　　　　　　　　　　《忍耐》　　　　　　　　　　　　　　　25×45cm

292・2L2cm　　　　　　　　　　21．1・14．5cm　　　　　　　　　　・4励αand　Omega
St．　Mnt〃lez，t，　　　　　　　　　　　　」％庇η磁　　　　　　　　　　　　　　㌘；｛〕穐；

29．2×21．2cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21．1×14．5cln

Ilollstci11216　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11《）Ils　tein　423

（；・199｜－71 　　　　　　　　　　　　　　G’1991－79　　　　　　　　　　　　　　《月の出》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2L5×43．5Cnユ

《聖マルコ》　　　　　　　　《友愛》　　　　　　　　　M。。n、rise
29．1×21　．L？cni　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21」×14．4cni　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21．5×43．5cm

S／．Ma　i’k　　　　　　　B，nignitas　　　　　　　G．1991－86
29」．．民：21．2Cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 21．1×14．4CITl

l！1；！鵬217　　　　　　｛鵠1二9　424　　　　　　《森》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33．5×42cni

《聖ルカ》　　　　　《勤勉》　　　　　　、忽鷲sI
2g．11、、2L3cln　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24．1×14．5ci丁1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（｝．1991－87

S／．Litlee　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Seditlitas

制lll！溜，　　　　　　　召1；蕊㌫　　　　　　　《雲》
G．1991－73　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．199｜－81　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25．5×50cn｜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Clθztds

《聖ヨハネ》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25．5×5ecm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G1991－88
29．1パ21．：；cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

S／．ノθノue

29」・21．4cni　　　　　　　　　　　　　エギディウス・サーデラーIl570－1629｜　　　《殺される蛇》

｛！1；iぽi；1219　　　　　　　　　　　　　《ボヘミア風景》　　　　　　　　　　　21・5×32・5Cm

tt －一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Serl）θnt　Being　Ki〃ed

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23．7×：36．7cni　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21．5×32．5cnl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Egidius　Sadeler　l　1570－16291　　　　　　　　　　G’1991　89

クリスパン・ド・パッス　　　　　　　　　　　Bθん㌘彪ηLandscaPe（aft・ノ元Stevens）

〈美徳〉（7漣作）　　　　　瓢㌫，、　　　　　　《熊》
エ．グレーヴ，ング　　　　　　　！！・11…i・249（i／・f3）　　　　　　24×41cm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・1991－82　　　　　　　　　The　13ear
Crispin　de　Passe　　　　　　　　　　　　　　　　Provenance：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24×41cm

The　VirtUeS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Light－Tunick　collection；Arcadia　Gallery，　Tokyo　　　　G．1991－90
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《虎》　　　　　　　　　　　　　　　《アルファの死》　　　　　　　　　　　　エドヴァルド・ムンク

31×：18・m　　　　　　　　　　　　　　28．5・50・・m　　　　　　　　　　　　　　《ヴァルター・ライスティコフ夫妻》

Th‘・7’igi（，r　　　　　　　　　　、4ψ1～‘パ1）（・’a〃’　　　　　　　　　リトグラフ
31×38，m　　　　　　　　　　　28．5。5｛［c1．　　　　　　　　　　紙：66・IOOCm／ithi：r）　L）　．，1・86・8Cm

G・1991－91　　　　　　　　　　　　　　　　G・199ト102　　　　　　　　　　　　　　　Edvard　Mしmch
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－一　　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　Anna　and　ltVa　lto’1－．eistifeow

《虎と態》　　　　　　　　　　　　　　㍑瓢。。cm／、m。、，、52．、。86．、。m
24．5×4t’Ct1〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（．｝」991－1〔〕8

Tl～〔・7’iμθ’イ〃～イ／／／ze　B（・‘〃’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pr・venance：
24／．5×47cm　　　　　　　　　　　　　　エドヴァルド・ムンク　　　　　　　　　　The　Munch　Museul・1’s　duplicate　c・Ilecti・n

G」99仁92　　　　　　　　　　　　　　　《マドンナ》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ

《オメガと花》　　　　　　　　　　　　　　紙：80・3×44cm／版：6〔｝・3x44Cm　　　　　　　　　エドヴァルド・ムンク

26。18．5，11、　　　　　　　　　　　　　　Edvard　Munch　　　　　　　　　　　《虎の頭》

伽竺一d〃・・F1・wer　　　X：＝　　　　　
裟、㌘こ，。…／版，3、、．、。，6。m

i：品端11　　　　　　　　　　　　　　　巴購i讐8撒44…／imag・・6°・3×44・m　　　　　　　Edvard　Munch

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P，。vena。cel　　　　　　　磁・鋤4

《オメガの眼》　　　　Th・MuncRM・s…n’・d・pli・atec・11ecti・・　竃霧・・…／・mag・・3・・5・26・m

23×18cIn
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I）rovenance：
Om（JAr（1’s　Eye　　　　　　　　　　　　エドヴァルド・ムンク　　　　　　　　　　Th・Munch　Museum’s　duplicate　collecti°ll

lli；i忠11　　　　　　　　　　　　　　　　《ヴァンパイヤー》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紙：3g×55．6cni／版：：ハ8．7×55．2crn　　　　　　　エドヴァルド・ムンク

《オメガと鹿》　　　　　　　　　　　　　Edvard　Munch　　　　　　　　　　　　《歴史》

2il・「，×35Cm　　　　　　　　　　　Vamψire　　　　　　　　　　　リトグラフ
＝ご鋤　　…滞6c1・／i・・age：：18・・×55．2cm　㌶゜蒜∵77cm

G」991－95　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11iston・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌫：v蹴：M…um…p1・ca・e　c・11・・…ll　跳瓢6cm／、m。、。、、1。77，m

《オメガと豚》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1991－110
32×・46・5cTll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Provel1《lnce：

OM娯and　the　Swine　　　　　　　　エドヴアルーF．hs°ムンク　　　　　　　　　　’lhhe　Mumch　Ptlus　ettn1’s　duplicate　c・・llecti・n

32×46．5Cn，　　　　　　　　　　　　　　《スタニスフフ・プシュビュシェフスキー》
G．1991－96　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紙：71×54、8cm／版：5．1．5×‘44．1cm　　　　　　　　　エドヴァルド・ムンク

《泣くオメガ》　　　　　　　　　　　　Edvard　Munch　　　　　　　　　　　《光に向かって》

2…×18・5ci・ 　　　　　罐忽｛ノP卿2卿　　　9，？i，・；惣1／版、96。，；4，，n

l㌶燃　　　燃綱　×44’lc’n　男瓢跳“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T・・Mしmch’Museul…d・pli・a・e　c・11・・・…　　跳蒜漂91：／、m、g，、96。，、、m

《逃げるオメガ》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・1991－111
25×49cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Provenance：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エドヴァルド・ムンク　　　　　　　　　　The　Munch　Museum’s〔luplicate　c°11ecti°n

O沈6顕、Flight　　　　　　　　　　　　《ハルピュイア》
25×4　9．　c　tn　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“＿

G．1991＿98　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトクフフ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紙：64．8×4g．2cm／版：36．5x32cm　　　　　　　　エドヴァルド・ムンク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Edvard　Munch　　　　　　　　　　　《中立地》
《アルファθ）子供たち》　　　　　　　　　　HarPye　　　　　　　　　　　　　　　　ヵラ＿．リトグラフ

25・5・50・m　　　　　　　　　　Lith。9，aph　　　　　　　　　　紙：102×71・5cni／版：54・3×49cm
鋤・S励物9　　　　　認「ζ｛・㌫492cm／inlage：：‘6・5　x　32cm　　　Edva・d　Mun・h
25．5×50cn1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ〉：eutralia

G・1991－99 　　　　　学；＝；：Museum・d・pli・a・e　c・n・・…11　搬5；；；・；瓢／lmag。、5。3。49c1n

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（；．1991－ll2

《絶望するアルファ》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pr・venance：

42×33cm　　　　　　　　　　　　　　エドヴァルド・ムンク　　　　　　　　　　The　Mしmch　Museum’s　duplicate　c°11ecti°ll

Alp1～パDesPair　　　　　　　　　　　《立つ男》
42×33Cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ

G．1gg1－IO〔〕　　　　　　　　　　　　　　　紙：54．8×45．4cm／版：50×37cln　　　　　　　　　エドヴァルド・ムンク

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Edvard　Munch　　　　　　　　　　　《眼鏡を掛けた自画像》

《オメガの死》　　　　　　　　　　　　　Male　Nude　Standing　　　　　　　　　　・」トグラフ
30。53，。〕　　　　　　　　　Li・h・9・・ph　　　　　　　　　紙：49・8×66・5cm／版：42×60cm

＝一乃　　黙　江5°×37cni　豊＝熟…、，、、
・・1991－1・l 　　　　　　T・・Munch　Museum，・d・p・ca・・c・11・・・…　　搬耀隻66．5cm／、mag。，42。、，、、m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（；．1991－113
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Provellance：

The　Munch　Museum’s　duplicate　collection

エドヴァルド・ムンク

《ローマのP．A．ムンクの墓》

リトグラフ

紙：・19．5×39．6cm／版：27×21Cm

Edvard　Munch
P．A．ル1μηεんS　Gravθin　Romθ

Lithograph
papel’：49．5x39．6cn1／image：27×21cin

（｝．1991－114

Provenance：
The　Munch　Museum’s　duplicate　co｜lecti（）n

エドヴァルド・ムンク

《横たわる裸婦（大きな裸婦）》

リトグラフ

糸氏：108×84．5cm／版：82×6〔｝．5cm

Edvard　Munch
Reclining　I＞Voman（Bigル1αdonna）
Lithograph
paper：108×84．5crn／image：82×60．5cm
〔；．1991－115

Provenance：
The　N｛unch　Museum’g．　duplicate　collection
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寄贈作、ll1　　　　　　　　　　　約糖」！1・ジャポニスム展実行委員会（G．199°－1）・フジカ「7　・’1’i廊

D・n・t・dW・rk・ 　　　　　　！’il’；’？：i蒜蕊6（ζ1（1㍑；聯；11墨；1；二漂il，謬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OA．1990－1～2），ジュディエット・ル・ポール（G」990－35），国、’11西洋美

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　術館協力会（G．1991－ll6～II9），アルカディア画廊（G．1991－120）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）onatiolls　are　made　by　the　folloNN，ir）g　persons　or　orgamizati（，ns

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：Exhibition　Japonisme　O「9allizing　C｛，Mittcse（G」99（｝－1）’　Gal－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ery　Fujikawa（P．1990－3），　Mrs．　Eiko　Yamam（）to（P．1990－4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～10／P．1991－3～5／r）．1990－1～12／G．1990－36～38／G、1991－121

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～124／S．1990－1～5／S．1991－1／OA．1990－1～2），　Madame
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Judiette　le　Paul（G．1990－35），　The　Kyoryokukai－Society（）f　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　National　Museum　of　Western　Art（G」991－1］6～ll9），　Gallery
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Arcadia（G．1991－120）．

エドゥアール・ヴュイヤール11868－1940」　　　アンドレ・ドランll880－1954］　　　　　　　　　ジャン＝フランソワ・ミレー11814－18751

《縫いものをするヴュイヤール夫人》　　　《ジャン・ルノワール夫人》　　　　　　　《果物を摘みとる農婦》
192｛｝fl－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1923｛「ヒ｝’〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3n「「li，　糸氏

油彩，厚紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油彩，カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26．5×ユ6．4cm

33．7×35．8Cl11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90．4×75．2cm

＝灘元酬　　蹴懸＝耀認
1920　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c」923　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26．5×｜6．4cm

Oil　Oll　board　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Oil　OII　callvas　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l）・1990－－il
33．7×35．8cni　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90．・4×75．2Cm

P，199（）一：l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．199（）－8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アンドレ・ドランll88〔｝－19541

ジョルジュ・ルオーlI871－1958」　　　　　アンドレ．ドラン　　　　　　　　　　　《横たわる裸婦》

《道化師》　　　　　　《浴女たち》　　　　　　憩：漂。、
1937－38年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油彩，厚紙・紙
油彩，カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　16．7×20．4cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　Andr6　Derain　l　l880－19541

45×28・2cm 　　　　　　　A。d，6　D。，ain　　　　　　I・’e（，’lining　A」itde
GC・rg・・R・uault［187エー1958］　　　B。thers　　　　　　　；漂！，｛：111’ape「
Pie〃t・t　　　　　　　　　Oil。。　b。a，d。，）d．P、p。r　　　　　　　l）．亘）9・－1
1937－38　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16．7×20．4cm

Oil　Oll　callvas　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．1≦〕90－9

45×28．2Cin
P・199（）一’1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パブロ・ピカソll881－19　731

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ベルナール・ビュッフェlI928－1　　　　　《画家の娘》

ピエー・レ・ラプラード11875－1931］　　《魎ある静物》　　　　㍑1「紙
《花のある静物》　　　　　　　　　　il㍑1｛’ヵンヴァス　　　　　　　　　　　　　347・21’7・m

油彩・カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　84．4×47．6cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pablo　Picasso　l　1881－1973｜

4：×43cn］　　　　　　Berna，d　B。ff。t［1928．1　　　伽D・・ば〃・・醐・ん伽

㌫謡託＝31】　潔雌卿ゴ屹噸　　 撒㍑阻
（）il　on　canvas　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）il　on　canvaS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D．1990－5

48×43c111　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　84．4×47．6cm

P．1990－5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．1990－lO

モーリス・ド・ブラマンク［1876－1958］　ウィリアム・タ＋11775－1851］　1㌫㌶認㌃二［1884－192°｜

《町役場》　　　　　　　　　　　　　《アーレ渓谷》　　　　　　　　　　　　1917年
油彩，カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1844年（？）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉛筆，紙

38×46Cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鉛筆・白のハイライト，紙　　　　　　　　　　　　　　　21．2×13．6Cm

M・uri・e　d・Vlami・k・［1876－1958］　　18’2×23・5clll　　　　　　　Amed，。　M。digliani、［・884－192・］

ATozvn　Ilall　　　　　　　　　　　William　Turner　l　l775－18511　　　　　　肋7ηαηwit／l　a　Large　Hat
（）i］on　callvas　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Valleレ　O＿ノf　th　c？　Aai！’e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lgl7

38x46clp　　　　　　　　　　　1844（？）　　　　　　　　　　　　1’e・cil・・P・pe・
1’・199（）－6　　　　　　　　　　　Pc・cil　h・ighten・d　with　wl、it，。。　P。pe，　　　　21．2・1：1．6cnコ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ8．2×23．5CIll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I）．1990－6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）．199〔）－1

ラウル・デュフィll877－19531

《㌃ツァルト》　　　　　ウィリアム．タ＿ナ＿　　　　アンドレ・デュノワイエ・ド・スゴンザック

1総　　　　鷲える風景》　　樺㍊膓しクールの風景》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6．4×1、4cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l950｛rヒi”t

Raoul　Dufy　l　1877－］953｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グアッシュ・水彩，紙

Mozart　　　　　　　　　　　　　　William　Turner　　　　　　　　　　　49．9×63．4cm

欝ぽ1　　　㌶忽晒蹴　　樵㍗曲艶一
P．1990－7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D．1990－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Landsαmpe　Of　Gi《ソancoμγt
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c．1950　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c．1860　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1880－82

Gouache　and　watercolours　on　paper　　　　　　　　　　Etching　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bronze
49．9×63．4cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45．3×27ユcm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25・5×16・5×15cm
D．1990－7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G1990－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S・1990－2

ジュール・パスキン［1885－1930］　　　　　　ポール・セリュジェ［1863－1927］　　　　　　エミール＝アントワーヌ・ブールデル

《二人の女》　　　　　　　　　　　　《雨傘をさした飴売り女》　　　　　　　　「1861－1929］
IgO7年　　　　　　　　　　　　　　　　　　1893年　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ヴェールの踊り》

鉛筆・水彩，紙　　　　　　　　　　　リトグラフ　　　　　　　　　　　　 ブロンズ

21．5xl95cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22．3×13．5cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　66×56．5×17．5cm

Jules　Pascin「1885－1930］　　　　　　　　　　Paul　Serusier［1863－1927］　　　　　　　　　　Emile－Antoine　Bourdelle　11861－19291

Two　Young　Girls　　　　　　　　　　　　Candy　Merchant　with　Umbrella　　　　　Dance（ゾVeil
lgO7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1893　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bronze

I’encil　and　watercolours　on　paper　　　　　　　　　　　　Lithograph　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　66×56・5×17・5cm

2L5×19．5cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22．3×13、5cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．1990－3
D．1990－8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1990－35

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アリスティード・マイヨールD86H944｜

ジュール’パスキン　　　　　　　　　　パブロ・ピカソ［1881－1973］　　　　　　　《髪を結う浴女》

《青い下着の少女》　　　　　　　　　　《1968年5月16日VI》　　　　　　　　　1920年
1924－25年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1968年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロンズ

鉛筆・色鉛筆，紙　　　　　　　　　　エッチング，ドライポイント　　　　　　　　28．3×14×10cm
26’7×39cm　　　　　　　　　　　　　　　51×65cm　　　　　　　　　　　　　　　　Aristide　Maillol［1861－19441

Ju！es　Pascin　　　　　　　　．　　　　　　　　　　Pablo　Picasso「1881－1973］　　　　　　　　　　　Standing　Ba　ther　A　rra　nginsr〃er〃α汐

Girl　with　the　Blue　Chemise　　　　16　May　1968　VI　　　　　　　1920
1924－25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1968　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bronze

I’encil　and　colour　pencil　on　paper　　　　　　　　　　　Etching　and　drypoint　　　　　　　　　　　　　　　　　28・3×14×10cm

26．7×39cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　51×65cnコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．1990－4
D．lggO－9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1990－36

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アントニ・クラベ［1913－｜

バーナード゜リーチ［1887－1979］　　　　　パブロ・ピカソ　　　　　　　　　　　　《パイプをくわえるジュリオ》

《木》　　　　　　　　　　　　　　　《1968年3月29日1》　　　　　　　　　1962年
1911年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1968年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロンズ
鉛W・紙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング，ドライポイント　　　　　　　　　　　　　　　高さ38．5cm

19．2×12．7cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　415×31．2cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Antonl　Clav6［1913－］
Bernard　Leach［1887－1979］　　　　　　　　　　　Pablo　Picasso　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Giulio　with　a　Pil）e

Tree　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29　March　19681　　　　　　　　　　　　　　　　　　1962

1911　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1968　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bronze

Pencil　oll　PaPe「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching　and　drypoint　　　　　　　　　　　　　　　　　H．38．5cm
19・2×12・7cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41．5×31．2cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．1990－5
1）．1990－10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1990－37

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バーナード・リーチ「1887－19791

アントニ’クラベ［1913－一］　　　　　　　ヘンリー・ムーア［1898－1986］　　　　　　《陶板：水差し》

《馬に乗る人物》　　　　　　　　　　　《座る女》　　　　　　　　　　　　　　磁器

ペン・インク，紙　　　　　　　　　　　リトグラフ　　　　　　　　　　　　　10．1×10．1cm
：1　1．8×24．2cln　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36．5×30．2cm
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bernard　Leach［1887－1979｜

A1〕t！）ni　Clav6［1913’］　　　　　　　　　Henry　Moore「1898－1986］　　　　　　　　lar

Riding　　　　　　　　　　　Seαted　U・roman　　　　　　　　　Chinaware

㌫撚゜n　pape「　　　　㌫2§臨　　　　　　1品賠m
I）．1990－ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1990－38

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バーナード・リーチ

議㌶繍フエ［1928－］　齢：㌫三ζζ［184…］　：璽板：登窯》

灘編紙　　　竃㌦．　　　㌶＿
襯鵠㌃蹴㌫“　　巖蹴暢麗罵　　　㌶㌶㎜
灘｝＝一　　　　瓢　　　　　゜A199け2
1）．1990－12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 31×18．8×15crn
　‘’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．1990－1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピエール＝オーギュスト・ルノワール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［1841－1919］

フェリックス・ブラックモンL1833－1914］　　　オ＿ギュスト．ロダン　　　　　　　　　　　《ばら》

《かもめ》　　　　　　　　　　　　　　《ロダン夫人》　　　　　　　　　　　　；臓57忽アス

1860年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1880－82年
エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロンズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pierre－Auguste　Renoir　l　l841－191g1
45・3×27ユcm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25．5×16．5×15cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ROSe

Feli・B・acq・・m・nd［1833－・914］　　A。g。、t。　R。di・　　　　　　跳隅8謬
Sea　gull　　　　　　　　　　Madame　Rodin　　　　　　　　P．1991－3
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アルベール・マルケ1　1875－19，171　　　　　肖像》

《ボルト・ヴェルサイユの雪景色》　　　　　リトグフソ
1904｛ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45＾57．lt（lllsll7．3）Ctn

ll；繍以　　　　　｝恕・11㌫ra・9・i・Ama・－J・a・

Albert　Mar（luct　i　1875－lg471　　　　　　　1）（〃’b・（lit　of　Mll（・Mθノ・（・〃θ‘／（’la

S7101．｛，，S（・（’n（・at　1ンノ〃（・一レ1・；w〃ん　　　　　　　C（〃M4↓（・－1　］’（tn（’（tis‘・

1901　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lithogral）h
（）i｜OTI　canvξls　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・Lr，×57．2（IS・lx37．3）cm

54×65cll｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（；．1991－120

P」99r－．1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アントニ・クラベ（191il－1
アンドレ・ドラン11880－19r）41　　　　　　　　《記号》

《果物》　　　　　　　　　　　　　　　1976｛1・
油彩，ヵンゥノ・ス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング，カーポランダム，空押し
64．8×89．5cn）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65．5×5｛）（35×29）cm

Andr61）craill　l　l88（）－19541　　　　　　　　　　Antoni　Clav611913－1

F）’1・tits　　　　　　　　　　　　　　　　　Signs
（）il《）n　callvas　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1976

64．8　？c19．5cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etchin9，　carborunduni　and　blind　printing

P」991－5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65．5×50（35×29）clll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1991－121

命1㍍ントワーヌ゜ブールデル　アントニ・クラベ

《果物》　　　　　　　　　　　　　　《手袋》

プ。以　　　　　　　　　　　　1975年
高・・9・・　　　　　　　；蕊、（、，、．、．、，）Cll1

㌫；㌍il1曲u「delle　11861“19’　291瓢i　C1・ve

Br｛）riZe
Il．59Cln　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1975

・…91－1 　　　　　　　忠婁瓢、．、。59）Cn，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（｝．1991－122

ヤーコプ・マータムll571－16311　　　　　　　　　　＿

歴鰐作）　　　1慕1蘂1クフベ
16．6×IO．8cni　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1975｛ザ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ
Jacob　Matham　1　1571－16：31　1　　　　　　　66×50．：1（38×31）cm

The　Eour　Seas・ns　　　　　A。t。ni　Cl、ve
㍑三’㍑。，　　　　　　　　　　Red　Leaf
G．1991－ll6～llg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I975

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lit｝1（｝grジ｛1）｜1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　66×5（」．3（38×31）cl〕〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（｝．1991－123
《春》

Spハ’ing

Il・11stein　L296　　　　　　　　　　　　　アントニ・クラベ
G」991－ll6　　　　　　　　　　　　　《しわの寄った紙》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグラフ
《夏》　　　　　　　　　　　65・5×50・5（39×4（）・5）Cm

SZt7nmer　　　　　　　　　　　　　　　　　Antoni　Clave

！1・11・t・i・297　　　　　　　　　　Lith（）9，。ph
（rt1991－117　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65．5×50．5（39×4〔｝．5）clll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（｝．1991－124

《秋》

∠1～イ！～〃nア～

Ilollsteil1　298

（；．1991－118

《冬》

WIInte1’

Ilolls　tein　299

G」991－119

エドモン＝フランソワ・アマンニジャン
11860－19351

《コメディー・フランセーズのモレノ嬢iの
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関係資料
Appendices

1．’lt成2～3年度主要記事　　　　　　　　　　　　　　　　12月2日　無料観覧日実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12月3日　山本英子氏からジョルジュ・ルオー作《道化師》他28

［平成2年］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　点の寄贈を受けた。

4月1日　館長に三角哲生が任命された。

4J110日　井原市立田中美術館で平成2年度国立西洋美術館　　　［平成3年］

　　　　　所蔵内外美術名品展国立西洋美術館所蔵作品に　　　1月6日　無料観覧日実施
　　　　　よる近代フランス美術展開催　　　　　　　　　　　　　2月3日　無料観覧日実施

　　　　　会期は4月10日から4月23日まで　　　　　　　　　　　　3月3日　無料観覧日実施

4J］21日 ㌫撒㌶議！⌒i寅会（国立3月15日纏漂繍霊員会並びに同｛IIIi・rs　t？i’1｛’　ftti　i　1会

4脚 膿；嬬で蕊講麟欝纏耀　　；㌫・シ・一ンガウアー作版lil・i《マリアを祝福す

　　　　　近代フランス美術展開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルカス．ファン．レイデン作版画《ラザロの復活》，《サ

　　　　　会期は4月28日から5月13口まで　　　　　　　　　　　　　　　　ウロの改宗》

4月28日　ブリューゲルとネーデルラント風景画展講演会（明治　　　3月18日　ドイツの素描展開会式開催

　　　　　大学教授森洋子）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会期は3月19日から5月19日まで

5Jj7H ；鑓罐㍊憲ゲノレとネーデルラント風景　3月3・日本館他改修建築工事竣工

5JJ14日ジャポニスム殿行委員会力、らフェリ。クス．ブラック　4月1日次長に石劇雄が任命された

　　　　　モン作《かもめ》の寄贈を受けた。　　　　　　　　　　5月13日　第25回評議員会開催

5月15日　第241r；1評議員会開催　　　　　　　　　　　　　　　　5月19日　ドイツの素描展終了

5月19日　豊田市民文化会館で平成2年度国立西洋美術館所　　　　6月2日　無料観覧日実施

　　　　　蔵内外美術名品展国立西洋美術館所蔵作品によ　　　6月24日　マルティン・ショーンガウアーと151tl：紀ドイツ銅版lltli展

　　　　　る近代フランス美術展開催　　　　　　　　　　　　　　　　　　開会式開催

　　　　　会期は5月19Hから6月30日まで　　　　　　　　　　　　　　　　会期は6月25日から8月18日まで

5月27日　ブリューゲルとネーデルラント風景画展終了　　　　　　　8月18日　マルティン・ショーンガウアーと15世紀ドイツ銅版lllli展

6月3日　無料観覧日実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　終了

7月1口　無料観覧日実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　9月1日　無料観覧日実施

7月20日　美術作品購入選考委員会並びに同価格審査員会　　　9月17日　ルーヴル美術館特別展開会式開f崔

　　　　　開催，1点の購入決定　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会期は9月18日から12月1日まで

　　　　　フランシス・ゴヤ作版画《ラ・タウロマキア》（33枚連作）　　　9月28日　八戸市美術館で平成3年度国立西洋X術館所蔵1勺

8月5日　無料観覧日実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外美術名品展国立西洋美術館所蔵作品による近

9戊」2⊇料観覧日実施　　　　　　袋；巖罐難月27日まで
9　JJ21日 鎧；㌶纏⌒催　　11月1El≧｛‡灘罐　㌶；1鏡　瓢2
　　　　　会期は9月22日から11月25日まで　　　　　　　　　　　　　　　代フランス美術展開催

10JJ8日　美術作品購入選考委員会並びに同価格『審査員会　　　　　　　　会期は11月1日から11月24日まで

　　　　　開催13点の購人決定、　　　　　　11月811美術欄1‖臥選考委』コ会並びに1、iJ・f、lli格齢ll会
　　　　　コル不リス・ド・へ一ム作油彩画《果物籠のある静物》　　　　　　　　開催，119点の購入決定

　　　　　エミール・ベルナール作油彩画《吟遊詩人に扮した　　　　　　　ダフィツト．テニールス（父）作油彩ll取・カレカヌスの鍛

　　　　　白画像》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　冶場を訪れたヴィーナス》

　　　　　ピラネージ作書籍《ローマの遺跡》（4巻）　　　　　　　　　　　　ダフィット・テニールス（f）作油彩1山i《聖アントニウス

lO月29日　株式会社フジカワ画廊からエドゥアール・ヴュイヤー　　　　　　　の誘惑》
　　　　　ル作《縫いものをするヴュイヤール夫人》の寄贈を受　　　　　　　　エドヴァルド・ムンク作リトグラフ連作vアルファとオメ

　　　　　けた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガ》

10月30日　ジュディット・ル・ポール氏からポール・セリュジェ作《雨　　　　　　　　エドヴァルド・ムンク作リトグラフ（13点）

　　　　　傘をさした飴売り女》の寄贈を受けた。　　　　　　　　　　　　　ホルツィウス他作オランダ・マニエリスム版1由1（82点）
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　　　　　スワーネンブルク作版ll取預、渚ザカリアβ　　　　　　　　　　　　芸課長長谷川…∫1｜9

11月25日　｝l！太1㌘殿卜，ルーヴルX術館特別展御11観覧のため　　　1月31日　松方コレクション展示作品解，i’1色（1Kl　v7：西洋X術餌｛研

　　　　　御来館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　究員ドf多1崎親）

12月　1　日　　ノレーヴル美iボf負官牛猴ハ」‖り蔓糸冬r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2月　2　11　　∫‖Pド斗栂邑1覧lI’入i屑巨

12月311　11i本英∫㌘氏からオーギュスト・ルノワール作《ばら》他　　　　2月6日　松方コレクション展示作品解li；～（国ウ1西洋美1’〔1館i・1

　　　　　6点θ）寄贈を受けた，、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　任研究官高橋明也）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2JSIO日　スベイン・リアリズムの）ミ展開会式開催

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クリスティーナE女来館

［平成4年］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会期は2J」ll日から4月12日まで

1月5日　無料観覧日実施　　　　　　　　　　　　　　　　　　3Jl27日　スペイン・リアリズムの美展講演会（国、ソ：1戊呵洋X術館

1月2411松ノ∫コレクション展示作品解、1兇（国立西洋美術館学　　　　　　　　i－：任研究官雪lllZf．1）

2．観覧者数

［平成2年度］

①観覧者数一一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位人）

個　　　　　人 団　　　　　体
招待 合計 一

日平均

展覧会名 会　期
開催

日数
一般 学生 小人 小計 一般 学生 小人 小計

イ∫料

合計

平常展

　　平常展

（無料観覧1ヨ）

2．4．1

　　～

3．3．31

289

（8）

110，167 32，437 34，515 177，119 2，523 2，979 4，964

207件

10，466 187，585 20β22

（19，677）

208，407 1，127＊

特別展

ドイツの素描

3．3．19

～ 3．3．31

＊5．19

まで開催

12 10，363 2，867 1，784 15，014 206 179 127

14件

512 15，526 449 15，975 1，331

ブリューゲルと

ネーデノレラント

　風景画展
（朝日新聞社）

　2．4．1

～ 2．5．27

＊3．20

から開催

49

（60）

143，155

（171，204）

30，617

（36，350）

20，135

（24．696）

193，907

（232，250）

909

（989）

5，565

（5，711）

14，127

（14，187）

20，601

320件
（20，887）

214，508

（253，137）

74，235

（82，416）

288，743

（335，553）

5，892

（5，593）
共催展

　　ウィリアム・

　　ブレイク展

（日本経済新聞社）

2．9．22

～
2．11．25

56 66，765 16，683 3，988 87，436 2，119 8，729 2，925

192イ牛

13，773 101，209 25，379 126，588 2，260

計 105 209，920 47，300 24，123 281，343 3，028 14，294 17ρ52 34，374 315，717 99，614 415，331

合　　　　計 289 330，450 82，604 60，422 473，476 5，757 17，452 22，143 45，352 518，828 120，885 639，713 2，213

＊この数字は特別展および共催展が開催されていない場合（172　FI　）の’r常展’P均入場者数である。
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②月別観覧者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位人）

有　　料　　観　　覧　　者　　数
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

無料観覧者数　　　種

　　　別
月別 平　常　展 特　　別　　展

　一

　　く
　　ロ

ー一一一

一　般 高大生 小中生 計 一　般 高大生 小中生 計
計

招待券等
入館者

無　料
観覧日

計

　　　、；ト

　　　　　ー

lO6，945677 288 688 1，653 55，406 12，211 15，087 82，704 84，357 22，588 0 22，588

2，147 898 4，166 7，211 88，658 23，971 19，175 131，804 139，015 51，659 0 51，659

14，801 3，730 7，986 26，517 0 0 0 0 26，517 135 3，212 3，34767

17，450 5，924 3，748 27，122 0 0 0 0 27，122 112 2，294 2，406

　　190，674　　　－一一

　　　29，864－一一一

　　　29，528　　－

　　　51，362　　　　－－

　　　32，328

25，194 8，643 13，864 47，701 0 0 0 0 47，701 191 3，470 3，66189

9β64 2β09 1，920 14，093 10，401 2，153 851 13，405 27，498 2，333 2，497 4，830

lo 1，158 610 630 2，398 29，739 10，412 3，416 43，567 45，965 8，011 0 8，011

ll 2，344 1，349 928 4，621 28，744 12，847 2，646 44，237 48，858 15，180 0 15，180

　　　53，976－一一一一一

　　　64，038

12 11，172 3，223 642 15，037 0 0 0 0 15，037 121 1，965 2，086

1 11，071 2，543 1，109 14，723 0 0 0 0 14，723 134 1，683 1，817

　17，123－　16，540

2 14，822 4，747 2，519 22，088 0 0 0 0 22，088 168 2，045 2，213

3 2，490 652 1，279 4，421 10，569 3，046 1，911 15，526 19，947 576 2，511 3，087

24，301

23，034

合計 112，690 35，416 39，479 187，585 223，517 64，640 43，086 331，243 518，828 101，208 19，677 120，885 639，713

③人場料金一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位川）
　一一　一　　　　　　　　　種別

展覧会名

個　　人 一u‥　　　　　　士

削　　　冗 割　　引 団　　体

一 般 高大生 小中生 一 般 高大生 小中生 一 般 高大生 小中生 一 般 高大生 小中生
備　　考

’r常展 360 120 60 170 60 30

．

（特別展）

ドイツの素描展
720 410 230 480 230 120

供催展）
ブリューゲルとネーデルラント風景画

1，130 820 360 950 700 250 1，030 720 260 820 460 210

　　　　　一一一一

朝日新聞社と共催

一

供催展）
ウィリアム・ブレイク展

一

1，130 820 360 950 700 250 1，030 720 260 820 460 210 日本経済新聞社と共催
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［平成3年度］

①観覧者数’覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位人）
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一

開f崔

ll数

個

一

　　　　　　　一

　　　　人
一一　　　　　　　　　　　　　　　　　一一

　　　　ト珂　　　　体 一一一
． ・般 学生 小人 小計 一 般

　　一一

小人
　一

小計一

平常展

　　　展覧会名

　一

　　　　’r常展

　（無料観覧1｜）

一一一一一一一

　　ドイツσ）素描

会　期

一

3．4．1

　　～

4．3．31

　　　　　－一

300

（4）

　　　一

67，444 21，882 27，337

　　　　一

116，663

一

　1，844

一

　　3，199

　　3，334

　　　　一

3，057

143件

8，1（IO

有料

合、汁

一

124，763

招待

　一

ll，163

（10，818）

合謂・

135，926

　・日

’P均

1，059傘

　3．4．1

～ 3．5．19

＊3．19

カ・ら開催

42

（54）

35，001

（45，364）

11，239

（14，106）

　8，799

（10，583）

55，039

（70，053）

584

（790） （3，513）

9，ll7

（9，244）

　一

13，035

255件
（13，547）

68，074

（83，600）

5，106

（5，555）

73，180

（89，155）

1，742

（1，65D特別展

　　　一一一一

　　　　　一　　マルァィン・

ショーンガウアーと

　　　　15世紀

　　ドイツ銅版1由i

3．6．25

　～
3．8．18

48 30，141 9，330 8，283 47，754 490 1，131 406 2，027 49，781 3，852 53，633 1，117

小　　計 90 65，142 20，569 17，082 102，793 1，074 4，465 9，523 15，062 ll7，855 8，958 126，813

ノレーヴル美術館

　　　特別展

（口」日新聞社）

3．9．18

　　～

3．12．1

65 238，121 54，273 14，149 306，543 6，141 18，749 7，331

440件

32，221 338，764 130，662 469，426 7，222

共

催展
　　　スペイン・

リアリズムの美
（NllK・NIIKプロモーション）

4．2．11

～
4．3．31

＊4．12

まで開催

43 71，248 15，786 5，090 92，124 529 510 1，487

52件

　2，526 94，650 16，009 110，659 2，573

小　　計 108 309，369 70，059 19，239 398，667 6，670 19，259 8，818 34，747 433，414 146，671 580，085

合　　　　計 300 441，955 112，510 63，658 618，123 9，588 26，923 21，398 57，909 676，〔｝32 166，792 842，824

＊この数字は特別展および共催展が開催されていない場合（102日）の’1え常展平均人場者数である。

②月別観覧者数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位人）

有　　料　　観　　覧　　者　　数 無料観覧者数　　　種

　　　別
月別 平　　常　　展 特　　別　　展 合　計

一　般 高大生 小中生 計 一　般 高大生 小中生 計
計

招待券等
入館者

無　料
観覧日

計

4 1，949 733 1，793 4，475 18，661 6，075 10，858 35，594 40，069 1，674 0 1，674 41，743

5 8β65 4，252 7，888 20，505 16，924 8，498 7，058 32，480 52，985 3，459 0 3，459 56，444

6 12，794 4，372 6，835 24，001 2，896 795 486 4，177 28，178 340 3，956 4，296 32，474

7 1，909 917 908 3，734 12，887 5，123 2，562 20，572 24，306 1，210 0 1，210 25，516

8 10，830 3，789 6，501 21，120 14，848 4，543 5，641 25，032 46，152 2，459 0 2，459 48，611

9 9，078 2，425 2，134 13，637 39，976 8，699 2，216 50，891 64，528 8，848 3，059 11，907 76，435

lo 643 384 355 1，382 80，993 22，642 6，657 110，292 ll1，674 31，308 0 31，308 142，982

ll 694 468 692 1，854 116，350 39，346 11，986 167，682 169，536 86，043 0 86，043 255，579

12 6，658 2，384 668 9，710 6，943 2，335 621 9，899 19，609 4，564 0 4，564 24，173

1 10，530 3，136 1，207 14，873 0 0 O 0 14，873 38 2，079 2，117 16，990

2 4，604 1，407 616 6，627 29，870 6，755 1β94 38，019 44，646 4，240 1，724 5，964 50，610

3 1，244 814 797 2，855 41，907 9，541 5，183 56，631 59，486 11，781 0 11，781 71，267

合計 69，298 25，117 30β98 124，813 382，255 114，352 54，662 551，269 676，082 155，964 10，818 166，782 842，824
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③入場料金一覧 （単位　11j）

個　　人
一u‥　　　　　　＝七

削　　　冗 割　　引 団　　体
備　　考

　、　　　　　　　　　種別

展覧会名 一 般 高大生 小中生 一 般 高大生 小中生 一 般 高大生 小中生 一 般 高大生 小中生

　一

’r常展 400 130 70 200 70 40

一一

　一

（特別展）

マルティン・ショーンガウアーと

15世紀銅版画展

790 450 250 530 250 130

（共催展）

ルーヴル美術館特別展
1，250 900 400 1，100 700 250 1，150 750 300 900 510 230

　　　　　一一

朝日新聞社と共催

　　　　一
（共催展）

スペイン・リアリズムの美
1，250 900 400 1，100 700 250 1，150 750 300 900 510 230 NHK，NIIKプロモーショ

ンと共催

3．所蔵作品一覧

［平成2年度］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成3年3月末）
ミ　ー
　＼　＼　　　区分
種類

開設時松方
コレクション

購　入 寄　贈 管理換 合　計

一一一

絵　　　　　画 196 68（2） 44（8） 7 315（10）

素　　　　　描 80 16 29（12） 1 126（12）

版　　　　　両 24 897（38） 159（5） 0 1，080（43）

彫　　　　　刻 63 12 17（5） 0 92（5）

1：　　　　芸 0 2 2（2） O 4（2）

、！｝　　　　籍 0 11（4） 4 0 15（4）

その他参考資料 8 87 1 0 96

計 371 1，093（44） 256（32） 8 1，728（76）

（）内は，平成2年度新収作品で内数。

［平成3年度］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成4年3月末）

　種類
　　　　　　　区分

類

開設時松ノ∫コレクション

購　入 寄　贈 管理換 合　計

　　　　　　　　　画

　　　　　　　　　描

　　　　　　　　　画

　　　　　　　　　刻

　　　　　　　　　芸

　　　　　　　　　籍

の他参考’資料

196

80

24

63

　0

　0

　　8

　　70（2）

　　16

1，012（115）

　　12

　　　2

　　11

　　87

47（3）

29

168（9）

18（1）

　　2

　　4

　　1

7100000

　320（5）

　　126

1，204（124）

　　93（1）

　　　4

　　15

　　96

計 371 1，2］O（117） 269（13） 8 1，858（130）

（）内は，’r一成3年度新収作品で内数。

4．図」｝資料等

［平成2年度］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成3年3月末）

2　年　度

合計
＼　　　　区分

種類
前年度末

購　入 寄　贈 計

図　　　　　書

和　　　　　書

洋　　　　　書

雑　誌（洋　書）

13，773

2，086

11，687

　50種

320
33170

457

29

428

0

777

32

745

0

14，550

2，118

12，432

　50種
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［平成3年度］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　el’成4年31保）

種類

区分

図　　　　　，f｝

和　　　　　、1｝

洋　　　　　、｛｝

雑　誌（洋　llD

前年度末

14，550

2、ll8

12，432

　50種

購　人

147

50

97

0

3　年　度

計

392

53

339

　0

合　計

14，942

2，171

12，771

　5（1種

5．1：ll行物

［平成2年度］　　　　　　　　　　　　　　　［平成3年度］

・ Li｛1　i‘1二西洋美術館概要　　　　　　　　　　　・国立西洋美術館概要

・ 国、ソ1西洋美術館新収蔵絵画目録　　　　　　・特別展図録　　　マルティン・ショーンガウアーと151”1紀ドイツ銅版画展

・ 特別展図録　　　ドイツの素描展　　　　　・特別展解説小冊子マルティン・ショーンガウアーと15世紀ドイツ銅版画展

・共催展図録　　　ウィリアム・ブレイク展　　　・共催展図録　　　ルーヴル美術館特別展

・共催展解説小冊子ウィリアム・ブレイク展　　　・共催展解説小冊子ルーヴル美術館特別展

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・共催展図録　　　スペイン・リアリズムの美展

6．特別観覧

［平成2年度］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［平成3年度］

特別観覧一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別観覧…覧

有　　　料 無　　　料
区　　分

カラー モノクローム カラー モノクローム
合計

写真撮影 26 0 0 0 26

原板使用 176 26 1 3 206

映画撮影 6 0 O 0 6

模　　写 0 0 0 0 0

熟　　覧 0 0 0 O 0

合　　計 208 26 1 3 238

区　　分
有　　　料 無　　　料

カラー
　　　一一一
モノクローム カラー モノクローム

合　計

写真撮影 8 0 1 o 9

原板使川 308 88 3 373 772

映画撮影 0 0 4 4

模　　写 0 O o

」　0

o

熟　　　覧 0 0 0 0 0

合　　計 316 88 8 373 785

7．歳入歳出一覧

［平成2年度］

①歳人　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位PJ）

項　　　目 前年度歳入額 2年度歳入額 増　△　減

L建物及物件貸付料

2．版権及特許権等収入

3．入場料等収人

　　　　　　特　別　観　覧

　　　　　　’ド　常　　展

　　　　　　特　　別　　展

　　　　　　共　　催　　展

4．返納金

5．不用物品売払代

　986，457

　767，700

176，552，500

　457，320

32，826，230

35，605，640

107，663，310

　394，211

　　　　0

　993，461

　896，511

140，918，060

　757，050

46，380，030

　9，202，440

84，578，540

　　　360

　　8，120

　　　7，004

　　128，811

△35，634，440

　　299，730

　13，553βOO

△26，403，200

△23，084，770

　△393，851

　　　8，120

計 178，700，868 142，816，512 △35，884，356
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②歳出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位千円）

項　　　目 平成元年度予算 平成2年度予算 備　考

（項）国立美術館

国立西洋美術館運営に必要な経費 610，939 620，058

定　員　に　伴　う　経　費 187，456 196，415

事　　　業　　　管　　　理 32，492 32，458

庶　務　部　運　営　費 12，159 12，123

事　業　部　運　営　費 20，333 20，335

美　術　　作　　品　　購　　入 169，126 169，126

特　　　　　別　　　　　展 57，809 57β52

新館維持管理等経費 162，835 163，421

新館維持管理経費 62，893 63，874

絵画事故防止対策 6，482 6，482

所　蔵　作　品　燥　蒸 2，846 2，846

屋外彫刻群保存対策 1，854 1，854

所蔵作品総目録 2，287 3，218

その他（土地借料等） 86，473 85，147

前庭地下展示場整備調査 1，221 1，286

（項）国立美術館施設費

国立西洋美術館施設整備 27，079 36，599

③定員

俸　給表
　　年度

職名

昭和
59

60 61 62 63
平成

元
2

指　定職 館　　　長 1 1 1 1 1 1 1

行政職←）

課　　　長

課長補佐
係　　　長

主　　　任

一 般職員

　計

行政職⇔

技能職員乙

労務職員甲

　計

459 448 448 437 336 336 336

研　究　職

次　　　長

課　　　長

主任研究官

研　究　員

　計

合　　　計 35 34 34 33 32 32 32
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［平成3年度］

Φ歳人 （「i1位　llD

一一 一

一一項　　　目 前年度歳人額 3年度歳人額 増　八　減
一 一

　　一一　　　　　一 一一 一 一

　　　一　　　　　一
1．建物及物件貸付料 993，461 877，029 八lI6，132

2．版権及特許権等収人 896，511 1，496，940 600，429

3、人場料等収人 140，918，060 235，590，750 94，672，690

特　別　観　覧 757．1）50 1，253，510 496，460

平　　常　　展 46，380，030 32，450，860 △13，929，17｛｝

特　　別　　展 9，202，440 64，649，530 55，447，09（1

共　　催　　展 84，578，540 137，236，850 52，658，310

4．返納金 360 0 △360

5．不用物品売払代 8，120 6，120 △2，000

計 142，816，512 237，970，839 95，154，327

②歳出 陣位「Ill）

項　　　日 平成2年度予算 ’1ξ成3年度予算 備　考

（項）国立美術館

国立西洋美術館運営に必要な経費 620，058 654，635

定　員　に　伴　　う　経　費 196，415 210，328

事　　　業　　　管　　　理 32，458 32，524

庶　務　部　運　営　費 12，123 12，180

事　業　部　運　営　費 20，335 20，344

美　　術　　作　　品　　購　　入 169，126 169，126

特　　　　　別　　　　　展 57，352 57，429

新館維持管理等経費 163，421 183，942

新館維持管理経費 63，874 67，383

絵画事故防止対策 6，482 6，482

所　蔵　作　品　燥　蒸 2，846 2，846

屋外彫刻群保存対策 1，854 1，854

ロダン「地獄の門」修理費 0 6，300

ハイビジョンによる所蔵作品の紹介 0 13，950

その他（土地借料等） 88，365 85，127

前庭地卜展示場整備調査 1，286 1，286

（項）国立美術館施設費

国立西洋美術館施設整備 36，599 34，002
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③定員

俸給表
　　年度

職名

昭和
59

60 61 62 63
平成

元
2 3

指　定　職 館　　　長 1 1 1 1 1 1 1 1

行政職←）

課　　　長

課長補佐
係　　　　長

主　　　任

一 般職員

　計

行政職⇔

技能職員乙

労務職員甲

　計

459 448 448 437 336 336 336 235

研究職

次　　　長
課　　　　長

主任研究官

研　究　員

　計

116412

合　　　計 35 34 34 33 32 32 32 32

8．施設

①敷地

区　分　　　　　　　　　　　面積（m2）　　　　　　　摘　要

所　有　地　　　　　　　　　　　　　　　　　2，208

借用地　　　　　　 7，083　　　　　　東京都より有償借用

計　　　　　　　　9，288

②建物
区分　　　　　　構造・階数　　　　　　　竣工　　　　　　　　　　　　面積（㎡）

本館　RC地上3階　 昭34．2．28　　 建1，587
　　　　　　地下1階　　　　　　　　　　　　　　　　　　延　4，180

事務棟　　 RC　地上2階　　　昭39．3．30　　　　　建　365
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延　730
渡り廊下　　　　S　　地ヒ1階　　　　　昭39．3．30　　　　　　　　建　　17

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延　 17

講堂　RC地ヒ2階　 昭39．6．30　　 建264
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延　397
新館　RC地ヒ2階　 昭54．5．31　　 建1，479
　　　　　　地ド2階　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延　　4，901

渡り廊下I　　RC　地1二2階　　　　　昭54．5．31　　　　　　　　建　　44

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延　 89

渡り廊下II　　RC　地一ヒ2階　　　　　昭54．5．31　　　　　　　　建　　　7

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延　 14

売札所　　S　地ヒ1階　　　昭60．3．30　　　　　建　 22

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延　 22

計　　　　　　竃1㌶
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③1三なll事

［平成2年度］

施設設備の整備（ilなll’1り

本館改修そレ）他1：’if　　　　　　　　　　36」69千円　　　本館サッシュ，シャッター老朽化により改修、本館電動ブライント新1没，新

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館中央監視ポイント追加ll事

　　　tll・　　　　　1｛’1：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36，169丁一一1］J

各所修繕

館内水槽弊報装置設置1：事　　　　　　　2，781千円　　本館受水槽，高架水槽，汚水槽，雑排水槽監視板内に接続II‘1；

　その他11　’lt　3件　　　　　　　　　　　1，247千Ill

d　　　4件　　　　　　　　　　　4，028千円

［平成3年度］

施設設備の整備住な工事）

収蔵庫パッケージ取替二ll事　　　　　　　33，603千円　　経年老朽化のため取替。

　　　tl卜　　1件　　　　　　　　　　　33，603千円

各所修繕

新館冷温水ポンプオーバーホール　　　　　2，864刊1」　　経年劣化のためオーバーホール。

その他Il事6件　　　　　　　　　　　1，829千「iJ

1汀’　　　　7f牛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4，693T－liJ

9．規則の制定・改廃

　制定・改廃事項

’F成3年3月31日　国立西洋美術館観覧規則の一部改正　　　　　　《趣旨》ボイラーに関する業務に従事する職員の勤務を要しない

《趣旨》個人観覧券　一般「1人360円」を「1人400円」に　　　　　　　　　　日の改正

　　　　　　　　　学生「1人120円」を「1人130円」に

　　　　　　　　　小人「1人60円」を「1人70人」に　　　　　　　　’P成3年4月1日　国立西洋美術館に勤務する職員の休憩時間

　　　団体観覧券　一般「1人170円」を「1人200円」に　　　　　　　　　　　　　　及び休息時間に関する規則の一一部改正

　　　　　　　　　学生「1人60円」を「1人70円」に　　　　　　　　《趣旨》出札に従事する職員及び電気に関する業務に従事する

　　　　　　　　　小人「1人30円」を「1人40円」に　　　　　　　　　　　職員及びボイラーの業務に従事する職員並びに警務員

　　　　　　　　　　　それぞれ改正　　　　　　　　　　　　　　　　の休憩及び休息時間の改正

平成3年4月1日　国立西洋美術館に勤務する職員の勤務時間　　　平成3年9月27日　国立西洋美術館処務規程の一部改正

　　　　　　　等に関する規程の一部改正　　　　　　　　　　《趣旨》保存・修復係の新設に伴う改正
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10．職員等名簿

①国立西洋美術館評議員（五卜音順）

［平成2年度］

r体芸術院長　　　　有光次郎
東京国礪物館長　　　井内慶次郎
㈱ブリヂストン取締役名誉会長　 石橋幹一郎

元刺咽立博物館長　　　稲田清助
剃（国、71近代美術館長　　 植木　浩
元国立西洋美術館長　内山正
刺咽立近代美術館長　　 大崎　仁
」1（都国立近代美術館長　　 ノJ・倉忠夫

国際交流基金理事長　　　鹿取泰衛

ブリヂストン美術館長　　　嘉門安雄

元京都国立近代美術館1文　　　　　河　北　倫　明

前東京家政学院大学長　　 小林行雄
彫刻家　　　　　佐藤忠良
建築家　　　　　丹下健三
広島銀行頭取　　　　　　　　　　　　橋　　口　　　　収

埼玉賜二近代美術館長　　 本間正義
新潟県美術博物館長　　　前川誠郎

東京都副知康　　真仁田勉
日本学・lr院長剃汰学名誉教授　脇村義太郎

3．3．31　辞職

3．3．31　辞職

3．3．31　辞職

2．9．5　発令

2．7．5　辞職

3．　3．31辞職

2．・5．1　発令

3．3．31辞職

［平成3年度］

㈱ブリヂストンサイクル相談役　　　　石　井　公一郎

東京［K位博物館長　　　　　　　井　内　慶次郎

東劇玉ぱ近代美術館長　　　植木　 浩

元国、脳洋美術館長　 内山正
東京芸術人学教授　　　大岡　信
湖咽立近代美㈱恨　　 小倉忠夫
㈱鹿島建設副会長　　　鹿島昭一

国際交流基金理事長　　　鹿取泰衛

東京都副知事　　　　金平輝子
ブリヂストン美術館長　　　嘉門安雄

元京都国立近代美術釘｛長　　河北倫明

前刺濠政学院大学長　　 小林行雄
彫刻家　　　　　　　　　　　佐　藤　忠　良

建築家　　　　　　　　　　　丹　下　健　三

お茶の水女吠学教授　　　　　　辻　　　佐保子

東京文化会館長　　　　遠山一行
広島銀行頭取　　　　　　　　　　　　橋　　　口　　　収

新潟県美術博物館長　　　前川誠郎

東京都副知事　　真仁田勉

3．4．1　発令

3．4．1　発令

4．3．31辞職

3．4．1　発令

4．3．31辞職

3．10．1　発令

3．4．1　発令

3．4．1　発令

3．9．10　辞職
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t2）lllド冗西洋美術釘｛職員

館長　　　 剖陣務官　　三角t戊『生

次長　　文部技官　 大谷利治
　〃　　　　　　　　　〃　　　　　　イf　藤　 ㌔了　 左荘

〔⑪、庶務課

課　長　　湖川務官　　森　　孝一’

　〃　　　〃　　木村光夫
課長補佐　　 〃　　田島庄’P
庶務係長　　 〃　　井口正美
紬日：fr　　〃　　舟橋さち子

　　　　　〃　　関根正光
　　　　　〃　　矢板橋進一

　　　　　〃　　小西多代
　　　　事務補佐員　白石公子

　　　　　〃　　成相雅子
守衛長　　文部事務官　羽tlJ正公

　　　　　〃　　　藤田正直

　　　　　〃　　宮脇京治
経理係長　　〃　　古山則夫
出納1三任　　 〃　　内藤満枝
　　　　　〃　　平野謙一
　　　　　〃　　神長宏幸
用度係長　　 ・ノ　　原田道雄
　　　　　・ノ　　牟田　　成

　　　　　〃　　松波直樹
　　　　文部技官　 白倉由夫
　　　　　〃　　大竹乙弘
施設係長　　 〃　　田口賢似
施設主任　　〃　　小宮勝男
　　　　　〃　　　　小谷松　誠　司

2．4．l　　　fl三命

3．4．1　岡lll大事務局長に転イr：

3．4．1　宮内庁侍従から転任

2．5．l　　　tK｜“五【」］1言吾fりfうど’i斤が！：務音1｛ム乏1こ屯云f壬

〃　　弘前大学学生部次長から転任

2．4．1　東京国立近代美術館から転任

3．3．31　退職

2．10．1　千葉大学に転任

3．1．1　採用

（3．4．1～4．4．30）

（2．4．16～4．4．30）

2．4．　1　用度係長から配置換え

3．4．1　採用

2．4．1　　昇任

4．1．31　　舌辛耳哉

4．2．ユ　採用

2．4．1　東京商船大学から転任

3．4．1　　昇f壬

◎学芸課

課　　長　文部技官　　長谷川三郎

企画広報係長（併）　〃　　有川治男

研究員　　〃　　越川倫明
資料係長（併）　 〃　　生田　圓
絵画係長（併）　 〃　　雪山行二
研究；i　　　　〃　　　　田　邊　幹之助

彫刻係長（Ol；）　　・ノ　　高橋明也

研究員　　〃　　中村俊春
版画素描係長（併）　〃　　幸福　輝

研究員　　〃　　喜多崎親
璽8麟播　　〃　　河口公夫

　　　　事務補佐員堀としこ

4．3．31辞職

資料係兼任

資料係兼任

3．10．1　採用

（2．4．1～4．4．30）
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